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            　第一章　乙女ゲーム世界への転生

            　

            　

            「平民風情がわたくしと机を並べようなんて、身の程を知りなさい！」

            　ふと我に返ったとき、私はよく分からない状況にあった。くるくるにカールした金髪のお嬢さんが、視線を向けるのも腹立たしい、といった様子でこちらを見ている。

            　おーけい、落ち着け私。慌ててもいいことなんか何もない。冷静に状況を見極めよう。

            　視線を巡らせると、目に入ってくるのは高校の教室ほどの部屋である。私がかつて通っていた高校と比べると、机の数が少ないのでだいぶ広々とした印象だ。周りには、くるくるカールお嬢さんと私を遠巻きに囲む人だかりが出来ていた。

            　問題は、お嬢さんを含めて目に入る人全てが、どう考えても日本人じゃないということである。

            　目の前のお嬢さんはとりあえず放置して、今に至る記憶を辿ってみる。中小企業に勤める私はややブラックな残業を終え、確か自宅でゲームをしていたはずだ。ほぼ無趣味な私にとっての唯一の娯楽――それがゲームである。私はゲームと名の付くものなら大抵は楽しめた。将棋や囲碁といったボードゲームから、美麗な３ＤグラフィックのMMOまでなんでもござれ。

            　数あるゲームの中でも、私が特に愛好していたのが恋愛シミュレーションゲームである。恋愛シミュレーションゲームとは、プレイヤーがヒロインとなって男の子と恋愛を楽しむゲームのこと。もっとも、私の楽しみ方は少し歪んでいるんだけど……。

            　そこまで思い出したとき、私は目の前のお嬢さんに見覚えがあることに気がついた。

            「あ。クレア……？」

            「まあ！　このわたくしの名前を呼び捨てにするなんて！」

            　このきゃんきゃんした声、間違いない。彼女はクレア＝フランソワ。私が大好きな恋愛シミュレーションゲーム「Revolution」の登場人物である。

            　ということは、これってもしかして、もしかするの？　あれですか、異世界転生ってやつですか。

            「クレア様」

            「そうそう。平民はそうやって尊称をつけるものですのよ」

            「私の名前を覚えていらっしゃいますか？」

            「馬鹿にしてらっしゃるの？　レイ＝テイラー」

            　なるほど、分かってきた。どうも私は本当に異世界転生とやらを体験中らしい。私の本名は大おお橋はし　零れいで、テイラーというのはゲームのヒロインのファミリーネームである。「Revolution」ではヒロインのファーストネームを自由に決めることが出来るが、ファミリーネームは強制的にテイラーとなる。つまり、ここはゲームの舞台となっている世界で、私はそのヒロインということのようだ。

            「やったぜ！」

            「突然、脈絡のないことを言わないで下さる？　それに下げ賤せんな言葉使いですわね。これだから平民は……」

            　クレア様が何やらぶつぶつ言っているが、私はそれどころではなかった。ゲームの世界への転生……何度妄想したことか。この世界でなら推しキャラと、選択肢ではないリアルな交流が出来る。そして――。

            「クレア様」

            「何ですの？　平民風情が気安く声をかけないで頂きたいのですけれど」

            「好きです」

            「……は？」

            　クレア様がきょとんとした顔をしている。意味が理解出来ていないらしい。仕方ないなあ。

            「クレア様、私はクレア様が大好きです」

            「な……、ななな……!?」

            　私が言った言葉が脳に浸透するにつれ、クレア様があたふたし出した。うん、可愛い。「Revolution」における私の最推しキャラ――それは、攻略対象の男どもではなくクレア様なのである。

            　彼女――クレア＝フランソワは「Revolution」における悪役令嬢である。悪役令嬢というのは、ヒロインをいじめて最後に逆転される当て馬的な立ち位置のキャラクターのことだ。良家の子女で性格が悪く、取り巻きを引き連れては主人公に度々嫌がらせをしてくる。

            　だが、私はその悪役令嬢たるクレア様にぞっこんなのだ。

            　高飛車な性格、きゃんきゃんうるさい声、底意地の悪い悪行の数々。本人を目の前にしているが、プレイした記憶を思い出すだけでも顔がにやけてしまう。普通は毛嫌いされるであろうクレア様なのだが、私はどうしてだか憎めなかったのだ。無駄に高いプライド、傷つきやすい心を隠して威い嚇かくする仕草、恋人を奪われまいと嫉妬に狂った行動――そんな妙な人間くささが、私のツボにドストライクだったのだ。むしろ、聖人君子めいた主人公の方に違和感を覚えてしまうのが私である。我ながら面倒な性格だ。

            「あなた何をおっしゃっていますの!?」

            「何って……単にクレア様が大好きなだけですけど」

            「ふ……ふん、平民風情がわたくしに取り入ろうと？　無駄ですわよ。私は平民なんかに少しも心を許したりしませんから」

            　ぷいっと顔を背けるクレア様。

            「……可愛いなあ」

            「な……、ななな……！」

            　おっとつい煩ぼん悩のうが口をついて出てしまった。クレア様、めっちゃ動揺してる。

            「あなた……もしかしてそっちの道の人ですの？」

            「いえ、そういう訳では……あるとかないとかなのですが、それはそれとしてクレア様が可愛いくて」

            「ひっ!?」

            　ドン引きである。いいなあ……このピュアな反応。

            「クレア様は私のこと嫌いですよね？」

            「あ、当たり前ですわ！」

            「それでいいです。どんどんいじめて下さい。ばっちこいです」

            「な……なんですの、この人……」

            　いっそ怯え始めているクレア様である。

            「さあ、楽しい楽しい学院生活の始まりですね、クレア様！　一緒にめいっぱい楽しみましょう！」

            「なんでわたくしがあなたに巻き込まれる前提で話が進んでますの!?」

            　こうして残業の毎日とさよならした私は、愛しのクレア様を愛でる毎日に思いを馳せるのだった。せっかくの異世界転生だ。存分にクレア様を可愛がるぞ。

            　私の異世界転生の展望は明るい。

            　

            　

            ◆◇◆◇◆

            　

            　

            「レイ、聞いたわよ？　あなた、入学早々にクレア様に目をつけられたんですって？」

            　大人びたハスキーボイスでそう言うのは、ルームメイトのミシャ＝ユールである。落ち着いたたたずまいの大人美人であるミシャは、ロングストレートの銀髪を揺らしながら自分のベッドに腰掛けた。

            　ここは王立学院寮にあるミシャと私の部屋である。十畳ほどの部屋にそれぞれの机と二段ベッドがあって、その他に場所を取り過ぎない程度の簡単な調度が配置されている。全てがアンティークなせいで現代日本の学生寮とは大分雰囲気は違うものの、部屋の本質は変わらない。

            　「Revolution」の舞台は王立学院というこの国一番の名門校で、全寮制となっているのである。現実には家柄や財力など色々あるものの、建前としては全ての学生は在学中平等という扱いなので、全ての学生が二人部屋をあてがわれている。ミシャは私ことヒロインのルームメイトで、何かと力になってくれるいわゆる親友ポジだ。

            「目をつけられたっていうか、目をつけられに行ったっていうか？」

            「……何してるのよ、あなた」

            　呆れたような視線を向けつつ溜め息をつくミシャ。

            「フランソワ家にはあまり関わらない方がいいわよ。平民のあなたなんて本当にどうにでも出来るんだから」

            　クレア様の実家であるフランソワ家は、この国有数の名家である。代々、国の金庫番である財務省のトップを務めてきた家で、国王と宰相に続くこの国のナンバースリーの家だと思って貰えればいい。それどころか、王室に何人も嫁や婿を出しているので、実質的なトップであるという評価すらある。平民出身の私など、吹けば飛ぶような塵あくたである。

            　どうしてそんな高貴な人の通う学校に私のような平民が通うことになったかというと、これにはこの国のお国事情があるのだ。中世ヨーロッパに似た世界観の「Revolution」だが、舞台となるバウアー王国の政治にはやや腐敗の兆しがあった。国の要職は貴族の世襲がほとんどで、高級官僚たちも縁故採用。貴族層と平民層の格差はどんどん広がり、平民からの政治への不満は無視できないほど大きくなっていた。

            　そこで悩める国王が打ち出したのが、能力主義の採用である。家柄や財力を問わず、能力のあるものを広く登用する、という政策を打ち出したのだ。これには色々と問題は残っているものの、おおむね平民の支持を得ている。

            　その政策の一環として行われたのが、王立学院への奨学生制度である。能力はあるのに、金銭的な問題で高等教育を受けられない学生を、国が援助して王立学院に入学させるというものだ。この制度で選ばれた奨学生の一人が、私ことヒロインなのだ。

            「でもさ、ミシャ。私、クレア様大好きなんだよ」

            「あのわがままお嬢様を？　レイも大概変わってるわね。でも、あっちは毛嫌いしてると思うわよ？　貴族にとって私たち奨学生は、鼻持ちならない成り上がり者だから」

            　平民の支持を得た奨学生制度だが、貴族層からの受けは悪い。既得権益の保持という実利的な面もそうだが、何よりも感情論として伝統や格式を重んじる貴族には、王立学院という名門校に平民が通うことが許せないのである。

            　ちなみにミシャも奨学生だ。彼女の家は没落貴族で、今でこそお金に困っているものの家の格式はそれほど低くない。没落を経験しているせいで、他の貴族たちよりは現実が見えているため、彼女はとてもしっかりしている。平民である私と同じ中等学校に通っていたせいで、私に色眼鏡を掛けることなく評価を下してくれる。ただ、いかんせん苦労性というかなんというか、面倒見が良すぎるのは玉に瑕きずかもしれない。

            「嫌われてるのは別にいいんだよ。むしろ望むところだから。避けられちゃうのが一番堪える」

            「あなた、本当にどうかしてると思うわ」

            「ねえねえ、クレア様と一分一秒でも長く一緒にいるにはどうしたらいいと思う？」

            「この子、こんなにめんどくさい子だったかしら……」

            　頭痛でもしているかのように頭を抑えるミシャだったが、やがてこう言った。

            「クレア様が無視できないような存在になればいいんじゃないの？」

            「どういうこと？」

            「クレア様ってプライドが高い方でしょう？　なんでも自分が一番じゃないと気が済まないタイプ。だから、あなたが自分を磨いて能力を示せば、クレア様も無視できなくなると思うわ」

            「それだ！」

            　簡単なことだった。ゲームの通りに振る舞えば、クレア様は私を無視できない。私が頑張れば頑張るほど、クレア様のいじめは激しくなる。クレア様は根性のある人なので、何度いじめが失敗してもへこたれないのだ。クレア様は私をいじめられるし、私はクレア様を愛でられる。なんというWin―Winな関係だろう。

            「ミシャ、ありがとう。やっぱり頼りになるね」

            「……なぜかしら。嫌われ方を教えたのに感謝されてしまったわ」

            　ミシャは当惑を隠せないようだが、まあ、それはそうだろう。

            　当面の方針は決まった。学院生活を頑張って、クレア様にいじめられよう。いや、むしろ私がいじめ返すくらいの勢いで。

            「クレア様といじめ合う毎日……至福だ」

            「ホント、あなたどうしたのよ……」

            　

            　

            ◆◇◆◇◆

            　

            　

            　学院の廊下を歩いていると、後ろから誰かに突き飛ばされた。転びそうになるところをすんでの所で踏みとどまり、後ろを振り向く。そこには一人のつり目がちなご令嬢の姿があった。

            「あら、ごめんあそばせ？　ぼーっと立っていらっしゃるから、置物かと思いましたわ」

            　我が愛しのクレア様である。片手を口元に当てて優雅に高笑いする姿は、まさに悪役令嬢そのものである。こんなことはこれから日常茶飯事である。

            「クレア様」

            「なんですの？　謝罪を求めても無駄ですわよ？　そんなところでぼーっとしている平民が――」

            「素晴らしいです！」

            「……は？」

            　クレア様は鳩が豆鉄砲を食ったような顔をした。

            「取り巻きがいらっしゃるのに、他人に頼らず自ら手を汚されるなんて！　それでこそクレア様です！」

            「え？　……は……え？」

            「やっぱりそんじょそこらのいじめっ子とは訳が違いますね。クレア様大好きです！」

            「な……なんですの、あなた」

            　気味が悪いですわ、と言い捨てて、クレア様は去って行った。

            「あーあ、行っちゃった」

            「あなたはどうしてそんな残念そうな顔をしているの……」

            　あきれ顔でそう言うのはミシャである。

            「え？　クレア様にいじめられ足りないからだけど？」

            「私が間違ってるみたいな気がしてくるから、不思議そうな顔しないでくれる？」

            　えー。

            「だって、クレア様って私をいじめてるときが一番輝いてると思わない？」

            「一応、いじめられてるっていう自覚はあるのね」

            　そこは安心したわ、とミシャは言う。

            「ほら、早く講義室に行くわよ。そろそろ授業が始まるわ」

            「うん」

            　今日も楽しい楽しい異世界生活の始まりである。

            　

            「あーら、ごめんあそばせ。虫かと思いましたわ」

            　今度は足を踏まれた。

            「……さい」

            「は？　聞こえませんわよ、平民。何か言いたいことがあるなら、もっとハッキリと――」

            「どうせならもっと強く踏んで下さい！」

            「ひっ!?」

            　怯えられてしまった。

            　可愛い。

            　

            「どうなさったの？　平民は教科書も買えないくらい貧乏ですの？」

            　教科書を隠された。

            「申し訳ありません。クレア様の気持ちに気が付かず」

            「は？」

            「私と一緒に密着しながら授業を受けたいってことですね!?　ぜひ一緒に見ましょう！　零距離で！」

            「意味が分かりませんわ！」

            　怒られてしまった。

            　可愛い。

            　

            「あら、あなた組む相手がいませんの？　全く、卑しい平民はこれだから」

            　仲間はずれにされた。

            「という訳でクレア様が組んでくれるそうです、先生」

            「組みませんわよ!?」

            「え？」

            「不思議そうな顔するんじゃありませんわよ！」

            　逃げられてしまった。

            　可愛い。

            　

            「あらあら。あまりにも汚いので泥かと思いましたわ」

            　水をかけられた。

            「冷たいです」

            「おーっほっほ。それはご愁傷様ですわ！」

            「温めてください」

            「ちょっと、しがみつくんじゃないですわよ！　お離し！」

            　温かかった。

            　可愛い。

            　

            「おーっほっほ。いい気味ですわ！」

            　机の上に花瓶を置かれた。

            「クレア様の贈り物！」

            「違いますわよ!?」

            「初めてですね。押し花にして持ち歩きます」

            「なんでそうなりますの!?」

            　不満そうだった。

            　可愛い。

            　

            「あなたちょっと打たれ強すぎじゃあありませんこと!?」

            「え？　なんのことですか？」

            　放課後。

            　クレア様が癇癪を起こしたように地団駄を踏んだ。どうもいじめがことごとく空振りに終わっているのがご不満らしい。私はただ素直に思った通りの反応をしているだけなのだが。

            　にしても、こんなファンタジー世界でも、いじめって日本の学校と似てくるんだね。日本の会社が作ったゲームなんだから、そりゃそうかもしれないけど。

            　それはさておき。

            「これだけ意地悪されて、どうして平然としてますの!?」

            「意地悪？　愛ですよね？」

            「違いますわよ!?」

            「じゃあ、何だっていうんですか！」

            「どうして私が怒られてますの!?」

            　ぜーはー、と肩で息をするクレア様。いやー、いちいちツッコんでくれるから、からかいがいがあるね。

            「ここまでやっても分からないなら、ハッキリ言ってあげますわ」

            　クレア様は元々つり目がちな目をさらにキッとつり上げて言った。

            「この学院はあなたのような成り上がりの平民がいていい場所ではありませんの。平民はおとなしく労働に勤しんでいなさい」

            「クレア様を愛でるのが私の労働……いえ、奉仕です」

            「……もうやだ、この子」

            　クレア様、ちょっと泣きが入ってきた。

            「クレア様、くじけちゃダメです。継続は力なり、ですよ」

            「あなたホントになんなんですの!?」

            　うわーん、と本格的に泣いて、クレア様は取り巻きを連れて行ってしまった。

            「ふっ、たわいもない」

            「さすがにクレア様に同情するわ」

            　ミシャがよく分からないことを言っている。

            「あはは、馬鹿なこと言わないでよ、ミシャ」

            「どういうこと？」

            「私が本気出したら、こんなもんじゃないよ？」

            「……そう」

            　ミシャは深く突っ込まない方がいいと判断したらしく、さらっと流した。これがクレア様だったら、いいツッコミを入れてくれたことだろう。

            「冗談はともかくとして、あなた本当に少しも堪えてないの？」

            「うん、全然」

            「それは、あなたの言う愛というやつかしら？」

            「それもあるけど、それだけじゃないね」

            　クレア様は悪役令嬢である。それは間違いない。でも、そのいじめ方が私は愛おしい。

            　例えばすでに触れたけど、クレア様はいじめるとき取り巻きにやらせず、必ず自分の手を汚す。貴族的な迂遠な立ち回りは出来るはずなのに、である。また、いじめても、一線を決して越えない。廊下で突き飛ばされたのは、危険な階段や曲がり角ではなく、転んでも安全な場所だし、教科書も隠すだけで捨てたり破いたりは決してしない。

            　もちろん、現代日本でこんなことをしたら問題にならないはずがないけど、ここは乙女ゲームの世界であり、対象は私である。加害者の後付けの言い分ではなく、被害者の紛れもない本音として喜んでいるのだから何の問題があろうか。

            「明日はどんな風にいじめてくれると思う？」

            「知らないわよ」

            　異世界生活、満喫しています。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「ごきげんよう、クレア様！」

            　講義室に入ると、最前列にクレア様とその取り巻きたちが座っているのが見えたので、嬉々として挨拶をしに行った。講義室は私が通っていた高校の教室二つ分ほどの広さがあり、長机と椅子が後列に行くに従って高く据え付けられている。日本の大学に通った経験のある人は、標準的な規模の講義室を思い浮かべて貰えればいい。正面には黒板があり、教卓もある。

            　クレア様に近づこうとすると、取り巻きたちに行く手を遮られてしまった。

            「気安く話しかけないでくれる？　私たちはあなたとは住む世界が違うの。ねえクレア様？」

            　取り巻きの一人が意地の悪い声でそう言った。それを皮切りに、そうだそうだと他の取り巻きたちもはやし立てる。

            「あー。あなたたちみたいな取り巻きに用はないんだ。私はクレア様に言ってるの。はい、クレア様、ごきげんよう？」

            「なっ!?　無礼な！　私を誰だと思ってるの。フランソワ家に代々仕えるクグレット家の――」

            「だから取り巻きでしょう？」

            「ク、クレア様ぁ……」

            　クグレット家のなにがしとかいう子がクレア様に泣きついた。打たれ弱いなあ。

            「この平民……。調子に乗らないで下さる？　あなたなんかにかける言葉などなくってよ。だいたい、ごきげんようはお別れの挨拶として使うもので――」

            　くどくど。

            　あー、これだよこれ。やっぱ取り巻きだと物足りないわー。クレア様の罵倒が一番。ちなみにごきげんようの用法には諸説があり、現代日本だとおはようとかこんにちはの代わりに使っても全く問題はない。

            「そして結局、声をかけちゃうし、用法まで丁寧に教えてくれちゃうクレア様なのでした。好きです」

            「う、うるさいですわね！　あなた、わたくしをおちょくっていますの!?」

            「はい！」

            「全力で肯定!?」

            　いい反応だなあ。今日も私は幸せだ。

            「暴走するんじゃないわよ、レイ。おはようございます、クレア様」

            　ミシャに襟首をむんずとつかまれてしまったため、これ以上クレア様に接近が出来ない。

            「離してよ、ミシャ。今、クレア様で遊んでる所なんだから」

            「せめて『と』になりませんの!?」

            　クレア様って、絶対にツッコミの才能があるよね。

            「だからそれくらいにしときなさいって」

            　ミシャにぺしっと頭をはたかれた。

            「ミシャ……あなた、飼い猫の躾くらいきちんとなさいな」

            「クレア様、レイは別に私のペットじゃないんですが」

            「むしろ、クレア様に飼われたいです」

            「あなたはちょっと黙ってて下さる!?」

            　絶叫した後、ぜえぜえと肩で息をするクレア様。ちょっと疲れ気味だね。

            「クレア様、朝から元気ないですよ？　元気だして行きましょう」

            「誰のせいだと思ってますの!?　いいからあっちへ行って！」

            「えー」

            　遺憾の意を表していると、

            「朝から面白いことしてるね」

            　柔らかいテノールが響いた。

            「ユー様……」

            「おはよう、クレア。キミが取り乱すところなんて久しぶりに見たよ」

            　くすくすと笑うのは、この国の第三王子であるユー＝バウアーである。肩書きだけでなく、本当に雰囲気と容姿がザ・王子様という感じなのだ。柔らかいくせっ毛の金髪、朗らで優しげな笑顔。声まで王子様しているのだから、徹底している。

            　ユー様は「Revolution」の攻略対象キャラの一人だ。この王子様ルックスで、攻略キャラ三人の中で第二位の人気だった。曰く、「かわいい」「守って上げたい」「むしろ婿にこい」だとか。

            「ユー様、これは違うんですのよ！　この平み……レイさんが礼を失した行動をするので、注意していた所ですの」

            「そうなのかい？」

            　ユー様が私に視線を向けてきた。

            「いいえ。礼を失するどころか、愛を込めていました」

            「あなた何を言ってますの!?」

            「あはは」

            　思わず、といった様子でまた大声を出してしまったクレア様を、ユー様がおかしそうに笑った。

            「レイ＝テイラーだっけ。確か今年度の首席入学者だね。勉強ばかりの子かと思ったら、なかなか面白い子だ」

            「それはどうも」

            　私はユー様には特に興味がない。そっけなく挨拶を返しておく。

            「レイ、失礼よ。おはようございます、ユー様」

            　ミシャは私を軽く窘めると、ユー様に挨拶した。

            「ミシャか。おはよう」

            　ミシャに気づくと、ユー様は親しげに挨拶を返した。ユー様は基本的に誰にでも優しいけど、ミシャは特別なのである。ミシャとユー様は幼なじみなのだ。彼女の家が没落する前はかなり親しい仲で、実はミシャは今でもユー様のことを密かに慕っている。ユー様ルートではクレア様の嫌がらせと戦う他に、ミシャとの友情とユー様への想いとの葛藤に揺れなければならない。シナリオの出来では一番とも言われていた。

            「レイが失礼しました。後でよく言っておきます」

            「構わないさ。むしろミシャももっと砕けた感じで接してくれていいんだよ？　学院ではみな平等なんだから」

            「……考えておきます」

            　などという思わせぶりな会話が展開されているのだが、

            「クレア様、あれどう思います？　焼けぼっくいに火が付いたと思いますか？」

            「あなたはどうしてそう、いちいち発想が低俗ですの……」

            　私はクレア様をいじるので忙しかった。

            「よぉ、ユーにクレア。お前らもおはよう」

            　そんな私たちに快活な声をかけてきたのは、短く切ったつんつん黒髪のイケメンである。

            「おはようございますわ、ロッド様」

            「おはよう、兄さん」

            　彼の名はロッド＝バウアー。この国の第一王子で、やはり攻略対象の一人である。

            「なんだなんだ。面白いことか？　オレも混ぜろよ」

            　カラカラと笑うロッド様はフランクな調子で会話の輪に加わってきた。

            「面白いことなんて何もありませんわ。若干一名、学院の風紀を乱しそうな輩がいるだけで」

            「それはあれですか？　私と一緒に風紀を乱したいと？　乱しますか？　乱れちゃいますか？」

            「乱れませんわよ!?」

            「……なんだこいつ」

            　クレア様と私の漫才を見たロッド様が、珍獣を見る目で私を見た。

            「奨学生で今年の首席のレイ＝テイラーだよ。なかなか面白い子だよね？」

            　くすくす笑いながら、ユー様が紹介してくれた。作法としては、本当は私が自分で名乗るべきだったんだろうけど。

            「確かに貴族連中にはいないタイプだな。親父の政策もなかなか笑える結果になってるじゃねーか」

            「はあ……」

            　これは褒められてるんだろうか。曖昧に相づちを打っておく。

            「その反応、新鮮だな。レイか……覚えといてやる」

            「どうも」

            「だから不敬よ、レイ」

            「どれだけの人が、ロッド様に覚えて頂きたがってると思いますの……」

            　私はロッド様にも興味がなかったので、適当に反応を返していたのだが、またミシャに怒られクレア様には呆れられてしまった。

            　でも、仕方ないのだ。ロッド様は私の苦手なタイプ――いわゆる俺様系のキャラなのだ。常に我が道を行き、折れず、曲がらず、ひたすらに前へ前へ。考え方が超ポジティブで、性格もとても明るい。

            　でも、こんな人、実際にそばにいたら疲れない？　どうしてロッド様が人気投票不動の一位なのか、私には未だによく分からない。まあ、攻略キャラよりもクレア様に萌える私だから、きっと私の感性がズレているんだろう。

            「セイン、お前も来いよ」

            「……俺はいい」

            　ロッド様の声に不機嫌そうな声で答えたのは、講義室の後方で机に突っ伏していた銀髪の青年。彼はすぐまた机に突っ伏すとそのまま動かなくなった。

            「セイン兄さんはこういう雰囲気好きじゃないと思う」

            「むしろあいつが好きな雰囲気ってどんなだよ」

            　困ったように笑うユー様と、苦い顔をするロッド様。二人の微妙な反応からも分かるとおり、セイン様はなんというか「面倒くさい」人なのだ。

            　セイン様はこの国の第二王子であり、攻略対象最後の一人だ。三人の攻略対象の中で、最も人気が低い。ユー様を王子様系、ロッド様を俺様系とするなら、セイン様はこじらせ系とでも言おうか。

            　ユー様は生粋の天才肌で、あまり苦労することなく何にでも高い能力を発揮する。ロッド様は秀才肌で、努力の積み重ねの上でやはり高い能力を発揮する。そんな優秀な二人に挟まれたセイン様だが、彼は努力をしてもそこそこの能力しか発揮できない人なのだ。常に兄や弟と比較され続けたセイン様は、色々と面倒な性格になってしまっている。コンプレックスの塊で素直じゃないのだ。

            　でも、私は攻略対象の中ではセイン様が一番好きだ。理由はクレア様が好きなのと同じく、人間くさいから。超人みたいな人よりも、ああ、こういう人いるよねっていう人の方が魅力を感じる。それは私が、夢や希望に胸を躍らせる若者ではなく、現実を知ってしまった大人だからかもしれない。それにしたって、私は極端すぎるとは思うけど。

            「セイン様……」

            　複雑な感情がこもった呟きを口にしたのは、我がいとしのクレア様だ。実はクレア様、セイン様にホの字なのである。

            　セイン様の人気が一番低い理由の一つは、クレア様の鬱陶しさだ。ただでさえあれこれとちょっかい出してくるクレア様なのだが、セイン様ルートのクレア様はちょっと本当に鬱陶しい。おまけに、苦労人であるセイン様はエンディングを迎えてもクレア様を糾弾したりすることはせず、

            「……お前の気持ちも分かる。辛かったな」

            　などと言って彼女を許してしまうのだ。他のルート――例えばロッド様ルートなどで見られる大逆転劇の爽快感が、セイン様ルートには存在しない。これでは人気が今ひとつなのも仕方がないのかなと思う。私は「ざまぁ」はあまり好きではないので、セイン様の対応は嫌いじゃないのだが。

            「声を掛けに行ったらどうですか？　クレア様」

            　セイン様は基本的に自分から近寄ってくることはない。こちらからアプローチしなければダメなのだ。

            「ど、どうしてわたくしが」

            「だって、好きなんでしょう？」

            　言ってから、しまったと思ったけどもう遅い。

            「ち、違いますわ！　セイン様のことなんてなんとも思っていませんわ！」

            　図星を突かれて思わず大声を上げてしまったクレア様。講義室中に響き渡ったその声は、もちろんセイン様にも聞こえている訳で。

            「……」

            　セイン様は身体を起こして立ち上がると、表情を消して講義室を出て行ってしまった。

            「あ……。どうしましょう……わたくし、そんなつもりじゃ……」

            　おろおろするクレア様。ホント不器用だなあ。

            「後で謝りましょう、クレア様」

            「……！　平民風情が何を知ったような口を！」

            「クレア様」

            　私はクレア様と目をしっかり合わせて、声に力を込めた。

            「な、なんですの……」

            「セイン様は繊細な方です」

            「そんなこと、知っていますわ」

            「だから、謝りましょう」

            「……う、うるさいですわね！」

            　クレア様はガタンと音を立てて立ち上がった。

            「気分が悪いですわ！　わたくし、今日は帰らせて頂きます！」

            「あっ、クレア様！」

            「一人にして下さいまし！」

            　取り巻きたちが着いてくるのも許さず、クレア様は講義室を出て行ってしまった。

            「……」

            　でも、私には分かっている。クレア様はきっと、セイン様を追いかけて行ったのだ。

            「もう……可愛いんだから」

            　これだからクレア様はたまらない。私は揺れるくるくるカールを、にまにましながら見送った。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「あなた、平民のくせに生意気ですのよ！」

            「はい！　生意気ですからもっと罵って下さい！」

            　今朝もクレア様は絶好調である。ついでに私も絶好調だ。

            　言い忘れていたが、私が転生したのは入学式のある学院生活初日のことだった。あれから一週間が過ぎ段々と学校にも慣れ始め、クレア様との仲も順調に深まっている……と一方的に思っている。

            　恒例の朝の挨拶をしに行ったら、返ってきた答えが冒頭のあれである。取り巻きたちはといえば、いじめてもいじめても私があまりにも平然としているので処置なしと思ったのか、一昨日辺りから邪魔をしなくなっていた。根性が足りない。クレア様を見習いなさい。まあ、私としては、クレア様とのコミュニケーションがスムーズで大変結構なことである。

            「……そう毎回毎回、翻弄されませんのよ？」

            「あら？」

            　今日も美味しい反応を期待していたのだが、本日のクレア様はちょっとひと味違うらしい。不敵な笑みを浮かべると、こう続けた。

            「明日、試験がありますわね？」

            「ありますね」

            　これは日本の学校で行われている試験とそれほど位置づけは変わらない。ただ、いわゆる教科科目ではなく、教養、作法、そして魔法力を試されるところが大きく違う。以前は教養と作法だけだったらしいが、能力主義の導入で新たに設けられたのが魔法力という項目である……とは、ゲームの設定資料集からの抜粋である。

            　「Revolution」の世界は変革の時期にあった。そのきっかけは魔法石という特別な石の発見である。詳しくは後述するが、この石の発見により魔道具というものが発明され技術革新が起きつつあるのだ。魔道具は世界を大きく変えようとしていて、国々はこの魔道具をいかに有効活用するかを競っている。この魔道具を扱う適性が魔法力というものである。

            　そういえば設定資料集のクレア様幼少期バージョンは天使だったなあ、などと私が考えてるとはつゆ知らず、クレア様はあごをくいっと上げて、

            「勝負ですわ。私が勝ったら、あなたには学院を去って貰います」

            「え？　いやですけど？」

            「少しは考えたらどうですの!?」

            　きーっと癇癪を起こすクレア様だが、だってそりゃそうだろう。私にうまみがなんにもない。

            「首席入学者が逃げるつもりですの？」

            「だって、学院辞めたらクレア様で遊べないじゃないですか」

            「だからその格助詞の使い方やめて下さらない!?」

            「ははは、何を馬鹿なことを」

            「おかしいのはわたくしですの!?　わたくしですの!?」

            　うーん、楽しい。

            　などとクレア様を愛でていると、ふと思い当たることがあった。これは「Revolution」で起きるイベントの一つなのだ。クレア様はヒロインに色々な勝負を挑んでくるのだが、その最初の一つがこの学期始めの試験だった。はじめはプレイヤー側の知識が少ないので、クレア様はなかなかに手強い。

            「いいから勝負なさい！」

            「んー……じゃあ、こうしましょう。クレア様が私に勝てなかったら、クレア様も何か一つ私の言うことを聞いて下さい」

            「はぁ？　どうしてわたくしが」

            「あれ？　逃げるんですか？　自信ない訳ないですよね、内部組の首席ともあろうお方が」

            　王立学院には幼稚舎、初等部、中等部、高等部、大学部があり、学生には幼稚舎からずっと王立学院に通い続けている内部組と外部からの編入組がいる。主人公は高等部からの編入組の首席だが、一方でクレア様は内部組の首席なのだ。貴族中心の内部組と平民中心の編入組は一般に仲が悪い――というか、住む世界が違う。実際には内部組が一方的に編入組を敵視している訳だが。貴族と平民が寮で同室になったりすると、割と悲劇らしい。

            「挑発してるつもりですの？　いいでしょう。乗って差し上げますわ」

            「ふふ、ありがとうございます」

            「なんのお礼ですの。今から荷物をまとめて出て行く準備をなさいな」

            「はい！　激励ありがとうございます！」

            「してませんわよ!?　もう……。ミシャ！」

            「なんでしょう？」

            　傍観を決め込んでいたミシャが、クレア様に呼ばれてやってきた。

            「あなた、証人になって下さる？　試験でわたくしが勝ったら、この平民は学院から去る。勝てなかったらわたくしが一つ彼女の言うことを聞きます」

            「学院の在学資格は国王がお決めになったことですから、このような私闘でどうこうすることはあまりよくないかと思いますが」

            「私闘などではありませんわ。平民は能力不足を恥じて自ら学院から去るのですから」

            　高笑いをしつつ、すでに勝った気になっているクレア様である。

            「あなたはそれでいいの？　レイ」

            「いいよ」

            「こういうことですわ。反故にされてはかないませんから、あなたが証人になって下さいまし。いいですわね、平民？」

            「はい！　クレア様にあれこれ出来るかと思うと、今からわくわくします！」

            「わたくしが負けるわけないでしょう！　はい、神に誓って！」

            「神に誓って！」

            「……見届けさせて頂きます」

            　この国では神に誓うということは非常に重い意味を持つ。単なる口約束では済まなくなり、これを破ると貴族平民の別を問わず非常に軽蔑される。

            　こうして、クレア様と私の勝負が幕を開けたのだった。

            　

            　

            　迎えた試験当日。

            　まずは教養の試験である。これは主にこの国の歴史や文化、さらには文学などに関する知識を試される。例えば――。

            　

            問い

            　王国歴１９２７年に発生した大飢饉において、国王クーリー三世が行った政策の問題点と改善策について論述せよ。

            　

            　とか、

            　

            問い

            　王国の主要産業を一つ取り上げ、その問題点と改善策について論述せよ。

            　

            　とか、

            　

            問い

            　古式詩法の詩を一つ作成せよ。

            　

            　とかである。

            　見れば分かるとおり、これらの問題は全て生活に密着しているとは言えない。平民の識字率が大して高くないこの世界において、この教養という項目はほぼ貴族の独壇場だ。つまり、クレア様に圧倒的に有利なのである。これが試験全体の三分の一を占める訳だから、全体の点数でもクレア様に分がある。

            「これ大変だったなあ」

            　ゲームでは勉強という行動を取ることで知識を得ることができ、その積み重ねで試験に臨むことになる。試験問題は論述式であるものの、ゲーム内では選択肢が提示されたので正解を選ぶだけでよかったのだが、いかんせん問題数が多かった。ほとんどのプレイヤーは、ウェブの攻略サイトのアンチョコを見て解決していたようだ。めんどいもんね。

            　次が礼法である。これは詳しい説明は不要だろう。読んで字のごとく、礼儀作法を試される。今回の試験では会食が行われ、学生たちがどのように食事をするかを試験官たちが評価している。

            　ただの食事とあなどるなかれ。試験は試験場となる晩餐室に入る前から始まっている。どんな服を着ていくかから始まり、入室時の姿勢や挨拶の仕方、果ては食事中の視線の置き方までが評価の対象となる。食事中のカトラリーの使い方だけではないのだ。

            　これもやはり貴族であるクレア様に圧倒的に有利である。平民がこのような作法に接する機会などほぼないのだから。実際、クレア様をはじめとするエスカレーター組と、外部からの編入組とでは所作の洗練さに素人目でも雲泥の差があった。

            「実際にやってみるとしんどいなあ」

            　ゲームではやはり選択式だった。例えば、着ていく服は黒か白かとか、入室時の挨拶の言葉はどれかとか、視線はどこに向けるかなどなど。もちろんこれもプレイヤーたちのほとんどがアンチョコを見て解決していた。

            　ここまでで試験全体の三分の二。どれも貴族に有利なものばかりで、普通に考えればクレア様に私が勝てる要素はどこにもない。

            　最後が魔法力である。平民が貴族に勝てるのは、ほぼこの項目しかない。実際、外部からの編入試験で問われたのはこれだけなのだ。

            　現国王の言う能力主義政策というのは、言い換えると魔法力重視政策ということが出来る。先端技術である魔道具への適性は先天的な要因と後天的な要因の両方で決まるが、前者の方が大きく、それは貴族・平民の別を問わない。貴族中心の政治に対する不満を和らげる、という大義名分はある。でも実際には、貴族ばかり重用していては時代の流れに取り残されてしまう、というのが現国王の一番の危機意識なのだ。貴族たちが能力主義に反発しているのも、この魔法力というものが家柄や血筋ではどうにもならないからである。

            　もちろん、教養や作法などの貴族が重視する項目に秀でた平民というのも、ごく僅かではあるが存在する。そういった者たちを重用することも視野に入ってはいるのだろうが、それはやはりまだ例外的というのが現実だ。配点が全体の三分の一というのが、時代の変わり目の真っただ中であることを象徴している。魔法力の配点は、これからもっと大きくなるに違いない。

            　さて、魔法力の試験だが、これは屋外で行われた。試験項目は、基礎魔法力と魔道具操作の二つに分かれている。

            　基礎魔法力は魔道具への適性の大きさを専用の魔道具によって計測する。適性には地水火風の四種類があり、基本的には一人一つの適性を持つ。それぞれの適性は無、低、中、高、超の五段階で評価される。これは後天的な修練でも伸びるものの、先天的な要素が圧倒的に大きい。

            　ところが、クレア様は魔法力も高いのだ。クレア様の基礎魔法力は火の高適性である。火っていうところがらしいよね。ゲーム開発者の趣味が見え隠れして楽しい。

            　魔道具操作の方は基本の魔法杖を扱う試験である。魔法杖は汎用の魔道具で、これを使って様々な現象を起こすことが出来る。今回はそれぞれの適性に応じた魔法弾を、どれだけ遠くまで飛ばせるかという試験だった。

            「これが一番楽だったなあ」

            　ゲームでは魔法修練という行動を選択して魔法力を上げ、試験ではいわゆるリズムゲームのようにタイミングを合わせることで飛距離が決まる、という仕様だった。わざわざアンチョコを見る必要も無く、タイミング合わせもそれほど難しくないので一番簡単な試験なのだ。

            　ただ、一部にはこの飛距離をどれだけ伸ばせるかにこだわるマニアがいた。「Revolution」はウェブと連動していて、記録が公式ホームページにランキングされるからだ。一位の人は開発会社から粗品が贈呈されるのだが、一位になるような人種はどちらかというと景品よりも数値自体を伸ばすことが目的のようで、私が覚えている最新の記録は平均の十倍以上だった。

            　とまあ、これらが試験の概要である。一日がかりの試験を終え、私は疲労感を覚えていた。

            「という訳で、元気を補充させて貰いに来ました！」

            「……帰って下さる？」

            　クレア様の部屋を訪ねると、疲れた様子ですげなく追い返された。悲しい。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　試験から三日後。結果が貼り出される日である。

            「目の下にくまが出来てますわよ？」

            　

            　放課後の廊下、掲示板の前で結果を待つ私に、クレア様が話しかけてきた。

            「ええ、実は一睡も出来なくて……」

            「おーほっほっほ。お気の毒様ですわ。でも、約束は約束ですのよ？」

            「はい、クレア様に何をして貰うかを考えてたら、夜が明けてしまいました」

            「そっちですの!?」

            　だって、ゲームじゃこんなこと出来なかったし。

            「わたくしに勝てるとお思い？　おめでたい頭ですわね」

            　自信満々のクレア様である。そりゃあそうだろう。クレア様からしてみれば、負ける要素がないんだから。

            「まあ、結果は見てみないと分かりませんよ？」

            「火を見るよりも明らかですわ」

            「ふふ、二人とも仲がいいね」

            　火花を散らす私たちの会話に入ってきたのはユー様だった。

            「自信はどうだい、レイ？」

            「まあ、ぼちぼちですね」

            「ふふ、楽しみだ。ミシャはどう？」

            「最善は尽くしました」

            　想い人に声を掛けられても、あまり嬉しそうではないミシャ。彼女は自分がユー様にふさわしくないと思い込んでいるのだ。家が没落してしまったこともそうだし、ユー様という才能の塊に、自分が出来ることは何もないと思っている。それでも、恋心というものは止められないのだから、本当に恋愛というやつは厄介である。

            「さーて、二番は誰だろうな？」

            　ロッド様もやってきた。発言の意図するところは「俺が一番に決まってるだろ」である。やっぱり苦手だ、この人。

            「……」

            　最前列で悠然と結果を待つクレア様とそのそばにいる私たちだが、ずっと離れたところに憮然とした顔で立っているセイン様も見えた。彼としては面白くもないイベントだろう。自分の能力を突きつけられる訳だから。

            　誤解のないように言っておくと、セイン様が劣っているというのはあくまで三人の王子の中で比べればの話だ。一般的なレベルで見れば、セイン様は十分有能な人物である。他の二人の王子が規格外過ぎるだけで。

            「来たわね」

            　ミシャの声に我に返ると、事務員が紙を持ってこちらにやってくる所だった。

            「覚悟はよろしくて？」

            「クレア様を堪能する覚悟はとうに」

            　まず貼り出されたのは教養の結果だった。

            　

            　・教養科目結果―――――――――

            　一位：ロッド＝バウアー（１００点）

            　二位：ユー＝バウアー（９８点）

            　二位：レイ＝テイラー（９８点）

            　四位：クレア＝フランソワ（９５点）

            　・

            　・

            　七位：ミシャ＝ユール（９０点）

            　・

            　・

            　十位：セイン＝バウアー（８７点）

            　――――――――――――――――

            　

            「なっ!?」

            　クレア様が絶句した。私はといえば、二問間違っちゃったかーという感想である。

            「ほう？　俺とユーがワンツーフィニッシュなのは当然としても、レイもやるじゃねーか」

            「やるね、レイ」

            「ありがとうございます」

            　王子二人のねぎらいを受けつつ、私はクレア様を見た。貴族の自分が平民相手に教養で負けたことが信じられない様子である。

            　ゲームのプレイヤーのほとんどはアンチョコを見ていた、と私は言った。でも、私は違ったのだ。私は教養試験で出る全ての設問の問題と答えを暗記していたのである。

            　理由は、私が「Revolution」の二次創作をしていたからだ。「Revolution」の世界とキャラを使った同人ノベルを作って、即売会で販売していた。同人ノベルを書くために、世界観の全てを知っておく必要があったのだ。

            　もちろん、そこまでガチにならなくても同人誌は書ける。だが、私が書いていたのはゲームの最後で没落した後のクレア様が、自分の領地で才覚をあらわして成り上がっていく悪役令嬢ものだった。領地改革ものには世界設定の把握が不可欠だったため、私は設定資料集を買って読み込みまくったのだ。正直、開発スタッフよりも詳しい自信がある。

            　そんな私だったので、教養試験でクレア様に負けるつもりは微塵も無かった。結果にも驚きはない。クレア様は白くなるほど拳を握りしめて、わなわなと震えているけど。

            　続いて礼法の結果が貼り出された。

            　

            　・礼法科目結果―――――――――

            　一位：ユー＝バウアー（１００点）

            　二位：ロッド＝バウアー（９８点）

            　三位：クレア＝フランソワ（９７点）

            　四位：セイン＝バウアー（９５点）

            　・

            　・

            　八位：ミシャ＝ユール（９０点）

            　・

            　・

            　二十二位：レイ＝テイラー（７５点）

            　――――――――――――――――

            　

            　教養の結果のショックで蒼白だったクレア様の顔に、血の気が戻ったのが分かった。こちらを見て、どや顔してくる。可愛いです、はい。

            「さっきのは偶然でしたのね。化けの皮が剥がれたということですわ」

            「そうですね」

            　実際、これはクレア様の言うとおりだ。礼法の試験で評価されるポイントは全て分かっている。でも、分かっているのと実際にその通りに振る舞えるのとは別問題である。

            　私は高校時代に和装礼法部という礼法を学ぶ部活に所属していたから、基礎的なことは出来ているつもりだ。ただ、礼法というのは文化やシチュエーションごとに異なるものだから、一朝一夕にこの世界のそれを身につけることは難しかった。生粋の貴族であるクレア様に敵う訳がない。二十二位という成績は、むしろ頑張った方だと思う。

            　そして最後に、魔法力の試験結果も貼り出された。

            　

            　・魔法力科目結果――――――――

            　一位：レイ＝テイラー（測定不能）

            　二位：ミシャ＝ユール（９８点）

            　・

            　・

            　六位：クレア＝フランソワ（９２点）

            　・

            　八位：セイン＝バウアー（９０点）

            　九位：ロッド＝バウアー（８８点）

            　九位：ユー＝バウアー（８８点）

            　――――――――――――――――

            　

            「なん……ですって……？」

            　再び絶句するクレア様。私はといえば、やったぜ、である。

            　実はこの結果、ヒロインである私には出来レースみたいなものなのだ。まず、基礎魔法力だが、ヒロインは地と水二つの超適性なのである。複数の属性を持っている時点でもう規格外なのに、その二つともが最高ランクの超適性。さらに魔道具操作も基本的には基礎魔法力に比例していい結果が出るので、これも必然的にヒロインがトップとなる。つまり、魔法力科目の試験のトップは確約されているのだ。

            　そして最後が総合結果で――。

            　

            　・総合結果――――――――――――――――――――

            　一位：ロッド＝バウアー（２８６点）

            　一位：ユー＝バウアー（２８６点）

            　三位：クレア＝フランソワ（２８４点）

            　・

            　五位：ミシャ＝ユール（２７８点）

            　・

            　・

            　十位：セイン＝バウアー（２７２点）

            　・

            　・

            　※なお、レイ＝テイラーの成績は特異なものであったため、今回は別扱いとする。

            　　学院では次回以降の評価方法を見直す予定である。

            　――――――――――――――――――――――――――

            　

            　というわけである。

            　以前、ゲームにおいてクレア様に勝つことは、最初なかなか難しいと言ったが、それは教養と礼法の試験で点数を取るのが大変だからだ。この二つでよほど低い点数を取らない限り、結果はこのようになるのだ。

            「納得いきませんわ……」

            　唇を噛むクレア様に、取り巻きたちがフォローを入れる。

            「でも、両王子に続いての三位ですよ！　凄いじゃないですか！」

            「そうですよ！　さすがクレア様！」

            「……そ、そうね……そうですわよね」

            　と、少し気持ちを立て直した所へ、

            「クーレーアーさーま！」

            「ひっ!?」

            　すかさず畳みかけにいくのが私である。

            「そんなお化けでも見たような声上げないで下さいよー」

            「上げてませんわ。何ですの？　ご覧の通り、勝負はご破算ですわ」

            「なに言ってるんですか？　クレア様、勝てなかったじゃないですか」

            「え？」

            　どうやらまだ気づいていないらしい。

            「誓いの内容はこうですよ？　クレア様が勝ったら私が学院を去る。勝てなかったらクレア様が私の言うことを一つ聞く」

            「だから、勝負はつかなかったじゃないですの」

            「ええ。つまり、クレア様は勝てなかったんです」

            「……あ」

            　ようやく分かって貰えたらしい。私がクレア様に言うことを聞いて貰う条件は、「私が勝ったら」ではなく「クレア様が勝てなかったら」である。後者には勝負がつかないという結果もちゃんと含まれている。

            「ひ、卑怯ですわ！」

            「はい、思いっきり引っかけるつもりでした！」

            「そんなの無効に決まってますでしょ！」

            「あれ？　反故にするんですか？　神に誓ったのに？」

            「……ぐぐぐ……」

            　クレア様のきれいなお顔が葛藤に歪む。納得は行かない、でも、貴族として神に誓ったことを反故にすることはプライドが許さない。そんなところだ。

            「……要求は何ですの……」

            「あ、聞いて下さるんですね！　さっすがクレア様！　好きです！」

            「いいから、早く要求をおっしゃい！」

            　クレア様キレる寸前である。

            「諦めないで下さい」

            「は？」

            「どんなに辛くて苦しい時も、最後の最後まで諦めないで下さい」

            　私が口にしたお願いに、クレア様はきょとんとした顔をした。我ながらふわっとしたお願いだが、ちゃんと意味はある。これについてはそのうち語ることもあるだろう。

            「……そんなことでいいんですの？」

            「はい」

            「……もっと無理難題をふっかけられるかと思いましたわ」

            「そうして欲しいですか？」

            「いいえ、結構ですわ！」

            　うんうん、素直でよろしい。肩すかしを食らったかのようなクレア様は、視線をこちらに合わせると背筋をぴんと伸ばして、

            「神に誓って、わたくしは諦めたりしません。いついかなる時も希望を捨てず、最後まであがき続けることを誓いますわ」

            「結構です。クレア様」

            　誓いを立てるその様子のなんと美しいことか。さすがクレア様。

            「……次は負けませんわ」

            　クレア様はそう言ってこの場を去ろうとした。悪役令嬢にしては潔い身の引き方だな、と私は思った。

            「あ、クレア様」

            「……まだ何か？」

            「好きです！」

            「私は大っ嫌いですわ！」

            　ちょっといい感じの雰囲気はどこへやら。うんうん。やっぱりクレア様はこうじゃないと。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　「Revolution」は恋愛シミュレーションゲームである。そうであるからには、恋愛の要素がある訳だ。

            　以前にも言ったとおり、私は攻略対象の男どもには興味がない。クレア様を愛でることが出来ればそれでいいのだ。つまり、攻略対象との接し方も、そこを基準に考えることになる。クレア様と一番多く接することが出来るルート――それはつまり第二王子のセイン様ルートである。私としてはぜひともセイン様ルートで行きたいのだが、現在ちょっと困ったことになっている。

            「おい、レイ。聞いてるか？」

            　艶のあるバリトンが響いた。

            「……すいません、聞いてませんでした」

            「ハハ、面白いヤツだな。いいぞ、許す」

            　カラカラと笑うのは第一王子のロッド様である。周りには羨望のまなざしを向けてくる貴族のお嬢さんたちが遠巻きにしている。いくら貴族とはいえ、第一王子相手ではそうそう気軽に話しかける勇気はないらしい。

            　試験からこちら、私はロッド様に目をつけられていた。原因は試験の成績である。ロッド様攻略のためのフラグの一つが、試験で優秀な成績を収めることなのだ。これによって、ロッド様がヒロインに興味を持つようになり、以降、ちょいちょいちょっかいを出してくるようになる。

            　現在進行形でそれを味わっている私なのだが、先ほども書いたように困っている。視線を後ろに向けると、座席の最後列でセイン様がこちらを面白くないような視線で見ていた。

            （クレア様に勝つためだったとはいえ、ちょっと面倒なことになっちゃったなぁ……）

            　試験の成績が良すぎると、セイン様の好感度が下がるのである。セイン様はコンプレックスの塊なので、自分より能力のある人間が苦手なのだ。本当に愛すべき面倒くささである。

            「ロッド様、そのような身分の低い者に、気軽に話しかけなさらない方がよろしいのでは？　高貴な血が汚れますわよ？」

            「あ、クレア様！」

            　なじみ深いキャンキャン声に、私の気分が明るくなる。遠巻きに伺っているお嬢さんたちと違い、クレア様は堂々とロッド様に話しかけて来た。クレア様の家格を考えれば自然なことなのだが、それでもやはりさすがクレア様と思ってしまう。

            「身分は確かに平民かもしれないが、こいつには能力がある。それに反応が面白い」

            「ロッド兄さんの悪癖だね。レイ、無理してつきあわなくてもいいんだよ？」

            　ユー様もやってきた。ユー様は試験について特にフラグはないから、特に反応に変わりはない。

            「大丈夫です。ロッド様が構って下さったおかげで、クレア様が話しかけて下さいましたから！」

            「レイはもうちょっと王族の方に対する敬意を覚えた方がいいと思うわ」

            　呆れ声で言うのは、隣で静かに自習をしていたミシャである。基本的に、ミシャはいつもヒロインのそばにいて、色々とアドバイスをくれる。逆に、いつも一緒だから、ユー様ルートでは色々と修羅場ることになるのだが。

            「王族に対する敬意はあるけど、それよりもクレア様に対する愛が深すぎてね？」

            「って、言ってるが、どうだクレア？」

            「平民に何を思われようと関係ありませんわ。ちょっと調子に乗りすぎだとは思いますけれど」

            「そうですか！　罰として罵って下さい！」

            「なんで嬉々としていますの!?」

            　そんな平常運転のクレア様と私を見て、

            「ハハ！　やっぱりお前は面白いな！」

            　明るく笑うロッド様。うーん……どうしようか。

            「ロッド様」

            「なんだ？」

            「私はクレア様にしか興味がありません」

            「そうらしいな」

            「なので、私のことは放っておいて頂けると」

            　と、こちらから距離をおいて欲しい旨を申し出てみた。

            「ちょっとレイ！」

            　ミシャが慌てたような声を上げる。さすがに不敬すぎると思ったのだろう。

            「ロッド様、申し訳ありません。レイはまだ王族の方への接し方が分かっていないのです」

            「いいえ、今のは聞き捨てなりませんわ。知らないでは済まないことだってありますのよ？　少し試験が上手くいったからといって調子に乗って」

            　すかさずフォローしてくれるミシャと、ここぞとばかりに噛みついてくるクレア様。うん、これはさすがにクレア様が正しい。

            「まあ、クレアの言うことも一理あるっちゃあ、あるんだが……」

            「そうでしょう？　どうかこの者に厳罰を」

            「だが、ここは学院だ。今のオレは王族である前に、一生徒だからな」

            「そんなきれい事を――」

            「なにより」

            　クレア様を遮って、ロッド様は言った。

            「このオレが許している。未来の王が言うことだ。文句はあるまい？」

            　そう言い放ったロッド様は、まさしく王の風格だった。

            「……っ！　……分かりましたわ」

            　悔しそうに引き下がるクレア様。もちろん、王位継承権こそ一位であるものの、ロッド様はまだ王子で必ずしも王の座につくとは限らないのだが、それを指摘するにはクレア様は貴族過ぎた。普通に話しかけることは出来ても、もの申すことはよほどのことでない限り出来ない。

            「クレア様」

            「……ふん。なんですの？　ロッド様のご寵愛があって良かったですわね」

            「いいえ」

            「？」

            「クレア様は筋を通そうとなさっただけです。私はクレア様を尊敬します」

            　クレア様は鳩が豆鉄砲を食らったような顔をした。陥れようとした相手にフォローされるとは思わなかったのか、

            「ふ、ふん！　いい気にならないことですわ！　わたくしはあなたを決して認めませんから！」

            「はい！　認められるように頑張ります！」

            「わたくしは認めないって言ってますでしょ！」

            「私は認められるように頑張るって言ってます！」

            　ぎゃーぎゃーと言い合うクレア様と私。

            「ホント、仲いいよな、お前ら」

            「はい！」

            「よくありませんわ！」

            　今日もクレア様は可愛い。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　奨学金制度の恩恵で学費は免除となっている私だが、当然、学費以外にも諸々の支出は出てくる。私ことヒロインの実家は貧しいので、仕送りなどは当然期待できない。どうするかといえば、アルバイトをするのだ。学院の講義は基本的に午前中で終わりなので、午後はアルバイトに充てることが出来る。ゲームではこのアルバイトによっても主人公のステータスが変動したので、どんなアルバイトをするかというのは結構重要な要素だった。

            「不採用ですわ」

            「そこをなんとか」

            「不採用だって言ってますでしょ！」

            　私が今何をしているかというと、クレア様のご実家であるフランソワ家のメイド面接を受けているのである。もともとは良家の子女しかいなかった学院生には、二人までメイドを連れて行くことが許されている。お金に余裕のない奨学生には実質無意味な制度だが、私にとっては大いに意味がある。メイドになれば、クレア様のそばにいる大義名分が得られるからだ。

            　面接にはクレア様も立ち会っている。普通ならメイド長が人事を全て取り仕切るのだろうが、クレア様がいるのには訳がある。前もって、私が応募すると宣言しておいたからだ。

            「クレア様。この者はどうしてもダメなのですか？　能力的にはピカイチなのですが……」

            　メイドに応募してくる人間は、当然、貴族ではなく平民である。以前、テストの時にも触れたように、平民で礼儀作法を身につけている者は非常に少ない。生粋の貴族に比べれば見劣りするものの、平民にしてはそこそこの礼法を身につけている私はメイドとして貴重な人材であるらしい。おまけに私は魔力もあるので、身辺警護も出来てしまう。

            「性格に難がありすぎですわ！　こんなメイドに四六時中そばにいられたら、わたくしの心が安まる暇がありません！」

            「ですが、忠誠心も非常に強いようですし」

            「メイド長。忠誠心ではありません。愛です」

            「こんなこと言うメイドをそばに置けませんわよ！」

            　などとぎゃーぎゃー言っていると、

            「どうしたんだね、騒がしい」

            「旦那様……」

            「お父様」

            　クレア様と同じ明るい金髪をオールバックになでつけた男性が部屋に入ってきた。中肉中背で身体的な特徴はさしてないが、身につけているものが非常に上等である。口ひげを蓄えた表情には、常に尊大な雰囲気を漂わせている。この男性こそ、フランソワ家当主にしてクレア様のお父上、ドル＝フランソワである。

            　ドル様はこの国のナンバースリーである財務卿の地位にいるお方で、貴族勢力のトップでもある。能力主義政策に反対する急先鋒の一人で、現国王の目の上のたんこぶと言っても過言ではない。ゲームにおけるその行動は良くも悪くも貴族的で、伝統と格式を何よりも重んじる。

            「学院でお嬢様につけるメイドの選考をしているのですが、私が選んだメイドがお嬢様にはお気に召さないようでして」

            「ふむ。メイド長が選んだのなら、能力的には問題ないのだろうが、クレアはなぜ嫌なんだい？」

            「性格に難がありすぎますのよ。いつもわたくしのことをからかって……」

            「ふむ……。メイドに主人への敬愛は不可欠なものだ。不適性なのではないのかね、メイド長？」

            　ちなみにドル様はクレア様を溺愛している。クレア様が傍若無人な性格になってしまった一つの理由は、間違いなくこのドル様なのだ。

            「そんなことはありません。この者の応募理由そのものが、お嬢様へ仕えたいからというものでした。ただの金目当ての平民とは一線を画するものです」

            「口では何とでも言えるだろう」

            「メイドに採用された場合に、どのようにお嬢様にお仕えするかを尋ねたところ、非常に献身的で具体的な答えが返ってきました。口だけとはとても思えません」

            　ふむ、とドル様はまた考え込んだ。

            「しかし、結局はクレアが気に入るか気に入らないかだろう。クレアが嫌というのであれば、やはり雇うべきではない」

            「それは……そうなのですが」

            「さすがお父様ですわ！」

            「フランソワ閣下。不敬ながら言葉を発することをお許し下さい」

            　旗色が悪いと見た私は、カードを切ることにした。私の発言に、ドル様が眉をひそめる。

            「平民風情が貴族にして財務大臣たるこの私に何を言うというのか。クレアの判断は間違っていないようだ。無礼にもほどが――」

            「アーヴァイン＝マニュエル」

            　私がその名前を口にした瞬間、ドル様の表情から温度が消えた。表情こそ嘲りの笑みを浮かべているが、目が全く笑っていない。

            「誰だね、それは？」

            「三月三日、五十万ゴールド」

            　なんのことか分からない、といったポーズをあくまで崩さないドル様だったが、続けて言った私の言葉で押し黙ってしまった。

            「お父様？」

            「クレア、メイド長。少しこの者と二人きりにしてくれないか」

            「そんなことは出来ません！　せめて護衛の者を――」

            「これは命令だ」

            　そう言われてはメイド長に刃向かうすべはない。

            「わたくしもいてはいけませんの？」

            「すまないね、クレア。少し確認したいことがあるだけだから、我慢しておくれ」

            「……分かりましたわ」

            　ドル様に猫なで声で言われ、クレア様もしぶしぶ部屋を出て行った。

            「さて……。お前は何者だ？　何を知っている？」

            　クレア様に言ったのとは打って変わった厳しい口調で、ドル様は私に問いかけてきた。答えいかんによっては、私はこの屋敷から生きて帰れないだろう。でも、私にはクレア様を愛でて生きるという大いなる目的がある。ここで死ぬわけにはいかない。

            　私はドル様と三十分ほど話し込んだ。

            　

            　

            「この者をクレアのメイドとして採用しなさい」

            　話を終え、メイド長とクレア様を招き入れたドル様は、開口一番そう言った。

            「どうしてですの!?」

            「この者は信頼出来る。クレアのメイドとしてふさわしい」

            「納得いきませんわ！　あなた、お父様に何を言いましたの!?」

            「特別なにも。強いて言えば、クレア様への愛を」

            「ふざけないで下さる!?」

            　いつもよりもさらにヒートアップしているクレア様。まあ、無理もないか。ついさっきまで自分の味方だった父親が、急に手のひらを返したようにこちら側についたのだから。

            「お父様、こんなことをのたまう者を、そばに置けと仰るんですの!?」

            「話してみたが、この者のクレアへの忠誠心は本物だぞ？」

            「方向性が不純でしょう！　この者は私をからかって遊びたいだけなんですのよ!?」

            「クレア」

            　ドル様が少し声のトーンを落とした。海千山千の政治家であるドル様がそうすると、とても迫力がある。

            「従順な者をそばに置くのは簡単だ。フランソワ家の長女なら、じゃじゃ馬の手綱を握って見せなさい」

            「くっ……」

            　フランソワ家の長女、という立場を持ち出されると、クレア様は弱い。さすが実の父親。クレア様の扱い方が分かっている。

            「どうしてもこの者を雇うと仰るのですね？」

            「そうだ」

            「……分かりましたわ」

            　クレア様はまだ不満たらたらのようだったが、それでも顎をくいっと上げてこう言った。

            「わたくしのメイドになるからには、わたくしの言うことは絶対ですわよ!?　覚悟することですわ！」

            「ありがとうございます！　頑張ります！」

            　こうして、私は晴れてクレア様のメイドの地位を手に入れた。ドル様に何を言ったのかは、今はまだ秘密である。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「おはようございます、クレア様」

            「……」

            　クレア様の朝の支度を手伝うために部屋を訪れた私を、クレア様は胡乱な目で見返してきた。うん、たまらん。

            「……本当にあなた、わたくしのメイドになりましたのね」

            「はい。これからたくさんお世話します」

            「そこはお世話になります、ではなくて？」

            「え？　でも、私メイドですから、クレア様のお世話をする側ですよね？」

            「そういうことを言ってるんじゃありませんわ！」

            「ええ、私もからかっただけです」

            「むきー！」

            　朝から元気だなあ、クレア様。

            「レイちゃん、あまりクレア様を困らせてはダメよ？　はい、クレア様。お着替えをお持ちしました」

            　おっとりとした声で私をいさめるこの人は、クレア様付きのもう一人のメイドで、レーネ＝オルソーという。年齢は私たちよりも少し上。亜麻色のふわふわな髪をした、どこか包容力を感じる女性である。

            「おはよう、レーネ。着せてちょうだい」

            「あ、私にやらせて下さい！」

            「あなたは下がってて下さる!?」

            「あらあら、仕事熱心ね？」

            　下心丸出しの私とキーっと威嚇するクレア様を、レーネはニコニコと見守っている。レーネは私と同じ平民の出身なのだが、平民とは言ってもこの国有数の豪商オルソー商会の長女で、お金にはさほど困っていない。そんなレーネがなぜクレア様のメイドなどをやっているかというと、これには商会の思惑が絡んでいる。

            　クレア様のお父上であるドル様は財務大臣。商会としては、ぜひとも縁故を繋いでおきたい相手だ。そこでオルソー商会は、長女のレーネをクレア様のメイドにすることで取り入ろうとしているのである。

            「せっかくだから、レイちゃんに着せて貰いましょう」

            「嫌よ！　この平民のことだから、ろくなことにならないわ！」

            「まあまあ。この先、私が体調を崩してクレア様のお着替えをお手伝い出来ないこともあるかもしれません。そうなった時、レイちゃんが不慣れではクレア様が困りますよ？」

            「……それは……そうかもしれないけど」

            　ここまでのやりとりでお分かり頂けると思うが、レーネはクレア様に大層気に入られている。レーネはなんというか、クレア様の操縦がとても上手いのだ。下手には出ているが、その実、クレア様を手のひらで転がしているような節がある。ただのおっとりお嬢さんではないのだ。

            「レイちゃんも、クレア様をからかうのはほどほどにね。愛があふれちゃうのは仕方ないけど」

            「はい」

            「レーネ！」

            「ふふ、冗談ですよ」

            　ほがらかに笑うレーネは、まるでクレア様の姉か何かのようだ。実際、二人の付き合いは長い。レーネはクレア様が物心つく前からメイドとして働いている。クレア様のメイドは何人もいるが、その苛烈な性格のせいでその多くが長く勤められずに変わっている。しかし、レーネだけはずっとクレア様に仕え続けているのである。この辺りはゲーム中では語られていないが、設定資料集に詳しいことが載っていた。

            「さあ、着替えましょう。レイちゃん、クレア様の服を脱がして？」

            「はい。クレア様、失礼します」

            「……」

            　観念したのか、クレア様は私に体を任せた。クレア様が身につけているものは、どれも特注の超高級品である。それはパジャマも例外ではない。なめらかなシルク製で、麻や綿の衣服が主流なこの世界ではそうそうお目にかかれない一品だ。

            　とはいえ、私の目はパジャマをほとんど見ていない。クレア様を舐めるように見ているからだ。まごう事なきセクハラである。


        






        





            　

            　間近でみるクレア様はちょっとやばいくらいにお可愛らしい。その肌はキメが細かく、シミ一つ無い白磁。身長はそれほどではないものの、手足がすらりと長く、肉付きは理想的な曲線を描いている。まさに非の打ち所がない、完璧美人なのだ。つり目がちの目は、賛否が分かれるのかもしれないが。

            「……視線がよこしまじゃありませんこと？」

            「失礼しました。クレア様があまりにもお綺麗なもので」

            「世辞など聞き飽きていますわ。まだ終わりませんの？」

            「もうちょっと眺めていたいのですが」

            「さっさとしなさい！」

            　残念である。

            　気を取り直して、学院の制服を着付けていく。王立学院の制服は、現代日本で言えばブレザーに近いが、デザイン性が非常に高く優美な印象を与える。

            　この世界では、制服がある学校の方がむしろ少ない。制服なんぞというものを作る意味があまりないからだ。平民はそもそも学校に通うこと自体がまれであるし、貴族は着飾ってなんぼである。

            　そんな中でなぜ王立学院が制服を採用しているかといえば、この制服が一種のステータスだからだ。この制服に袖を通すことが出来るのは、選ばれた真のエリートだけ。日本の制服が無個性・画一化の象徴であるのに対して、学院の制服は秀しゆう麗れいの象徴なのだ。

            　フリルと刺繍をあしらった白いブラウスから、クレア様の腕に通していく。

            「髪のセットはレイちゃんにはまだ無理よね。私がやるわ」

            　クレア様のトレードマークであるくるくるカールは、天然パーマではなく毎日セットしているものなのだ。これにはコツがいるらしく、ウィッグで練習中ではあるものの、まだ私には再現不可能だった。レーネが手際よくセットしていく。

            　ちなみにこの世界ではシャンプーやリンスといったものが存在せず、髪を洗うのに使うのはもっぱら石けんである。ところが、この石けんがどうも現実世界のそれとは製法が違うらしく、シャンプーやリンスを使わなくてもそこそこ綺麗に髪が洗えるのだ。よくある異世界転生もので、手作りシャンプーやリンスを開発して一儲けする展開があるが、それを狙っていた私はほぞをかんでいる。

            「さすがね、レーネ。見事な出来映えね」

            「もったいないお言葉です」

            　満足そうに鏡を見るクレア様は、どこから見ても完璧な貴族のご令嬢だった。可愛い。

            「さ、食堂に参りましょう」

            　学院の食事は、もっぱら食堂でまかなわれる。貴族の子女が通うだけあって、メニューはなかなかに豪華なものだ。さすがにコース料理が出てきたりはしないが、主食、主菜、副菜、スープ、デザートがそろった定食が供される。平民出身である奨学生たちの日々の楽しみの一つは、この恵まれた食事だといっても過言ではない。

            「はぁ……。貧相な食事だこと」

            　とはいえ、それは一般の貴族や奨学生たちにとってはの話。生粋の上流貴族であるクレア様が満足出来るレベルではない。

            「そうですか？　こんなに美味しいのに」

            　私は牛丼定食を堪能している。間違ってもクレア様は食べないメニューだ。

            「これだから平民は。せめてブルーメのコースくらい食べさせて欲しいものですわ」

            　ブルーメというのは、今、王都で一番人気の料理店のことである。今までにない新しいレシピを次々と世に送り出し、貴族たちがこぞって出かけるという名店だ。そんなブルーメのコースともなれば、一食で平民の半年の収入が飛ぶほどの高級料理である。いくら学院が王立で資金が潤沢にあるとは言っても、そんな贅沢をしていれば経営に差し障りが出ることは明らかだ。

            「クレア様、好き嫌いはいけませんよ」

            　クレア様はピーマンを器用によけている。それをめざとく見つけたレーネがとがめた。

            「ピーマンなんて人の食べ物ではありませんわ。いいじゃないですの。他にも野菜はあるのですから」

            「そういう問題ではありませんよ。この食事は民の税から作られているのです。貴族でいらっしゃるクレア様には、ピーマンを食べる義務があります」

            「う……」

            　貴族の義務と言われて、クレア様が言葉に詰まった。これはもう一押しで落ちるな。

            「あ、じゃあ、私が食べていいですか？　やった。クレア様と間接キ――」

            「ごちそうさまでした！」

            　私が言い終わる前に、クレア様は猛烈な勢いでフォークを動かし、ピーマンを全て口に放り込んだ。ふむ、残念。

            「レイちゃん、やるね。クレア様にピーマンを食べさせるなんて」

            「いやー、それほどでも？」

            「あなたは絶対、本能に従ってるだけですわよね!?」

            　

            　食事が終わると、いよいよ講義である。この日は教養の座学だった。設定資料集を丸暗記している私にとっては、退屈なだけである。

            「では、このクーリー三世の政策が、後の世に及ぼした影響について……クレア様、お答え下さい」

            　教師と生徒という立場だが、クレア様は様づけである。貴族の教師もいるが、それでもフランソワ家に勝る家はない。建前上、学院は平等ということにはなっているものの、実際には明確な身分差が存在していることの証しである。

            「クーリー三世の食糧政策は、隣国アパラチアの凶作に端を発する大飢饉を迅速に解決しましたわ。でも、この一件で王国の食料インフラの脆弱性が明らかになりましたの。こののち王国は西部の穀倉地帯の開発に力を入れ、輸入に頼らない食糧自給率の向上に努めましたわ」

            「大変結構です」

            　クレア様は非常に勉強が出来る。幼い頃から優秀な家庭教師をつけられて英才教育を受けていたこともあるが、何より本人が筋金入りの負けず嫌いなので、放っておいても勝手に勉強するのである。先の試験で私に教養科目で負けたことで、クレア様は勉強にさらに熱心に取り組んでいる。悪役令嬢というとイメージが悪いが、彼女はとても努力家なのだ。フランソワ家から指示された私の仕事の中には、彼女の家庭教師という役割も入っているのだが、今のところ私に教えを請うようなことはない。

            　ちなみに、レーネは講義には参加していない。彼女はクレア様付きのメイドであって、学院の生徒ではないからだ。学院には学生が住む学生寮のそばに、そば仕えが暮らす施設が設けられている。レーネはそこからクレア様の所に通っているのだ。

            　クレア様が講義を受けている間、レーネたちメイドは働いている。主人の服の洗濯をしたり、実家との連絡をしたり、冬の社交に備えて情報収集をしたりと仕事には事欠かない。私はメイドであると同時に学院の生徒でもあるので、そういった仕事はレーネに任せて学院内でクレア様の補佐を行っている。もっとも、仕事らしい仕事はさせて貰えていないのだが。

            「私も早くクレア様にあれこれしたいです。手取り足取り」

            「そんな言い方をしている内は、何もさせませんからね？」

            　午前中で講義は終わり、午後からは自由時間である。この辺りは日本の学校とは違ってかなりスケジュールが緩い。宿題などという悪しき習慣もなく、勉強したい者は勝手に勉強するし、そうでないものは思い思いに過ごす。自由時間をどう過ごすかは個々人によって違うが、大まかな傾向として、貴族中心の内部進学組は社交に精を出し、平民中心の外部編入組は勉学に勤しむようだ。

            　私はといえば、外部編入組ではあるものの、今はクレア様のメイドである。クレア様が行くところについていくことになるので、必然、クレア様次第ということになる。クレア様は社交が大変お好きな方なので、その周りにはいつもたくさんの人が集まる。性格こそ激しい方だが、貴族的な付き合い方は大変お上手な方でもあるのだ。

            「クレア様、ブルーメの新作菓子のことはお聞きになりまして？」

            「もちろんですわ。すでに試しましたわよ？　さすがブルーメですわね。今度のお菓子はチョコレートというものなのですけれど、甘みの中に香りと苦みがあるとても不思議なお菓子でしたわ」

            「まあ！　もうお試しになったんですのね。さすがクレア様」

            「いくつか学院にも持ち込んでいますので、ご興味がおありなら後で部屋に届けさせますわ」

            「ロレッタ様ばかりずるいですわ。私にも分けて下さいませ」

            「私もお願いします」

            　ご令嬢たちの今日の話題はお菓子についてのようだった。この世界、砂糖はまだ貴重品で、貴族の間でしか食べられていない。そのため、甘いお菓子は高級品なのである。

            「あなたはいいですわよね。クレア様のおそば付きになったのですから、施しを頂けるのでしょう？」

            「おほほほ。冗談を仰らないで、ピピ。この者はあくまでメイド。そんな恩情をかける必要などありませんわ」

            「あら、そうでしたわね」

            　メイドになったことで私が平民であることをより強く意識したのか、少しおとなしかった取り巻きたちが私にちょいちょいちょっかいをかけてくる。

            　でも――。

            「お菓子など頂かなくても、クレア様の脱いだブラウスだけで、ご飯三杯は行けます」

            「気持ち悪いんですのよ!?」

            　私に一向に堪えた様子がないので、また段々と勢いを失いつつある。ちなみにこの世界の主食はパンで、ご飯はそこそこの贅沢品である。

            「クレア様……。その、こういってはなんですけれど、こんな者をおそばにおいて大丈夫ですの？」

            　取り巻きの一人が心配そうに言った。

            「仕方ないんですのよ……。私も嫌だと言ったのですけれど、お父様が手なずけて見せよと仰るんですもの」

            　よよよ、とクレア様は落ち込んだふりをして、取り巻きたちの同情を引こうとした。なるほど、それは確かに、

            「お察しします」

            「あなたのことを言ってますのよ!?」

            　私も心配してみたのだが、怒られてしまった。怒った顔も素敵です、はい。

            「レイちゃんは本当にクレア様のことが好きなのね」

            　朗らかに笑うのは、講義が終わった私たちに合流したレーネである。彼女は手慣れた様子でご令嬢たちにお茶を用意していた。

            「いえ、好きじゃありません」

            「え？」

            　私の答えに、レーネだけでなく取り巻きのご令嬢、そしてクレア様までもが意外な顔をした。

            「あら？　クレア様、今、寂しそうな顔しました？　しましたよね？　デレですか？　デレ期来ちゃいました？」

            「来てませんわよ！　大体、なんですのデレ期って」

            　おっかしいな。一瞬、ちょっとそんな顔に見えたのに。

            「私はクレア様を好きじゃあありません。大好きなんです。むしろ愛してます」

            「ひっ……！」

            「あらあら」

            　クレア様と取り巻きたちがドン引きする中、レーネだけは平然としている。この人もなかなかに変わった人だ。

            「平民」

            「私はレイです。クレア様」

            「これからわたくしが言うことを聞いたら、名前で呼ぶことを考えて上げてもよくってよ」

            　ふふん、とクレア様は笑った。

            「なんでしょう？」

            「わたくしのことを好きだとか愛してるだとか、世迷い言を言うのをおやめなさい」

            「やです」

            「即答ですの!?」

            　だって、本当に好きなんだもん。

            「大体あなた、わたくしと会ってまだほとんど経ってないじゃないですの」

            「あー、クレア様にとってはそうですね」

            「あなたは違いますの？」

            「私は、おはようからおやすみまで知ってますので」

            　ゲームはおろか設定資料集、果ては有志による二次創作まで読み尽くしてるし。

            「……こんなに無碍にされてるのに、よく続きますわね」

            「あ、自覚はあるんですね」

            「うるさいですわね！」

            「でも、それでこそクレア様です。もっと罵って下さい」

            「……あなた、本当にどうかしてると思いますわ……」

            　そんなことはない。ただ、クレア様を愛でているだけである。

            　夕方になり社交が一段落すると、私たちは寮に戻った。夕食は朝、昼と同じく食堂で済ませる。

            　そして――。

            　

            「これがあるって素晴らしい」

            「誰に言っていますの？」

            　髪をアップにしたクレア様の訝しげな声が、壁に反響して響く。辺りは湯気で満ちているため、クレア様の完璧なプロポーションはあまりよく見えない。

            　もうお分かりのことと思うが、ここはお風呂である。なんと学院寮にはお風呂があるのだ。大量のお湯を沸かすのは大変なので、平民の家はおろか貴族の家でもお風呂があるところは多くない。学院にお風呂があるのは、王都から少し離れた所に火山帯があるからである。つまり、これはただのお風呂ではなく温泉なのである。

            「なんて贅沢なのかしら」

            「ふふ、そうですわね。平民には過ぎたものですわね」

            「クレア様もレイちゃんも、寒くないの？」

            　私の一言にご丁寧にいちゃもんをつけるクレア様。そして、そんなことをして裸のまま立っている私たち二人を、洗い場から呆れた目で見ているのはレーネである。

            「っくしゅ。そうですわね。さっさと身体を洗って入りましょう。レーネ」

            「かしこまりました」

            　レーネはスポンジに石けんを泡立ててクレア様の背中を流して行く。

            「レイちゃんは髪を洗って差し上げて？」

            「変なことしたらひっぱたきますわよ？」

            　信用が全くない私である。石けんを手に取って泡立てる。前にも言ったとおり、地球の石けんとは少し別物らしく、泡立ちも香りも素晴らしい。

            「クレア様、失礼しますね」

            「……」

            　無言で頷くクレア様の金糸のような髪を丁寧に洗っていく。

            「……あら、上手ですわね？」

            　意外そうなクレア様。ただ髪を洗うだけでなく、頭皮への軽いマッサージも混ぜてみたのだが、これがことの他お気に召したようである。

            「慣れてますのね？」

            「ええ、まあ」

            　今生では一人っ子の私だが、前世では年の離れた弟がいた。よく弟をお風呂に入れてやっていたので、髪の毛を洗うコツは分かっているのである。シャンプーハットを使うのは素人だ。慣れれば泡をこぼさず洗い上げることが出来る。まして、この世界の石鹸は泡立ちがいい。クレア様の目に入れてしまうようなこともない。

            「はーい、じゃあ流しますよ？」

            　クレア様が目をつぶるのを見計らって、上からお湯をかける。きれいに泡が洗い流された、ピカピカのご令嬢の出来上がりである。

            　着替えの時にも見たけど、本当に綺麗な人だ。私の性的指向はさておくとしても、同性から見ても溜め息がでる美しさだ。グラマラスという訳ではないから、男性諸氏には物足りないのかもしれないが、メリハリのきいた理想的なモデル体型である。

            「……あなたの視線、なんだかやらしいですわ」

            「気のせいです」

            　気のせいじゃないけどね。

            　身体を洗い終えて浴槽に浸かると、クレア様は「ふぅ」と一息ついた。

            「クレア様、おばさんくさいですよ」

            「ぶ、無礼な！　今のはちょっと息が多めに漏れただけですわ」

            「そういうことにしておきましょうか」

            「……この……！」

            「まあまあ、クレア様。お風呂くらいゆったり入りましょうよ」

            　私にからかわれてむくれるクレア様を、レーネがなだめる。この構図はこれからも続きそうだ。

            　それなりに長湯をして着替えると、後は寝るだけである。レーネはメイド用の寮に戻り、クレア様はベッドに入った。ちなみに下がクレア様でルームメイトのご令嬢が上である。

            　クレア様は高所恐怖症なのである。

            「それではおやすみなさいませ、クレア様」

            「はいはい」

            「おやすみのキスはいりますか？」

            「そんなことがメイドに許されると思ってますの!?」

            「いえ、言ってみただけです」

            「……本当にこの平民は……。さっさと寝なさい」

            「はい、おやすみなさい」

            　私はクレア様が寝てしまうまで、いつもその様子を見守ってから自分の部屋に戻ることにしている。

            　しばらく沈黙が訪れた。

            「まだいらっしゃるの？」

            　五分ほど経っただろうか。クレア様が口を開いた。

            「ええ」

            「……そう……」

            　そう言って、また少し口をつぐむクレア様。どうしたんだろう、と思っていると。

            「あなたはどうしてわたくしのことが好きだなんて言うんですの？」

            　なんてことを訊いてきた。

            「え？　だってクレア様お可愛らしいじゃないですか」

            「容姿が気に入った、ということですの？」

            「いいえ、性格も愛してます」

            「……」

            　私が本能の赴くままに答えると、クレア様はまた黙り込んでしまった。なにかフォローした方がいいのかな、などと考えていると、またクレア様は口を開いた。

            「わたくし、これでも自分のことは分かっているつもりですの」

            　その口調には僅かに自嘲が混じっている気がした。

            「わたくしは人に好かれるような性格ではありませんわ」

            「そんなこと――」

            「世辞は結構ですの。ですから、あなたの本当の狙いが知りたいんですのよ」

            　クレア様の声は真剣だ。

            　真剣に、自分が好かれていないと思い込んでいる。

            「クレア様。私はクレア様のことが好きだからおそばにいるんです。他意はありません」

            「……あくまでしらを切るんですのね」

            　失望をにじませた声に、私は困ってしまった。

            「信じては頂けませんか？」

            「ええ」

            「じゃあ、信じて頂けるように頑張ります」

            「……」

            　クレア様からの返答はしばらくなかった。寝てしまったのかなと思い、私も部屋を辞そうとした。

            「……好きになさいな」

            　去り際に暗闇の中で響いた声は、とても寂しそうに聞こえた。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　午後の社交の時間、貴族の子弟たちがあふれる学院のロビーで、男性たちの一団がなにやら盛り上がっていた。　

            　その中心にいるのは、ロッド＝バウアー。この国の第一王子である。

            　以前にも書いたが、その性格は一言で言えば俺様系。折れず曲がらずひたすら前へ前へ。私の苦手な人種でもある。

            　そんなロッド様の周りには人が絶えない。平民や半端な貴族では恐れ多くて近づくことも出来ないが、上級貴族は少しでも縁故を繋ごうと誰もが必死である。ただ、たくさんの女性に囲まれていることの多いユー様と違って、ロッド様は同性と一緒にいることが多いようだ。異性とのロマンスよりも、まだ同性と悪ふざけをしていることの方が面白いお年頃らしい。

            「おー、レイじゃないか。お前もこっち来いよ」

            　とはいえ、例外も存在する。彼は自分が面白いと思った人間は、性別に関係なく近くに置きたがるのだ。私は先の試験で興味を持たれてしまっている。クレアさまのおつきでロビーへとやってきた私だが、今日は運悪く捕まってしまった。

            「いえ。私にはクレア様のお世話がありますので」

            「いいですわよ？　せっかくロッド様に声をかけて頂いたのですから、いってらっしゃいな」

            　などと言うクレア様の本音は、あなたはどっか行って下さる、である。レーネも苦笑している。

            「いえ。私は常にクレア様のおそばに。どうですかこの忠誠心。なんかご褒美下さい」

            「自分で言い出すことじゃないですわよね!?」

            　うん、クレア様は今日もツッコミが冴え渡っている。

            「いいじゃねぇか、クレアも一緒で。今ちょっとチェスやってんだ」

            「ロッド様が強すぎて、誰も相手にならなくてね」

            　同席している貴族とおぼしき青年がそう言った。

            　チェスか。周りの貴族たちは接待対局をしている訳ではない。ロッド様は本当に強いのだ。幼い頃から軍の指揮をすることも視野に入れた教育を受けているため、チェスはその基本としてたたき込まれている。

            「クレアはそこそこ強かったよな？　どうだ、一局？」

            「ご遠慮しますわ。ロッド様には敵いませんもの」

            　負けず嫌いのクレア様だが、そんな彼女が匙を投げるほどにロッド様は強い。こう言うと、その強さが少しはお分かり頂けるのではないだろうか。

            「レイはどうだ？」

            「私は……まあ、たしなむ程度に」

            「一局、遊ぼうぜ。興味がある」

            「はあ、構いませんけど」

            　などという流れで、ロッド様とチェスをすることになった。

            　

            　

            「……」

            「チェックです」

            「平民……あなた……」

            　クレア様がロッド様の前で蔑称を使ってしまっている辺り、動揺が伝わってくる。周りの貴族たちもざわめいているようだった。試合展開はほぼ一方的に私が押していた。ロッド様のキングは先ほどから窮地に立たされている。

            「……」

            　ロッド様はと言えば普段の余裕は消え失せ、真剣な顔で盤面を見つめている。次のルークの動きいかんで、勝負は決まる。

            「レイ……お前、強いな」

            「それほどでも」

            「謙遜はよせ。オレがここまで苦戦したのはユー以来だ」

            　当然だが、ユー様もチェスをたしなんでいる。そして、ロッド様ほどではないが、とても強い。

            「降参されますか？」

            「ちょっとあなた！　不敬ですわよ!?」

            　クレア様が気色ばむ。けど、私には分かっていた。

            「いや、確かにお前は強いが……それでも、オレほどじゃあない」

            　そう言って、ロッド様はルークを動かした。ロッド様のルークは彼のキングと私のキングのちょうど間あたり――チェックをかけていたクイーンを取るように動いた。

            「チェックメイトだ」

            　分かっていた展開だが、一応、数手先を検証する。ここでルークをビショップでとっても、その位置のビショップではナイトの餌食でさらに数手先でキングが取られる。キングが逃げても、ルークがそのまま暴れてこちらの囲いはズタズタ。やはり数手先でクイーンにプロモーションしたポーンに取られる。詰んでいる。

            「負けました」

            「おおお！」

            　華麗な逆転劇にギャラリーが湧く。ロッド様は満足げな笑みを浮かべていた。

            「いや、本当にギリギリだったな」

            「いえ。中盤からずっと、この読み筋で動いていらっしゃいましたよね？」

            「なんだ、気づいてたのか」

            「ええ。敗着は中盤でルークがビショップに取られた所かと」

            「だな。あれはちょっとうかつだった」

            　などと感想戦をしていると、何人かの貴族の私を見る目が変わっていることに気づいた。しまった。調子に乗りすぎたかな？

            「お前、強いな！」

            「ロッド様を追い詰めるなんて、ユー様並みじゃね？」

            「俺とも指そうぜ！」

            　危惧は杞憂に終わったようだが、なんだかよく分からない反応が返ってきた。なんとなく、ここに集まっている青年たちは、ロッド様に似た匂いがする。

            「まあ待て。これだけの一戦の後に連戦はきついだろ。今日はこれくらいにしといてやれよ」

            　珍しくロッド様が大人びた発言をした。激戦を制して気分がいいということもあるのだろうが、こういう大局的で客観的なものの見方が出来るのは、ロッド様の天性の性質である。

            「しかし、本当に強いな。平民でもチェスを指すことがあるのか？」

            「いえ、自宅では一度も指したことはありません。ルール自体は知っていましたが」

            「……なんだと？」

            　ロッド様の目が据わった。私は嘘は言っていない。レイとしての自宅にチェスボードなどなかったから、指す機会など一度も無かった。もっとも、先に説明した通り、私の前世の趣味はゲームであり、ボードゲームの一種であるチェスもその例に漏れずかなりやりこんでいた。

            　さらに、今回ここまで善戦出来たのには訳がある。「Revolution」のミニゲームにもＡＩチェスがあり、私はそれもやりこんでいたのだ。ＡＩには何パターンかがあり、一番弱いセイン様ＡＩから、一番強い裏ユー様までがある。それぞれのAIには攻め方守り方に特徴があり、裏ユー様以外は、やりこんでいれば大体勝つことが出来る。

            　だから実は今回、私はロッド様に勝つことも出来た。ただ、それをするとまたロッド様の私への好感度が上がってしまいそうなので、花を持たせて勝ちを譲ったのだ。私の目的はクレア様を愛でることであって、俺様王子様を攻略することでは決してない。

            　余談だが、実はチェスが一番強いのは本気を出したユー様――通称、裏ユー様である。ゲーム内ではロッド様に続く二番手に甘んじているユー様だが、本気を出せば一番強い。ミニゲームの裏ユー様も、乙女ゲーのミニゲームとは思えない完成度で強いのだ。

            「ほとんど初めてでその強さか？」

            「いえ、指した経験自体はあります。別のところで」

            「……？」

            「さて、クレア様、そろそろお食事の時間です。ロッド様、失礼しますね」

            　そう言って席を辞そうとしたのだが、

            「また指そうぜ。……今度こそ、本気でな？」

            　と、人の悪い笑みで言われてしまった。あ、これ、手を抜いたのばれてるヤツだ。

            「機会がありましたら」

            　私はあくまでとぼけ通してロビーを後にした。

            「平民……あなた、本当に何者ですの？」

            　食堂に向かう道で、クレア様がそんなことを聞いてきた。

            「何者って、クレア様のかわいい愛の奴隷ですよ？」

            「またそうやって誤魔化す……。いいですわ。いずれその化けの皮を剥いでやりますわ」

            「期待してます」

            　別に隠していることなんて何もないのだが、クレア様が私に興味を持ってくれるならそれに越したことはない。そういう意味では、きっかけをくれたロッド様に感謝かな。

            「ところで、さっきの忠誠心のご褒美は？」

            「ありませんわよ！」

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　第三王子、ユー＝バウアー。三人いる王子たちの中でも、もっとも王子様という単語がふさわしい、ザ・王子様である。

            　温和な性格とふんわり爽やかなルックスで、女性貴族たちの関心を集めてやまない彼は、その実、結構な策略家でもある。相手を立てて自分は下手に出ることで油断させ、その裏で相手を思う通りに操っている節がある。その性格は、どこかレーネに似ている所もあると思う。

            　ユー様もロッド様と同じく、常に人に囲まれている。違うところはといえば、

            「ユー様、南方からいい紅茶を取り寄せましたの。どうぞ召し上がって？」

            「おや、これは珍しいものだ。ユーシェの家は南部の交易地帯だったね。ありがとう」

            「私はブルーメの新作菓子をお持ちしました。チョコレートというんだそうですの」

            「へえ？　一つ貰うよ。……うん、美味しい。苦みと香りがとても素敵だね。ありがとう、ミル」

            「ああん、ユー様。私は――」

            　彼は非常に女性にモテるのである。いや、ロッド様もモテるのだが、前にも書いたとおりあの方は同性とつるんでいることが多い。プレイヤー人気ではロッド様が不動のナンバーワンなのだが、ゲーム内でのモテ度ではユー様に軍配があがる。セイン様？

            　あの方の良さは、分かる人に分かればいいんだよ。

            「チェックですわ」

            「そう来ましたか」

            　そんな華やかなユー様一行とは全く関係なく、私はクレア様とチェスをしていた。どうもロッド様との一局でクレア様の負けず嫌いに火が付いたらしく、あれ以来たびたび対局を挑まれている。今のところ、私が唯一教えていると言えるものがこのチェスである。

            　盤面は私が攻め込まれている状況。ここでの一手を間違えると、一気に形勢が決まってしまう。

            「ではこう指します」

            「ぐぐ……」

            　私のナイトの動きに、クレア様が唸った。形勢は五分か、いくらか私に有利くらいに変わっている。クレア様の指し方は明確だ。ひたすら攻めて押し切る――これに尽きる。そのため、クレア様を相手にするときに考えるのは後の先、つまりカウンターである。ミニゲームでクレア様の攻め方を熟知している私には、それほど難しくない作業だ。対戦成績は十七勝三敗。勝率は悪くない。

            　だが、ツッコミどころはそこではない。ロッド様の一戦からまだ一週間と経っていないのに、二十局も指しているという事実の方がアレである。いかにクレア様が負けず嫌いかお分かり頂けるだろうか。

            「ふーん……。クレア、Ｑｆ４だよ」

            「え……？　あっ！」

            　考え込むクレア様の思考を遮ったのはユー様だった。しかも、言ってる内容がエグい。Ｑｆ４というのはチェスの指し方のことである。Ｑはクイーン、ｆ４は盤上の特定の場所を示している。こちらの守りを崩し、一気に形勢をクレア様側に傾ける強烈な一手だった。

            「ありがとうございます、ユー様。でも、勝負の最中に仰らないで下さいませ。わたくし、自力で気づけましたわ」

            「あはは、ごめんごめん。レイがあんまりにもクレアをいじめてるものだから」

            「は？」

            　きょとんとするクレア様。

            「レイはわざとクレアを攻めさせているんだよ。そうやって、自分に都合のいい場所に駒を誘導してる。レイに勝とうと思ったら、もうちょっと攻め方を変えないとね」

            「あなたそんな卑劣なことをしていましたの!?」

            「はい。でも、何度も解説で説明していますが」

            　何度説明しても攻めの姿勢を崩さず、さらに誘導にばっちり引っかかるところまで含めてクレア様なのである。

            「ちょっと気分を変えないかい？　みんなでポーカーでもしようよ」

            　ユー様はトランプを取り出してにっこりと笑った。周りのご令嬢が我も我もと集まり始める。ちゃっかりミシャが混ざってるのが微笑ましい。

            「ディード。ディーラーを頼む」

            「かしこまりました」

            　ユー様のお付きの一人がディーラー役をしてくれるらしい。黒い短髪の、なかなかに渋いイケメンである。

            　ルールは単純。カードの交換二回で一番強い役を作った人の勝ちである。お金を掛けたりはしていないので、ベッドやらレイズやらコールやらのややこしいルールはなしである。

            「レイはずいぶんチェスが強いんだってね。兄さんから聞いたよ」

            「まあ、ロッド様には負けましたが」

            「本気じゃなかったって聞いたよ？」

            「えっ!?」

            「それはロッド様の買いかぶりです」

            　ユー様の一言にクレア様がぎょっとした顔をした。私はあくまで知らぬ存ぜぬを決め込む……つもりだったのだが。

            「レイ。あなた、ロッド様相手に手加減したの？」

            　ミシャが蒸し返した。

            「ううん。ロッド様の思い込みだよ。私は全力でやった」

            「ならいいけど。ロッド様は勝負事で手を抜かれるのが一番お嫌いな方だから」

            　よく知っている。というか、実はそれを狙って手加減したのだが、どうしてあの反応だったんだろう。解せぬ。

            「ふふ、やっぱり面白い子だね、レイは」

            　ふんわり笑うユー様に、周りのご令嬢が面白くない顔をした。そのご令嬢の中にはミシャも含まれる。乙女だねぇ。

            「カードは行き渡ったかい？　じゃあ、一巡目と行こう。まずはレイからだね」

            　配られたカードは、クラブの２、クラブの４、ハートの３、スペードのＡ、スペードの７だった。悪くない。というか、ストレートまであと一歩だ。

            「私は一枚交換します」

            　スペードの７を捨てると、ディーラーが一枚カードを配ってくれた。配られたカードはスペードの２。現状、ワンペアである。

            「次はミシャだね」

            「私も二枚で」

            　ディーラーが二枚カードを配った。配られたカードを見ても、ミシャは表情を変えない。ユー様が絡まなければ、ミシャはクールビューティーなのである。

            　それから他のご令嬢が次々に交換していった。どうも、身分の低い者から順に交換しているようである。特に意味はないんだろうけど。

            「次はクレアだね」

            「わたくしは一枚交換で」

            　クレア様はわりと配札がよかったらしい。

            「最後は僕だね。僕はこのままでいい」

            　なんとユー様、まさかのそのまま宣言である。よっぽどいい役が出来たのか。

            「二巡目行こうか。レイはどうする？」

            「全部、交換します」

            「おや」

            　ユー様が一枚も交換しなかったということは、かなりいい役であることが予想される。ストレートではやや弱いかもしれない。私は一か八か全部交換に賭けた。結果は、見事なハイカード（＝ブタ）である。

            「ミシャ」

            「私は二枚で」

            　そしてまた順々に進んで、クレア様の番である。

            「一枚、交換ですわ」

            　配られたカードを見て、クレア様がにんまりと笑った。分かりやすい。

            「じゃあ、オープンしようか。レイは？」

            「ハイカードです」

            「ふふ、運がなかったね」

            　ストレートを狙った方が堅実だったんだろうけどね。

            「ミシャは？」

            「スリーカードです」

            　悪くない役である。最初の交換が二枚だったことから考えて、初手でスリーカードは揃っていたんだろう。

            　他のご令嬢は私と同じハイカードだったり、良くてツーペアだったりというところだった。

            「クレアは？　その自信満々な表情からして、かなりいい役が来たんだと思うけど？」

            「ふふ、フルハウスですわ」

            　そりゃあにんまりもするはずだ。クレア様に勝つには、フォーカードかストレートフラッシュ、あるいはロイヤルフラッシュしかない。

            「じゃあ、僕だね。フォーカードだ」

            　Ａのフォーカードだった。

            　この狸王子め。

            「おや？　レイ、何か言いたそうだね？」

            「いえ、別に」

            　そりゃあ、言いたくもなる。最初に配られた私の手札に、スペードのＡがあった。つまり、このゲーム、いかさまされているのである。よく考えたら、ディーラーはユー様のおつきだ。ディーラーとグルなのは間違いない。

            「ふふ……そう。レイはそういう反応をするんだね」

            　ユー様は悪びれもせずにそう言って微笑んだ。なにやらとてもご機嫌である。

            「なんですの？　レイ、あなた何かしましたの？」

            「いいえ。強いて言えば、クレア様が可愛いなあと」

            「毎度毎度、それで誤魔化されませんのよ!?」

            　などと言いつつ、うやむやになってしまう辺りがクレア様のクレア様たる所以なのだが。

            「レイ。また遊ぼうね」

            「出来ればご遠慮したいですね」

            　狸王子の申し出を、私はしれっとお断りした。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　第二王子、セイン＝バウアー。我が主、クレア様の想い人にして、こじらせちゃった系男子である。容姿も別に悪くないのだが、どことなく陰のある感じだ。陰のある美青年ともなれば普通人気が高いものだが、セイン様の場合、そのこじらせ具合ゆえに「根暗」とか「陰キャ」とかそんな評価が多い。

            　試験以降、セイン様に敬遠されている私だが、そこはクレア様のメイドということで、接触する機会がない訳ではない。クレア様はなんとかセイン様と交流を持とうと頑張っているのである。例えば、それとなく講義の時の隣に座ったり、午後の社交の時間にアプローチをかけてみたり、食事の時間に同じメニューを食べて話題をふったり。それはまあ、本当に健気なのである。

            　しかし、クレア様も優秀な方だから、セイン様にとっては苦手な相手に違いはなく、そのモーションのことごとくが失敗に終わっている。本当に困ったこじらせ王子様である。とはいえ、いつまでもクレア様を避けて貰う訳にもいかない。

            　私の目的はクレア様を愛でることであると同時に、クレア様に幸せになって貰うことでもある。なんとかしてクレア様の恋を応援したい。何かいいきっかけはないだろうか、と考えていると、

            「あら？　この音はなんですの？」

            「何か聞こえてきますね」

            　クレア様とレーネが何かを聴きつけたようだ。私も耳を澄ます。

            「あ……」

            　チャンスだ。これはゲームであったセイン様のイベントである。セイン様には竪琴を弾く趣味があるのだが、ある時、主人公がそれを偶然耳にするというイベントがあるのだ。ほぼ全ての面で他の王子に及ばないセイン様だが、こと竪琴の演奏にかけては一つ飛び抜けている。第一線で活躍するプロをもしのぐ腕前なのだ。主人公はその音色に聞き惚れて、素直に賞賛するのだが、セイン様は素直に喜ばないというのがイベントの概略である。

            「クレア様、こちらです」

            「？」

            「ちょっと、レイちゃん」

            　とあるご令嬢のお茶会へと移動する途中だったクレア様たちを、少し強引にセイン様のところまで誘導する。このイベントを逃すと、次はいつになるか分からない。ご令嬢には悪いが、ここはセイン様を優先させて貰おう。

            「ちょっと平民、どこに向かってますの？」

            「しぃーっ！　ほら、見てみて下さい」

            　建物の陰から、学院の中庭の一角をのぞき見る。池の畔にある東屋。そこに、私の予想通り、独り竪琴を奏でるセイン様の姿があった。

            「セイン様……」

            「わぁ……素敵な音色です」

            　セイン様に気づいたクレア様とレーネが感嘆の声を出す。ゲームと同じく、セイン様の演奏の腕は素晴らしいものだった。繊細さを縦糸に優美さを横糸に編まれた、極上のベルベットのような旋律は、人の心に確かに訴えるものがあった。

            「素敵ですわ、セイン様！」

            　まだ演奏の途中だというのに、クレア様が空気を読まず賞賛の声を上げて東屋に駆け寄って行った。

            「！　……クレア様、それは悪手ですよ」

            　この時点ではどの選択肢を選んでも、セイン様が素直に賞賛を受け取ることはないのだが、一番好感度が上がるのは最後まで聴き終えてから近づく、というものなのだ。案の定、セイン様は演奏を中断して、クレア様をうっとうしそうな目で見つめている。

            「……お前は……フランソワ家の」

            「クレアですわ。そろそろ覚えて頂けると嬉しいですの」

            「……ああ……そうだったな」

            　言いながら、竪琴をしまい始めるセイン様。

            「あら？　もう弾かれませんの？　わたくし、もっと聴かせて頂きたいですわ」

            「……こんなものは戯れだ。他人に聴かせるような代物ではない」

            「そうでしょうか？　お上手でしたよ？」

            　クレア様もレーネも、口をそろえて褒めそやした。

            「……竪琴など、教養くらいにしか役に立たん。王の資質には関係ないものだ」

            　そう言って、竪琴をしまい込んでしまった。セイン様にとって重要なのは、自分が立派な王になることなのだ。彼の理想は現国王であるロセイユ＝バウアー陛下。でも、セイン様は自分が王に遠く及ばないと思っている。セイン様の竪琴は本当に素晴らしいものなのだが、王として必要な能力以外の価値を彼は認めない。

            「なら、国王に必要な資質が問われるゲームでもしますか？」

            「……ほう？」

            　私の言葉に、セイン様の眉がぴくりと跳ねた。

            「……レイ＝テイラーか。クレアのメイドになったとは聞いていたが」

            　なんで私の名前は覚えてるんだ。私なんかよりもクレア様の名前を覚えんかい。

            「おかげで幸せな毎日を送っております」

            「……そのことはいい。王の資質が問われるゲームとはなんだ？　チェスか？　確かお前は大した腕前だそうだな」

            　だからなんでどうでもいい私のことを知ってるんだ。そんなことを覚える暇があったら、さっきから恋する乙女の嫉妬百パーセントの、クレア様の視線に気付けというのに。

            「国王の資質が問われるゲーム……それは」

            「……それは？」

            「ずばり、王様ゲームです」

            　嘘八百である。こんなもので国王の資質が測れるわけがない。

            「……ほう、面白そうだ。どんなゲームだ？」

            　ご存じの方が多いと思うが、一応、説明しておこう。王様ゲームとは人数分の番号の書かれたくじを引き、一番を引いた者が王様となって、「○番と△番が□する」というような命令をする、というものである。私は同じことを全員に説明した。

            「……そんなもので王の資質が測れるのか？」

            「はい」

            「……いいだろう、やってやる」

            　私はこよりをよって手早くくじを作ると、一から四の番号を振った。

            「では、皆さん、引いて下さい」

            　セイン様、クレア様、レーネの順番でくじを引いた。私は残りの一本を手に取る。

            「では、王様だーれだ？」

            「……なんだそれは？」

            「このゲームの作法です。くじ結果を検証するときに、みんなで言わなくてはなりません」

            「……そうか」

            「はい、じゃあ、もう一回」

            　

            「「「「王様だーれだ？」」」」

            　

            　最初の王様は――。

            「俺か」

            　セイン様だった。さすがである。セイン様には裏設定として、「わかりにくい幸運の持ち主」というものがある。「Revolution」のプレイヤーが最初にこれを知った時の反応は大体、セイン様のどこが幸運なのか、である。優秀な兄と弟に囲まれ、自分は一人劣等感に苛さいなまれて、クレア様という悪役令嬢につきまとわれる彼のどこが、と。

            　運営の説明はこうである。兄弟が優秀であるということは、セイン様の身近に優秀な人材がいるということで、必ずしも不幸なことではない、むしろ幸せなことであるというのだ。クレア様に関する説明はさすがになかったが、とにかくセイン様にはそういう一見すると分からない幸運があるのである。

            「では、セイン様。ご命令を」

            「……む……。そうだな……」

            　セイン様は何を命令するか迷っているようだった。それもそのはず、セインさまは王子なのに、生まれてこの方他人に指図した経験が薄いのだ。彼はロッド様やユー様のように、息を吸うように王子として振る舞うことが苦手なのである。ロッド様は俺様、ユー様はたぬきと違いはあれども、二人ともごく自然に自分が王子であることを受け入れている。ところがセイン様は、自分など王族にふさわしくないとすら思っているため、人に命令をしたことがほとんどない。

            　セイン様はしばらくうんうん唸っていたが、やがて命令の内容を決めたようだった。

            「……二番が三番の手を握る」

            「二番は私です！」

            「くっ……三番はわたくしですわ」

            　私がクレア様の手を握ることになった。

            「ではクレア様、手を出して下さい」

            「仕方ありませんわね」

            　私はクレア様のほっそりとした手を握った。強く握ったら折れてしまいそうな、小さくて華奢な手である。私はその感触を堪能しながら、おもむろに親指でクレア様の手の甲を撫でてみた。

            「きゃっ!?　ななな、何してるんですの!?」

            「いやあ、クレア様の手のすべすべ感を味わおうと思いまして」

            「普通に握りなさいよ！　さ、もういいでしょう？　次に参りましょう」

            「そうですね。では二回目――」

            　

            「「「「王様だーれだ？」」」」

            　

            　二回目の王様は――。

            「わ、私です」

            　レーネだった。平民である自分がややもすると王族に命令することになるかもしれないということで、かなりうろたえているようだった。先ほどのセイン様よりも長く悩んだ後、口にした命令は――。

            「四番が二番の頭を撫でて下さい」

            「……四番は俺だ」

            「に、二番はわたくしですわ」

            　おお、これはアタリだ。レーネ、ぐっじょぶである。これもセイン様のわかりにくい幸運……ではない。

            「……婦人の髪にそう軽々しく触れるものではないと思うんだが……」

            「セイン様、ルールです」

            「……しかし……」

            「セイン様、わたくしなら平気ですから」

            　むしろ早く、とでも言いそうなクレア様である。可愛いなあ。

            「……なら、すまんな」

            　セイン様はおずおずとクレア様の頭に手を伸ばし、ゆっくりと優しく撫でた。

            「はふぅ……」

            　クレア様、ご満悦である。

            「……もういいだろう。次だ」

            　時間にして十秒にも満たない間だったが、セイン様は顔を真っ赤にして手を引っ込めた。

            「はい。では三回目――」

            　

            「「「「王様だーれだ？」」」」

            　

            　三回目の王様は――。

            「あ、私ですね」

            　私だった。さーて、ここは何としてもクレア様とセイン様をくっつけるような命令をしたい。私はレーネに目配せした。レーネは三回瞬きを返す。

            　先ほどのレーネが王様の回もそうなのだが、実はゲーム前にレーネとイカサマを仕込んでいたのだ。どちらかが王様になった時に、瞬きの回数で自分の番号を伝えるように打ち合わせている。そうか、レーネは三番か。なら、クレア様とセイン様は二番か四番。ここはどっちがどっちでも損をしない命令をしよう。

            「では、二番と四番はキスして下さい」

            「……なんだと？」

            「ちょ、ちょっと平民!?」

            　やってやったぜ。セイン様は目が据わっているし、クレア様は取り乱している。

            「……おい、さすがにその命令はダメだろう」

            「そ、そうですわよ」

            「おや？　王様の命令は絶対ですよ？　さ、早くなさって下さい」

            「……分かった」

            「セイン様!?」

            　セイン様の思わぬ発言に、クレア様が瞠どう目もくする。

            「では、キスを――」

            「……そうではない」

            「セイン様？」

            　セイン様の固い声に、クレア様が少し怯えたような声をだした。

            「……このゲーム、王の資質などになんら関係ないな？」

            　セイン様が私をにらみつけてきた。

            「……俺をからかったのか？」

            　事と次第によっては許さんぞ、という目である。ふう、ここが潮時かな。

            「さすがです、セイン様」

            「……なに？」

            「このゲームの本質は、まさにその事実に気づけるかどうか、なのです」

            　嘘八百である。けど私も、ここで手打ちにされる訳にはいかない。

            「もしあのまま、セイン様が無体な命令に従っていたら、セイン様に国王の資質はありませんでした」

            「……試したのか、俺を」

            「それについてはお許し下さい。ですが、やはりセイン様は国王の資質をお持ちです」

            「……」

            　複雑な表情のセイン様である。試されたことは気にくわないが、王の資質ありと他人から認められたことはまんざらでもない、といったところだろうか。

            「……帰る」

            「セイン様！」

            　仏頂面をして、でも私を手打ちにはせずに、セイン様は席を立って東屋を出て行った。その後ろ姿をクレア様が気遣わしげに見送る。

            「レイちゃん」

            「なに？　レーネ」

            「今の話、本当？」

            「や、ただ私がクレア様で遊びたかっただけ」

            「へ、平民！　あなたねぇ……！」

            　とはいえ、セイン様は王様としても無体な命令を出さなかったし、キスの時もその場の雰囲気に流されずにきちんとノーと言った。こういう所はセイン様のいい所だと思うのだ。まあ、彼の場合嫌と感じることが多すぎるのが玉に瑕なのだが。

            「クレア様」

            「何ですの」

            「セイン様に頭を撫でられてどうでした？」

            「△◆◇×○！！！」

            　うん、クレア様も楽しんだようで何より。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「ねえ、レイ。あなたっていわゆる同性愛者なわけ？」

            　お昼。

            　食堂で昼食を取っていると、ミシャがそんな爆弾発言をかましてくれた。クレア様とレーネがむせる。

            「ちょっと、ミシャ。どう触れても面倒なことにしかならないことを……」

            「ミシャ様。こういったことは、あまりおおっぴらに語るものではないと思いますよ？」

            　クレア様もレーネも、この話はやめておけという感じのようである。

            「別に話してもいいけど、聞きたい？」

            「親友としては気になるわね」

            　私が同性愛者かもしれないと思っていても、ちゃんとそう言ってくれるのはちょっと感動である。でも、この話をすると微妙な空気になるんだよねぇ。

            「んー……。多分だけど、私はそうなんだろうね。これまで男性を好きになったことはないし」

            「……」

            　あっけらかんと言った私に対して、クレア様がそっと距離を取った。離れられた分、距離を詰める。すると、その分また離れられてしまった。

            「どうして距離を取るんです？」

            「身の危険を感じるからですわよ」

            「そんな、何にもしませんってば」

            「どうだか」

            　まあ、同性愛者に対する反応なんてこんなものである。一般に、同性愛者という存在は、その性的指向の部分が強調されがちだ。前世においても同性愛者はまるで全ての同性を性的対象として見るかのような描かれ方をされる事が多かった。結果、同性愛者だというだけで、「襲わないでね」という反応になる訳である。この世界においてメディアはそれほど発達していないけど、やはり戯曲や小説で描かれる同性愛者は似たようなものだった。

            「クレア様。同性愛者だからといって、その反応は偏見がすぎるかと存じます」

            　なので、ミシャの反応は意外なものだった。

            「どこがですの？」

            「例えば、クレア様は異性愛者ですよね？」

            「当たり前ですわ」

            「セイン様が好きなんですよね」

            「レイ、茶々を入れないの。ちょっと黙っていて」

            　怒られてしまった。仕方なく黙る。

            「クレア様が男性に、『襲うなよ』と言われたらどう思いますか？」

            「わたくしはそんな痴女じゃありませんわよ！」

            「そうですよね。でも、クレア様がレイに言ったことは、まさにそういうことですよ」

            「……あ」

            　クレア様ははっとした顔になった。

            　ミシャの認識はとても健全で正しい。同性愛者というのはただ性的指向が普通の人と異なっているだけで、他はまったく変わらない。常に欲情しているわけではないし、むやみやたらと性的な言動をするわけでもない。

            「ま、まあ……。好きになった相手がたまたま女性だったというだけですよね。性別なんて関係ないってことですよね」

            「ん？　それは違うよ？」

            「え？」

            「性別はちゃんと関係ある」

            「そ、そうなの？」

            　レーネの言い分は、これまたよくある同性愛者への思い込みである。クレア様が抱くような偏見が負の思い込みだとするなら、レーネのもまた正の思い込みとも言うべき偏見である。バイセクシュアルであればまた話は別なのだが、同性愛者は異性を性的な意味で好きにならない。好きになれば性別は関係ないというのは、あるいは理屈としては正しいのかもしれないけど、少なくとも私は男性を好きにはならない。性別は、ちゃんと関係あるのだ。

            「そうなのね。私もよく知らなかったわ」

            「まあ、知る機会もないだろうから、仕方ないと思うよ」

            　この世界ではまだ同性愛というのは圧倒的少数派である。偏見も強いし、理解も少ない。戯曲や小説の中で描かれる同性愛者は、クレア様の思い込みのような性にだらしない人か、あるいはレーネの思い込みのような極端に理想化された存在である。ダイバーシティなんて夢のまた夢のような世界だ。

            「私たちにもっとこうして欲しい、とかそういうことはある？」

            「んー、別にないかな。私はクレア様を毎日愛でられるだけで幸せだし」

            「あなた、そういうことばっかり言っているから、私も身の危険を感じるんですのよ？」

            　うん、その点は全面的に私が悪い。言ってみれば、前世において同性愛者の偏見をまき散らしていた、同性愛を売りにする芸能人のような振る舞いを私自身がしているようなものである。

            　でも――。

            「茶化さないとやっていけないんですよねー」

            　ははは、と私は笑った。でも、その笑いには誰も呼応してくれなかった。

            「レイ……あなた……」

            　ミシャが気遣わしげな視線を送ってくる。あーあ、こうなるから、あんまりこの話したくなかったのに。

            「大丈夫、大丈夫。思いが報われないなんていつものことだから」

            　そうなのだ。悲しいことだけど、厳然たる事実として同性愛者というのはマイノリティである。誰かを好きになっても、その思いが実ることはほとんどない。

            　でも、それは仕方のないことなのだ。誰が悪いわけでもない。強いて言うなら、運が悪かっただけだ。

            　もっと言えば、恋愛で辛い思いをするのは同性愛者だけではない。私はレーネをちらりと見た。

            「ん？　なーに、レイちゃん？」

            「ううん、なんでも」

            　これについてはまたいずれ触れることになるだろう。

            「じゃあ、レイはクレア様のことは諦めているわけ？」

            「今日はずいぶん踏み込んでくるね、ミシャ」

            「気を悪くしたなら謝るわ」

            「そんなことはないけどね。そうだねー。諦めてるかと言われると、そうだとも言えるし、違うとも言えるかな」

            「どういうこと、レイちゃん？」

            　レーネも尋ねてくる。

            「クレア様に想いを受け取って貰えるとは考えてないよ。クレア様には好きな人いるし、それを応援してるし、近くにいられるだけで幸せだし。でも――」

            「でも？」

            　クレア様も問うた。

            「でも、だからってクレア様のことを完全に諦められるかっていうと、それはちょっと無理ですねー」

            　あはは、と笑ってまたちょっと茶化しておく。今度もまた上手くいかなかった。調子狂うなあ。

            「まあ、そういうわけなので、クレア様は今まで通りでいて下さい。私は現状の関係で割と幸せなので」

            「……そう……」

            「別に好きになってくれてもいいんですけれどね？」

            「なりませんわよ」

            「デスヨネー」

            　クレア様が即座に否定してくれたおかげで、ちょっとだけいつもの感じに戻った。うんうん、その調子、その調子。

            「はい、この話はここまで。じゃあ、クレア様。いつも通りイチャイチャしましょうか」

            「しませんわよ!?　ってか、したことありませんわよ!?」

            「またまた。まんざらでもないくせに」

            「寝言は寝てからおっしゃい！」

            「あはは」

            「……」

            　もう完全にいつも通りだ。さっきまでのシリアスな感じは霧散している。私がクレア様をいじり、クレア様がムキになり、レーネが宥めて、ミシャがそれを見守っている。本当にいつも通りだ。

            　そう、いつも通り。いつも通りに、私はちょっとだけ……本当にちょっとだけ辛い。

            　前世において、よく、同性愛者への偏見を無くそうとする識者が、テレビに出てくる同性愛を売りにした芸能人を批判することがあった。その主張はきっと正しくはあるのだろう。でも、私はこうも思う。真偽のほどは定かじゃ無いけど、茶化してでもいないとやってられない人もいるんじゃないか、と。

            　もちろん、そういう芸能人が偏見を拡大しているのは事実だ。出来れば偏見もなくなった方がいい。でも、現実にいる同性愛者の人でも、わざとそういった偏見が求めるような振る舞いを自らする人は一定数存在する。理由は人それぞれだろうが、中にはいると思うのだ。茶化さないと生きていくのが辛いっていう人たちが。

            　人を好きになっても、応えて貰えることはほとんどなくて、何も言わなければ異性よりも近くにいられるけど、好きになった瞬間から誰よりも遠い。そんなことを何度も繰り返している内に、知らないうちに笑い飛ばすしかなくなってしまったような人たちがいるのではないだろうか。同性愛者の全員がそうだとは決して言わない。でも、少なくとも私はそうだった。

            「クレア様」

            「なんですの」

            「私のこと嫌いですよね？」

            　今日も私はクレア様にそう問いかける。好きですか、なんて聞かない。聞けない。答えが分かりきっているから。

            「当たり前でしょう」

            「デスヨネー」

            　そして、いつもの通りこう続ける。

            「でも、私は好きですよ」

            　たとえ届かなくても、報われなくても、私はクレア様が好きだ。未来などない。それでも、思うことをやめられない。

            「同じ同性愛者の人を好きになればいいんだろうけどねー」

            　でも、恋とは落ちるものだと私は思う。相手を選べるようなものじゃない。

            　本当に、恋愛ってやつはやっかいだ。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　この世界において、魔法は最先端技術である。日本でいえば魔法はＩＴ技術、魔道具は最新家電のようなものだといえばお分かり頂けるだろうか。もっとも、事は家電に限らない。行政や軍事にまで渡って、魔法と魔道具は普及し始めている。前にも言ったが、これをいかに活用していくかがこの世界における国力の差となって現れる。

            「魔道具の要となるのが、この魔法石です」

            　教師が基本となる魔道具である魔法杖の先を指し示した。そこには不思議な色合いの石が嵌まっていた。

            　魔法石は魔道具が開発されるきっかけとなった石で、術者の魔力に感応して様々な現象を引き起こす。一般に、大きくて純度が高いほど高級品であり、より大きな現象を起こすことが出来る。どの国でも、魔法石の採掘・販売は国の管理下にあり、この国では王室管理の下、レーネの実家であるオルソー商会がその発掘と流通を取り仕切っている。これを聞けば、レーネの実家が市場でどれほど高い地位にいるかがお分かり頂けるだろう。

            「ではみなさん。基本の魔法弾を作って的にぶつけて下さい」

            　教師の指示に従って、みな二十五メートルほど先の的に魔法弾を放ち始めた。この魔法弾は主に戦闘用の魔法である。軍事用の魔法としては弱いが、護身用として重宝する使い勝手のいいものだ。護身というのはなにも人間の犯罪者だけを想定しているのではない。

            「魔物の弱点は核となる魔法石です。属性には相性があり特に効果の高い四すくみがあります」

            　そう、この世界には魔物がいるのだ。魔物は魔法石の発見と一緒に歴史上に出現した。一般的な学説では、動物が魔法石を取り込むことで魔物になると言われている。魔物と化した動物は変化前よりも大幅に能力が上がり、姿形も変化する。中には元の動物が想像できないようなものや、おとぎ話に出てくるような存在に近いものもいるようだ。魔法の属性については、今は割愛する。

            「レイ。あなたさっきから上の空だけど、大丈夫なの？」

            「あ、ミシャ」

            　ミシャが怪訝な顔でこちらを見ている。いけない、ぼーっとしていた。

            「いくら二属性持ちデユアルキヤスターだからって、普段の練習を怠るのはよくないわよ？」

            「そうだね、うん」

            　ミシャは基本的に真面目さんである。彼女にならって私も真面目に魔法弾の練習をすることにする。的を見据え、魔法杖をかざした。

            「えいっ」

            　魔法杖から黒と青二色の魔法弾が飛び出した。魔法には象徴色というものがある。地属性は黒、水属性は青、火属性は赤、風属性は白、といった感じだ。一般に色が濃いほど強い魔力が込められていると言える。

            　私が放った魔法弾はまっすぐに直進し、分厚い木製の的に直撃し――粉砕した。

            「……」

            「……」

            「あ」

            　周囲の視線が痛い。ちょっと手加減を誤ったらしい。修復不能なほどに壊れた的を見ながら、やってしまったと後悔する。

            「ふん！」

            　直後、私の壊したすぐそばの的が炎上して崩れ落ちた。やったのはもちろん、クレア様である。

            「いい気にならないことですわ。それくらい、二属性持ちデユアルキヤスターじゃなくても出来ますのよ？」

            　あごをくいっと上げて高笑いするクレア様。

            「クレア様」

            「なんですの？」

            「カッコイイです。結婚してください」

            「なんでそうなりますの!?」

            　ちょっとしたことで決めポーズが崩れてしまうクレア様が、今日も愛しくて仕方ない私である。

            「こらこら、気を抜かない。魔法は扱いを間違えれば危険な技術ですよ。使うときは慎重かつ真剣に」

            　初老の先生にやんわりとたしなめられた。うん、これは私たちが悪い。

            「すみません」

            「失礼しましたわ」

            　私だけでなくクレア様までもが素直に頭を下げた。ちなみに、この先生はトリッド先生という。先生は適性こそ中であるものの、王国で唯一確認されている三属性持ちトライキヤスターで、魔法研究の第一人者だ。見た目は冴えない初老のおじさん……あるいはおじいさんなのだが、実は凄い人なのである。

            　魔法研究において、この国は他国に一歩後れを取っていた。王国はそれまで周辺国の中で随一の軍事力を持っていたため、それにあぐらをかいてしまい、新技術であった魔法の価値を正当に評価しなかったからだ。優れた魔法研究者は次々に王国外に流出し、現国王になって魔法重視の政策が打ち出されてからも、しばらくその遅れは取り戻せなかった。

            　そんな時、彗星のように現れたのがこのトリッド先生だ。彼はどこで学んだのか、優れた魔法技術を王国にもたらした。魔法の基礎理論から魔法石の採掘法、魔道具の開発法に至るまで、今の王国における魔法技術の基礎は全てこのトリッド先生が作り上げたものである。それでも、最先端の魔法技術からは少し遅れているらしいのが、魔法という技術の時代性を物語っていると言えるかもしれない。

            　まあ、そんな訳で、クレア様もこの先生には敬意を払っているのだ。先生の身分はその魔法に対する貢献をもって送られた騎士である。公的な身分としては公爵家であるクレア様の足下にも及ばないが、クレア様は本当に優れたものには敬意を払う人なのだ。対抗意識も燃やしちゃうけど。

            「みなさん魔法杖と魔法弾には慣れて来ましたね。それでは系統魔法の解説に移ります」

            　パンパン、と手を叩いて合図し、トリッド先生が注目を集める。

            「魔法は個人の先天的な素養に依存する部分が大きいですが、それでも属性によって大まかな系統があります」

            　そう言って、トリッド先生は手のひらを的に掲げた。地面が盛り上がり、壁のようなものが立ち上がる。

            「まず地属性は主に防御に使われます。土壁を張ったりするのは基本ですね。高位の術者になると、城壁を作り上げる者もいます」

            　次に先生は壁に向かって火の弾を放った。土壁に炸裂し、一部が欠ける。

            「火属性は主に攻撃。火の矢や弾を撃ち出すのが一般的ですね。これも高位になると、辺り一面を火の海にするようなことも出来ます」

            　さらに、先生は土壁に近寄って、欠けた部分に手を当てた。欠けた部分が映像の巻き戻しのようにみるみる元に戻る。

            「水属性は主に回復です。傷や病気を治すのに使われますね。高位な者になると、部位欠損なども治せると言いますが、死者は決して蘇りません」

            　そこまで言うと、先生は土壁をもとの地面に戻した。

            「風属性は私は使えませんが、主に補助的な役割に使われます。火属性の魔法と合わせれば攻撃力が増し、水属性と合わせれば回復量が増す、といった具合です。ただ、反属性である土属性とは若干相性が悪いので気をつけて下さい」

            　先生はそこで解説を終えると、各自今見たことを実際にやってみるように、と指示を出した。風属性は個別に先生が相談に乗るらしい。先生は適性こそないものの知識は膨大にあるので、風属性の魔法でどんなことが出来るかについてのアドバイスに不足はないだろう。風の高適性を持つミシャが、さっそく先生に相談に行っていた。

            「よう、レイ」

            「おはよう」

            「おはようございます、ロッド様、ユー様」

            　ロッド様とユー様がやってきた。セイン様はどこだろうと辺りを見回すと、トレッド先生のところにいた。そういえば、彼も風の適性だった。

            「派手に的をぶっ壊してたな。さすがだ」

            「僕らは魔法はあんまり得意じゃないから、少し羨ましいよ」

            「はあ」

            　褒められて悪い気はしないが、この二人よりももっと褒めて欲しい人がいる。

            「クレア様」

            「なんですの。わたくし、今、忙しいんですのよ？」

            「褒めてください」

            「……唐突になんですの、あなたは」

            　クレア様はあきれ顔で私を見た。そんな私たちの様子を見て、ロッド様はからからと、ユー様はくすくすと笑った。

            「お前ら、ホント仲いいのな」

            「とんでもない誤解ですわ。わたくしはこの者に心を許した覚えはありません」

            「だそうだよ、レイ？」

            「そんなクレア様が大好きです」

            「……もういいですわ」

            　疲れた様子のクレア様である。

            「大丈夫ですか？」

            「誰のせいだと思ってますの!?」

            「私ですね！　ごめんなさい！　大好きです！」

            　と、今日も今日とて夫婦漫才（一方的）をする。

            　悲鳴が上がったのは、その時だった。

            　

            　

            　その魔物は透き通った不定形の化け物だった。ロールプレイングゲームに出てくるスライムを、十メートル近くに巨大化して凶悪化したような感じだと言ったら伝わるだろうか。表面は青白い光沢のあるぶよぶよとした質感で、透けて見える体内にはトレッド先生が解説していた魔法石の核が浮いているのが見える。スライムはのそのそと鈍重な足取りでこちらににじり寄ってきた。

            「ウォータースライムだ！　大きいぞ！」

            　誰かがそう叫んだ。ウォータースライム自体は中程度の脅威度の魔物である。脅威度中とは、傭兵が五、六人もいれば討伐できるくらいの危険性を指す。ただ、このウォータースライムは大きい。ちょっとした家くらいはあるんじゃないだろうか。

            　スライムと聞くと某有名RPGの可愛いアレを思い浮かべる人も多いだろうが、元々スライムというのはそんなに弱いモンスターではないのだ。物理攻撃が通じず、むやみに近寄ると頭から丸呑みにされる。飲み込まれると中から倒すのは至難の業で、多くの場合は火を使わないと倒せない。

            「みんな、下がりなさい！」

            　トレッド先生がすぐさま避難を呼びかけながら、魔法杖を構えて前に出た。素早く火炎弾を放つが、それはスライムの表面を軽く蒸発させただけで、さしたる傷を与えたようには見えなかった。それでも、トレッド先生は二発、三発と立て続けに火炎弾を発射して、スライムの注意を引きつけようとしている。

            「ちょっとレイ、あなたも下がりなさい！」

            　ミシャが険しい声で避難を促すが、私はそれを振り切ってトレッド先生の横に並んだ。

            「君！　早く避難を！」

            「あの魔物は水属性。効果的な属性である風属性を、先生は使えませんよね？」

            　前は割愛したが、属性には相性がある。「火>地>風>水>火」といった感じで、じゃんけんのようになっているのだ。水属性のこのスライムには、風属性が一番効果的だ。一般的なスライムに有効な火は、逆にそれほど効果が高くない。

            「それはそうだが、そんなことは言ってられん！」

            「私も加勢します」

            　私は素早く魔力を編むと、スライムの周りに土壁を生成した。

            「なんと。あれほどの魔力壁を瞬時に形成するとは……。初心者とは思えん」

            　この魔物襲撃イベントは私の中で織り込み済みのことだった。魔法の練習は講義以外にも暇を見つけてずっと続けていたのだ。魔法を使う、ということがどういうことなのか、その実感を得られるまでは少し時間がかかったものの、一度コツを掴んでからの上達は早かった。もともとこのヒロインの身体は、魔法に秀でている訳だし。

            「先生、みんなに攻撃魔法の指示を」

            「う、うむ」

            　私の魔法の扱いが素人ではないということを見抜いたのだろう。トレッド先生は残りの生徒たちに、ありったけの攻撃魔法を放つように指示した。

            「放て！」

            　トレッド先生の号令とともに、大小様々な魔力弾や魔法矢がスライムに放たれた。素養や習熟度によって威力の大小こそあるものの、数自体はかなり多い。次々にスライムに着弾し、噴煙が上がる。

            「やったか？」

            　希望的観測を誰かが口にした。いや、それはフラグでしょ、などと私が思っていると――。

            「グォーーー！」

            　スライムは健在だった。どこに口がついているのかしらないが、激高したように雄叫びを上げる。獰猛な響きを持つその声に、生徒たちが萎縮してしまった。これは魔物の持つスキルの一つで、ヘイトクライというものである。魔力を帯びた雄叫びで、相手を居すくませる効果がある。生徒の大半が動けなくなっているようだ。

            「くっ……」

            　トレッド先生と私は大丈夫だったが、それでも攻め手を欠いたのは少し厳しい。おかしいな。私のシミュレーションだと、私が動きを止めてみんなが攻撃して、それで終わりだったんだけど。私は二重属性持ちデユアルキヤスターだから、防壁を展開しつつ攻撃魔法を使うことも出来るのだが、土属性をすでに防壁に使っているし、残りの水属性はスライムと同属性だから効果が薄い。ちょっと困ったことになった。

            「一旦、引くぞ！　軍に任せよう」

            「だめです。ヘイトクライで動けない生徒がいます。離脱出来ません」

            「ぐ……」

            　これは結構まずいかもしれない。ちなみにゲーム本編だと、ピンチに陥ったヒロインを攻略対象がかっこよく助けてくれることになっている。今は私がその名前を叫ぶシーンなのだ。ゲーム画面があれば、こんな選択肢が示されているところだろう。

            　

            　→ロッド

            　　ユー

            　　セイン

            　

            　でもまあ、私が名前を呼ぶとしたら、この三人なわけはなく。

            　

            　　ロッド

            　　ユー

            　　セイン

            　→クレア（NEW！）

            　

            「助けてください、クレア様！」

            「あ……え……？」

            　突然名前を呼ばれたクレア様は、見事に萎縮していた。あちゃー。このシーン、クレア様もヘイトクライにかかってたのか。やばいな。

            「しっかりしろ！　クレア＝フランソワ！」

            　そう言ってクレアの肩を揺さぶったのは、なんとセイン様だった。他の王子二人のせいで無能な印象が強いセイン様だが、実はこと魔法に関しては王子たちの中で一番適性が高い。そのため、ヘイトクライからの立ち直りも早かったんだろう。

            「セイン様……」

            「俺が援護する。お前はありったけの魔力でスライムを攻撃しろ」

            「わ、私……」

            「大丈夫だ。お前なら出来る」

            　セイン様の属性は風属性である。攻撃魔法が使えれば、水属性のスライムには一番効果的な属性なのだが、セイン様は補助魔法特化なのである。その辺りも、セイン様の人気がない理由の一つである。でも、クレア様の補助に回ってくれるなら、これほど頼もしいことはない。

            　まあ、どうでもいいんだけど、ヒロインを置いてけぼりでいいシーンを展開しないで欲しいとは思う。

            「わ、わかりましたわ！」

            「よし」

            　クレア様の目に力が戻った。勢いよく立ち上がると、セイン様と二人でスライムに向かいあった。

            「はぁっ！」

            　クレア様が魔法の槍を放った。セイン様への愛がなせる業なのか、超特大の炎槍である。

            　さすがクレア様。高適性は伊達じゃない。

            　ただ、火属性はそのままだと水属性とは相性がよくない。どうするかというと――。

            「エンチャントウィンド！」

            　セイン様の魔法が発動すると同時に、炎槍の色が白に変わった。風属性付与の魔法である。これを使うと、攻撃魔法の属性を換えることが出来るのだ。魔法初心者には少し難しいこの魔法だが、セイン様たち王族は護身の為に幼い頃から魔法の手ほどきを受けている。それが功を奏した。

            　超特大の風属性魔法槍は、巨大なスライムのどてっぱらに大穴を開けて貫通した。

            「グォォォッ！」

            　どうやら、核に直撃だったようだ。悲鳴とともに、スライムがどろどろに溶けて崩壊していく。

            「なんとか……なったか」

            　トレッド先生が安堵の息を漏らした。遅れて、生徒たちから歓声が上がる。

            「凄いですわ、クレア様！」

            「あんな恐ろしい化け物を倒してしまうなんて！」

            　萎縮が解けたクレア様の取り巻きたちが駆け寄り、やんややんやと囃し立てる。取り巻きたちだけではない。命を救われた全員がクレア様を褒め称えた。クレア様は照れくさそうに、でも嬉しそうに笑っている。

            　そんな人だかりからそっと離れていく人物がいた。セイン様である。彼だって今回のスライム撃退の立て役者なはずなのだが、彼の貢献度は素人にはわかりにくい。トレッド先生はもちろんその功績を分かっているのだろうが、今は別の魔物の追撃を警戒していてセイン様を褒める余裕はないようだ。

            　でも、そんなセイン様に駆け寄る人物がいた。クレア様である。クレア様は人だかりを抜け出してセイン様に声を掛けた。

            「セイン様！」

            「……」

            　クレア様の声に、セイン様が面倒くさそうに振り返る。

            「あの、ありがとうございました。わたくし一人では、とてもあのスライムを倒すことなど出来ませんでしたわ」

            「そんなことはない。俺などいなくても、お前なら大丈夫だっただろう。だが――」

            　セイン様はそこで色のない表情をふっと緩めて――。

            「よくやったな」

            　そう言って僅かに微笑むと、クレア様の頭を撫でた。

            「……はい」

            　最初はびっくりして硬直していたクレア様だが、やがて表情を和らげて心底嬉しそうに微笑んだ。

            　

            　

            　そんなラブコメ空間を離れて私が何をしているかというと――。

            「あ、いたいた」

            　私の眼下には先ほどのウォータースライムを何十分の一にも小さくしたような、小さな水の塊があった。いや、いた。

            「怖がらなくていいよ。さあ、おいで」

            　私がそっと手を伸ばすと、水の塊がゆらりと揺れた。この子は先ほどのウォータースライムの赤ちゃんである。ウォータースライムが襲ってきたのは、子連れで近くを通りかかった時に、私たちが魔法の練習で的を外した流れ矢が直撃したからである。つまり、彼女たち（雌なのだ）にとっては、自衛行動に他ならない。

            「大丈夫。おいで」

            　私は両手でそっとスライムの赤ちゃんを持ち上げた。スライムはふるふると震えている。まだ怖いのだろう。

            　魔物は実は飼い慣らすことが出来る。使役者と同属性であることが条件だが、私の場合、水と土属性であれば問題ない。こうして飼い慣らされた魔物を従魔という。

            「あなたを従魔にするね。ここに契約を」

            　スライムの核となっている魔法石に触れて魔力を込める。核は青色から金色に変わった。金色の核は従魔の証しだ。

            「ママのことはごめんね。でも、私がキミのママになるよ」

            　私はスライムの表面をそっと撫でた。ふるり、と冷たくてぷるぷるした感触が伝わってくる。

            「そうだ。キミの名前を考えないとね」

            　とは言え、この子の名前はゲームプレイ時からずっと決めている。

            「キミの名前は、レレアだよ」

            　レイ＋クレアでレレア。いい名前だと、私は思っている。

            「よろしくね、レレア」

            　レレアは返事をするように、またふるりと身を震わせた。

            　

            　

            「平民！　どこに行っていましたの！」

            　みんなのところに戻ると、なぜかクレア様に怒られた。

            「ちょっと野暮用を済ませてまして」

            　さっきの今でみんなを怖がらせてもいけないので、レレアはポーチの中である。いずれはみんなにも紹介することになるだろうが、今はさすがに間が悪い。下手をすると、殺してしまえと言われかねない。

            「帰ろうと思ったらあなたの姿が見えなくて、みんなで探してましたのよ？」

            「ごめんなさい」

            「ふん！　これだから平民は……」

            　くどくどと嫌みを言われるかと思ったのだが、クレア様の追撃が来ない。どうしたのだろう、と思っていると――。

            「……まあ、平民にしてはよくやりましたわ」

            「は？」

            「だから！　よく足止めしてくれましたわ、と言ってるの！」

            　あらあらまあまあ。

            「デレ期ですね。とうとう来ましたか」

            「来てませんわよ!?　っていうか、そのデレ期ってなんですの!?　不穏な響きにしか聞こえませんのよ!?」

            　照れ隠しにまたギャーギャー言うクレア様。相手が気に入らなくても、ちゃんと言うべきことは言える。これだからクレア様、好きなんだよなあ。

            「クレア様」

            「なんですの？」

            「ご無事で何よりでした」

            「……ふん！」

            　ぷいっと顔を背けて、クレア様は歩き出した。

            「何をぼさっとしてますの！　さっと行きますわよ！」

            「はい！」

            　私は犬だったら尻尾をぶんぶん振っていただろうな上機嫌で、クレア様の後を追いかけた。

            　

            　

            ◆◇◆◇◆

            　

            　

            　魔物騒ぎから数日後、私はクレア様の前で正座させられていた。周りにはミシャもいる。ミシャはやれやれという表情だが、クレア様の方は事と次第によっては許さないぞという感じだ。

            「それで？　一体、どういうつもりですの？」

            　詰問口調のクレア様が言った。

            「どういう……と仰いますと？」

            「とぼけるんじゃありませんわ！」

            　ずびしっという擬態語が聞こえてきそうな勢いで、クレア様が私の腕の中にいる存在――レレアを指さした。

            「それ、魔物じゃありませんの！」

            　話は少し遡さかのぼる。

            　私はクレア様のメイドなので、基本的に常にそばに控えている。この辺りは、ミシャと一緒に居ることが多かったゲームの時と大きく違う。それは別に私が望んだことだからむしろ幸せなのだが、問題はレレアのお世話だった。

            　レレアはウォータースライムの赤ちゃんである。赤ちゃんというのは、どんな生き物でも基本的に食欲旺盛である。人間でも一回ごとの量は少ないとは言え、一日に十回から十五回くらいの授乳が必要だ。スライムは大人になるまで鳴くことはないが、それでもお腹がすけばふるふると震えて空腹を訴えてくる。

            　レレアはまだ手のひらに載るほどの小ささなので、私は鞄に隠して飼っていたのだが、これがまあ大変なこと大変なこと。ウォータースライムとはいえ別に鞄がびしょびしょになることはないが、問題はそのやんちゃっぷりである。不定形なため、鞄をきっちりしめたつもりでも、するりと抜け出してしまうのだ。講義中に何度抜け出されて空腹を訴えられたか分からない。その度に、私は慌てて鞄に戻して餌を与えていた。

            　さて、そんなレレアに振り回される毎日だが、私はペットのしつけはきちんとする方だ。ウォータースライムのしつけ方も、ゲーム知識で万全である。まだ赤ちゃんだからこそ、小さい頃から徹底的にしつけをしておかねばならない。ご飯前の待てやトイレのしつけなどを徐々に仕込んでいた。

            　みんながいる前でする訳にはいかないので、基本的にしつけは自室で行っていた。当然、ミシャにはバレるものの、ミシャは説明をすれば分かってくれる人である。最初は怯えていたが、すぐに危険がないと理解してくれたようで、今では一緒にしつけを手伝ってくれるまでになった。

            　そのせいで油断があったのだろう。

            「ちょっと平民、私のブラシをどこにやりましたの？　レーネが探して――」

            　夜、突然、部屋にやってきたクレア様にばっちり見つかった。

            「クレア様。貴族でいらっしゃるのですから、ノックくらいしましょう」

            「き――」

            「き？」

            「きゃあああ!?」

            　寝静まりつつあった学院寮に悲鳴が響き渡らなかったのは、事態を見て風魔法をとっさに使ってくれたミシャのおかげである。

            　そうして、今に至るという訳だ。

            「人の領域に魔物を引き入れるなんて……。何を考えていますの！」

            「いえ、レレアはもう魔物じゃなくて従魔でして――」

            「おだまりなさい！　魔物は魔物ですわ！　この間の騒ぎを忘れましたの!?」

            　思い出すのもおぞましい、といった表情をするクレア様。まあ、だいぶ苦戦したから、怖いのも無理はないかもしれない。

            「ミシャもミシャですわ。あなたが付いていながら、どうしてこんなことになっていますの」

            「面目次第もございません。でも、レレアは本当におとなしいですよ？」

            「レレア？」

            「その子の名前だそうです」

            　ミシャが無表情に告げた。

            「レイとクレアでレレアです！　私たちの愛の結晶ですよ！」

            「勝手に親にしてるんじゃありませんわよ!?　何をしてますのあなた!?」

            「え？　いい名前ですよね？」

            「魔物に名前を取られるわたくしの身にもなって下さいませんこと!?」

            「わがままだなあ」

            「わたくしですの!?　わたくしが悪いんですの!?」

            　ぎゃーっとクレア様がわめく。

            「そんなにツンケンせずに、ちょっと見てみて下さいよ。ほら、可愛いでしょう？」

            　レレアを両手に乗せて、クレア様の目の前に差し出す。

            「可愛くありませんわよ！　魔物ですわよ!?」

            「でもほら、こうして見ていると、なんとなく穏やかな気分に――」

            「なりませんわ！」

            「わがままだなあ」

            「わたくしですの!?　わたくしが悪いんですの!?」

            　天丼は基本である。

            「もういいですわ。トレッド先生に言って駆除して貰います」

            　そう言ってきびすを返そうとしたクレア様を、私は呼び止めた。

            「待って下さい、クレア様」

            「何ですの？　止めても無駄ですわよ？」

            「レレアをどうするかは、これを見てから決めて下さい」

            「？」

            　私はレレアを床に下ろした。

            「レレア、待て」

            　レレアが動きを止めて待機した。

            「お座り」

            　ちょっと小さくなった。

            「伏せ」

            　またちょっと小さくなった。

            「お回り」

            　その場でくるくる回っている……ような気がする。

            「どうですか！」

            「どや顔してるんじゃありませんわよ!?　ほぼ変化ないじゃありませんの！」

            「ですよね」

            「えー。この変化に気づかないなんて、クレア様もミシャももぐりですね？」

            「スライム通になんてなりたくありませんわよ！」

            　どうやらクレア様のお気に召さなかったらしい。

            「じゃあ、最後の手段です。レレア、ウンディーネ」

            「？」

            　私の声に反応して、レレアがふるふると揺れながらゆっくりと形を変え始めた。

            「な……なにが起きますの？」

            「まあ、見ていて下さいよ」

            　レレアの姿がゆっくりと見覚えのある形に変わっていく。

            「これは……！」

            　レレアは小さいながらもクレア様そっくりになった。

            「ウンディーネです！」

            「ウンディーネって水の精霊の？」

            「はい！」

            　ウンディーネとはおとぎ話に出てくる水の精霊で、人々に水の恵みをもたらすという存在だ。精霊は魔物とはまた別で、空想の産物に過ぎないという声もある一方、王国では広くその存在が信仰されている。精霊信仰については教会などの勢力もあるのだが、それについては機会を別に設けて説明しようと思う。

            「何故わたくしの姿に？」

            「ウォータースライムは、美しい女性の姿を見ると模倣する習性があるのです」

            　これは半分本当で半分嘘である。ウォータースライムが周りのものを模倣するのは本当だ。これは自己防衛のための擬態能力である。美しい女性を見ると、というのが嘘だ。

            「そ、そうなんですの……？」

            「そうなんですの！」

            　まんざらでもなさそうなクレア様。チョロい。

            「そう言われてみれば、なかなか愛嬌があるような気もして来ますわね……」

            　恐る恐るといった様子でレレアを指でつつくクレア様。レレアがふるんと震えた。

            「……可愛いかもしれませんわ」

            「そうでしょう、そうでしょう？」

            　もうクレア様は悪役令嬢を返上して、ヒロインならぬチョロインに改名した方がいいんじゃないのかな。

            「仕方ありませんわね。駆除するのはやめて上げますわ」

            「ありがとうございます！　お優しいクレア様！」

            「でも、しつけはきちんとするんですのよ？　それから、変に隠さないで皆に紹介すること」

            「はい」

            　なんだか子どもに言い含めるお母さんみたいなセリフを言うクレア様。これがバブみっていうやつなのかな。

            「でも、レレアっていう名前ははおやめなさい。わたくしの名前を勝手に使うんじゃないですわよ」

            「あ、それはもう手遅れです」

            「手遅れ!?」

            　従魔というのは一度認識した名前を忘れないものなのだ。これはゲームにおいて、名前が変更できないことに由来する。

            「これからもよろしくね、レレア」

            「異議あり！　その名前、異議ありですわ！」

            　翌日、みんなにレレアを紹介することになったが、名前の由来はクレア様に堅く口止めされてしまった。

            　解せぬ。


        



            　第二章　学院騎士団

            　

            　

            　騎士団という言葉に、どのような印象をお持ちだろうか。フルプレートの甲冑に身を包んだ、屈強な紳士たちを思い浮かべる方は多いだろう。もちろん、この「Revolution」の世界にもそのような存在はいる。ただし、現時点よりも少し前の話ではあるが。

            　王国直属の戦士たちは騎士団ではなく軍と呼ばれる。軍は主に治安維持と国防を担っていて、今は関係の悪化している隣国ナー帝国との紛争などに駆り出されている。その装備は一般にフルプレートの甲冑ではなく、機動性を重視した皮や布製のものが圧倒的多数だ。これは、魔道具の発達により重たい防具の必要性が低下したことが大きい。攻撃にも防御にも、魔道具が用いられることが多くなってきたからだ。

            　もちろん、フルプレートかつ魔道具というものも存在してはいる。ただ、そういったものは非常に高価なので、その身にまとえる者はごく少数だった。

            　閑話休題。

            　なぜ騎士団の話をしたかというと――。

            「という訳で、今年も希望者には学院騎士団への選抜試験を行うものとする」

            　土曜日の学院の講義室。

            　生徒たちの前でそう言ったのは、現学院騎士団長であるローレック＝クグレット様だ。セカンドネームでおやと思った方ももしかしたらいるかもしれないが、クグレットというのはクレア様の取り巻きの一人のご実家である。クグレット家は武門の家系で、軍の要職を占めている名家の一つだ。王国内でいち早く魔法の重要性に気づき、トレッド先生から教えを請うことで魔法導入後も勢力を維持した家でもある。取り巻きさんはロレッタ様というのだが、彼女についてはあまり私もよく知らない。ただ、兄のローレック様は竹を割ったようなからっとした性格のシブメンである。

            　ローレック様の言う学院騎士団とは、王立学院内の自治組織である。学院生の中から選抜された数名の生徒で構成されるそれは、上位の生徒ならば教師に匹敵する権限を持つ。伝統的に王族が所属することが多く、エリート意識の高い内部編入組が憧れる、いわば生徒会と風紀委員を足して二で割らなかったようなものである。もちろん学院騎士団の名の通り、有事の際には戦闘にも参加するので、ただの名誉職というわけではない。

            「オレは当然、受けるぞ」

            　ロッド様が真っ先に名乗り出た。まあ、こういう学院の上部組織と聞けば、ロッド様はチャレンジするよね。

            「僕も受けます」

            　ユー様も名乗り出た。王子様然としたユー様だが、戦闘能力は決して低くない。魔法の扱いは普通だが、彼には幼い頃から仕込まれた護身術がある。

            「セイン、お前もだぞ」

            「……面倒くさいな、正直」

            　ロッド様に尻を叩かれて、セイン様もいやいや手を上げる。彼の性格上、こう言った団体などに参加したくはないだろうけど、王子が参加しないのでは格好がつかない。

            「王子様方の参加はありがたいです。ぜひ、試験を頑張って下さい。他にはいるか？」

            「わたくしも挑戦しますわ」

            　手を上げたのはクレア様だった。

            「クレア様……。しかし、ご婦人には少々荷が重いのでは？」

            「そんなことはありませんわ。確かに筋力などでは男性に及びませんけれど、魔法の扱いや日常の事務能力を考えれば、私にも受ける資格が十分にあるはずです」

            　正論を述べるクレア様は、堂々としていた。ローレック学院騎士団長は少し逡巡していたようだが、そこは長を務めるほどの方、すぐにいいでしょう、と快諾した。

            「なら私も」

            　私も立候補した。クレア様が行くならもちろん私だって行くよ。愛ゆえに。ちなみにゲームでは、選択肢の選び方によっては試験を受けないことも可能だった。

            　私が手を上げると、クレア様が露骨に嫌そうな顔をした。

            「あなたには無理ですわよ」

            「あれ？　入学直後の試験で礼法以外私に負けたクレア様がそれ言っちゃいます？」

            「キーッ！　次の試験は負けないから、見ておきなさい！」

            　クレア様は煽り耐性ゼロである。うんうん、今日も可愛いなあ。

            「ミシャ、貴女も受けなさいな。万一、この平民が受かったら、手綱を握る者が必要でしょう？」

            「私はレイの保護者じゃないんですが……」

            　クレア様に言われて、ミシャも手を上げた。その他にも何人かの生徒が手を上げ、ローレック様はその名前をメモると試験要綱を配布した。

            「試験は明日、日曜日の朝から始める。試験項目は事務と魔法の二項目だ。詳しいことは要綱に書いてあるから各自目を通しておくこと。それでは、失礼する」

            　そう言ってローレック様は立ち去った。

            「ふん、あなたのような卑しい輩に、学院騎士団など無理に決まってますわ」

            　顎をくいっと上げて嫌みを投げつけてくるクレア様。私はといえば、今日も絶好調だなあなどと思いつつ、その姿を愛でていた。

            「クレアにレイ、ミシャも受けるのか、楽しみだな」

            「ロッド様……」

            「僕らも頑張らないとね、セイン兄さん」

            「俺はどうでもいい」

            　三王子がやってきた。余裕たっぷりのロッド様、そこまでではないものの自信はありそうなユー様、心底面倒くさそうなセイン様と三者三様である。

            「あなた、本当にぶれないわね。大方、学院騎士団に憧れなんてないんでしょう？」

            「うん。クレア様と一緒にいたいからだよ」

            「やっぱり」

            　溜め息とともにやれやれと言うのは、苦労人のミシャである。彼女にとってはとんだとばっちりだろう。受ける以上、彼女の性格からして手は抜かないだろうが。

            「試験というのはどんなことを試されるかご存じですか、ロッド様？　事務と魔法を試すとしか伺っていないのですけれど」

            　クレア様がロッド様に問いかけた。先に述べたとおり、王族が代々学院騎士団に所属していることは周知の事実なので、ノウハウもあると考えたのだろう。

            「そいつは言えないな。チャンスは公平にしないと。まあ、明日になれば分かるだろ。事前の準備ったって、今日の明日じゃあたいしたことも出来ないだろうし」

            「そうですわね」

            　などという会話が交わされているが、ゲーム攻略済みの私は当然その内容を知っている。試験は事務に関する筆記試験と戦闘に関する実技試験に分かれる。筆記試験は学院規則と事務作業に関する知識を問うもので、これは単純に頭の良さがものを言う。学院規則と言っても、一般的な団体活動のルールを知っていれば解ける問題なので、こちらではさほど差は付かない。事務作業の知識もそれほど捻ったものではない。問題は実技試験の方である。

            　実技試験は、以前は剣や槍などの武器の扱いを試されるものだったと聞く。魔法が戦争の主流技術となってからは、魔法の扱いにどれだけ長けているかに比重が移っている。以前書いた通り、魔法の才能は先天的な資質に左右され、家格には左右されない。試験方法が変わってから、学院騎士団における貴族と平民の割合は後者がずいぶんと増えたようだ。

            　ただ、平民は学院騎士団に入る名誉をそれほど重く見ていないため、そもそも選抜試験を受けることが少ない傾向にある。平民にとって重要なのは官吏登用試験であって、その為の勉強の時間を学院騎士団の活動に取られるのを喜ばない者は多い。まあ、名誉よりも実利だよね。

            　そんなことをぼんやり思い出していると、クレア様がこちらをキッとにらみ据えてこう言ってきた。

            「平民、勝負ですわ！」

            　出ました。クレア様お得意の、勝負ですわ。最初の試験に続いて、二度目の勝負である。

            「もし、学院騎士団に受からなかったら、あなたは学院を去りなさい」

            「え、やですけど？」

            「だから、少しは考えたらどうですの!?」

            　だって、前の勝負の時もそうだけど、私になんにもメリットがないんだもん。ゲームの時のヒロインは、見返りもなしによく付き合ったものだと思う。まあ、クレア様で遊ぶのは楽しいけどね。

            「仕方ないですね。じゃあ、今回も前と同じ条件で行きましょう」

            「ちょっと待ちなさい。また引っかけるつもりですの？」

            　ちっ、覚えてたか。

            「まあ、そんな意地悪はしませんよ。単純に私が落ちたらクレア様の負け。私が受かったら私の勝ちということでどうですか？」

            「いいで……よくありませんわよ!?　どっちにしてもわたくしの負けじゃないですの!?」

            　ちっ、気づいたか。

            「仕方ありませんね。私が落ちたらクレア様の勝ち。私が受かったら私の勝ちということで手を打ちましょう」

            「わたくしが受かったら、わたくしの勝ち、ではいけませんの？」

            「クレア様は受かるでしょう。それだけでクレア様の勝ちとするのは、分が悪すぎます」

            　なにせ、クレア様は必ず受かる。私は先んじてそれを知っているから、それを勝負の条件にすることはない。

            「いいですわ。あなたが勝ったら？」

            「前と同じく、私の言うことを何でも一つ聞いて頂きます」

            「いいでしょう」

            「かしこまりました。では、勝負ですね」

            　前と同じく、ミシャに神への宣誓を行った。こうして私たちは、学院騎士団選抜試験に臨むことになったのである。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　明けて日曜日。選抜試験の当日である。私たち受験者は講義室に集まっていた。

            「おはようございます、クレア様。今日は頑張りましょうね！」

            「うるさくてよ、平民。わたくしが落ちるはずないじゃありませんの」

            「え？　じゃあ私の心配ですか？　ありがとうございます！」

            「何にも言ってませんわよね!?」

            　クレア様と朝の恒例儀式を行っていると、ローレック学院騎士団長がやって来た。教卓に試験用紙と思われるものをどんと置き、口を開く。

            「みんな、よく応募してくれた。今年の合格者は五名程度を予定している。ぜひ頑張って欲しい」

            　受験者の間からざわめきが漏れた。思っていた以上に狭き門だったからだろう。私は知っていたので驚きはない。

            「まず、筆記試験を行う。こちらの試験には足切り基準が設けられているので注意するように。基準に満たなかった者は実技試験を待つまでもなく落選とする。落選した者はまた来年も受験資格が得られるので再度挑戦して欲しい」

            　団長が口頭で説明を行うかたわら、学院騎士団関係者とおぼしきはしばみ色の髪と目をした男性が試験用紙を裏向きに配っていく。講義室は水を打ったように静まりかえっていた。空気が張り詰めていく。

            「制限時間は六十分とする。では、始め！」

            　筆記試験は学院の規則に関する基本的な理解を問うている。

            　例えば――。

            　

            　問二。

            　朝の始業時間に遅れた場合のペナルティとして許容される罰を三つ列挙せよ。

            　

            　のような簡単なものから、

            　

            　問十三。

            　学院規則第二十一条「魔物討伐の義務」の趣旨を説明せよ。

            　

            　のような少し難しいものまでがある。難しいといっても、きちんと条項の項目名を書いてくれている辺り、現代日本の受験にたまにある重箱の隅をつつくような悪問とは大きく異なる。もっとも、まだ入学したての私たち新入生にはなかなかハードルは高い。中等部以前から学院に通っている内部進学組はなんとなく理解しているだろうけど、これまで学院の規則に触れてこなかった外部編入組には特に不利である。

            　また、知識を問う問題だけでなく、実務に当たった場合を想定した問題も設けられている。

            　例えば――。

            　

            　問十八

            　　あなたは前任者から仕事を引き継いだ。

            　　次のうち、優先的に取り組むべき仕事はどれか答えよ。

            　　一．仕事の具体的な内容の再確認

            　　二．上司との仕事のすりあわせ

            　　三．生徒からの陳情書の処理

            　　四．外部の人間への連絡事項

            　

            　などがそれに当たる。こちらのタイプの問題は、どちらかというと内部進学組、外部編入組の別を問わない。むしろ、雑務をこなしてきた経験の多い、外部編入組の方が有利かもしれない。

            　今は全問記述式だが、ゲームでは答えは選択式だった。私はこれも全問暗記しているのでそれほど苦戦はない。クレア様より点数を取れるかどうかは分からないが、足切りにあうことはまずないと思う。怖いのはケアレスミスだ。解答後の見直しは丁寧に行う。多分、大丈夫なはずだ。

            「よし、そこまで。解答用紙を回収する」

            　団長の声でやっと空気が緩んだ。口々に、どうだったとか難しかったとかいう声が飛び交う。

            「採点が終わるまで少し待て。筆記試験突破者は午後までに掲示板に提示するので、各自確認すること。実技試験は午後からとする。以上、解散」

            　三々五々、受験者たちが散っていく。

            「クレア様、手応えはどうですか？」

            「わたくしを誰だと思って？　フランソワ家の家名に誓って、足切りなどありえませんわ」

            「さすがです、クレア様。でも、こういう時に限って、回答欄を一個ずつ間違ったりするんですよね」

            「!?　だ、大丈夫ですわ。わたくしに限ってそのような……」

            　目が泳いでいる。心配になって来たらしい。

            「大丈夫ですか、クレア様。お昼、喉を通ります？」

            「余計な心配でしてよ！　いいから食堂に行きますわよ！」

            「クレア様がお食事に誘ってくださるなんて！　デートですか？　初デートは学食デートですか？」

            「何が悲しくてメイドとデートなんてしなきゃいけませんの!?」

            　うんうん、不安な顔のクレア様もいいけど、やっぱりクレア様といったらこっちだよね。

            　レーネとも合流して、お昼を簡単に済ませた。午後は実技試験なので、動き回ることを考えてあまり重たいものは避けたのだ。クレア様も私も、落ちるとは微塵も思っていない。

            　正午少し前に掲示板に行くと人だかりが出来ていた。どうやら結果が貼り出されているようである。

            「すいませーん。フランソワ屋でーす。通してくださーい」

            「うちの家名をそんな風に扱わないで下さる!?」

            　クレア様からは文句を言われたが、フランソワの家名は効果抜群で、掲示板の前がさっと割れた。まるでモーセの十戒のごとしである。どもども、と頭を下げながら掲示板の前までたどり着き、結果を確認する。

            　

            　・筆記試験結果―――――――――――――――

            　　一位：ロッド・バウアー

            　　二位：ユー・バウアー

            　　三位：クレア＝フランソワ

            　　四位：レイ＝テイラー

            　　五位：ミシャ＝ユール

            　　六位：セイン＝バウアー

            　　・

            　　・

            　　・

            　　以上、二十名は午後の実技試験に臨むように。

            　　――――――――――――――――――――――

            　

            　ふむ、四位か。まあまあだね。

            「おーっほっほ！　やはり平民などわたくしの敵ではなかったようですわね！」

            　クレア様がどや顔で高らかに笑った。単純だなあ。好きだなあ。

            「クレアたちも通過したようだな」

            「よかったね」

            「……」

            　三王子たちも見に来ていた。彼らはまあ、余裕でパスだろう。といいつつ、関係者の中では最下位なのがセイン様である。やはり気にしているのか、表情は険しい。

            「いっそ落ちてくれたら、私の仕事も減ったんだけど……」

            「あ、ミシャもパスみたいだね」

            「まあ、これくらいはね」

            　などと簡単に言うが、ミシャも外部編入組なのだから、ズルしている私はともかくとして五位は立派な成績と言えよう。まあ、彼女の場合、幼稚舎まで学院に通っていたという経緯があるのだが。ユール家が没落したのはその後のことである。

            「まあ、こう言っちゃあなんだが、ここで落ちるヤツには学院騎士団は厳しいな」

            「そうだね。問われていたのは、基本的な事柄だったから」

            「……」

            　などと三王子は言うが（若干一名は沈黙しているものの）、五十人以上いた受験者の中で半数以上が落ちているわけだから、決して簡単だったとは私は思わない。

            「筆記試験合格者は実技試験を行う。運動場に集まるように！」

            　ローレック様が合格者たちに声をかけた。試験への勧誘からこちらずっとローレック学院騎士団長自らが出張っているが、これは一種の伝統のようなものらしい。普段はもちろん仕事は分担するし、雑務などは下位の団員に任せるのだが、選抜試験だけは団長が自ら率先して行うことになっているのだ。

            「行きましょう、クレア様」

            「私に指図するんじゃありませんわよ、平民」

            「ふふ、楽しみです」

            「？」

            　実技試験の内容を知っている私としては、今から笑いがこぼれてしまうのを抑えられない。

            　さあ、クレア様を満喫するぞ。

            　

            　

            　　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「実技試験は一対一の模擬戦を行って貰う」

            　ローレック団長がそう言うと、集まった筆記試験合格者たちの間に動揺が走った。

            　中には先日のスライム騒ぎを思い出している者もいるだろう。

            　模擬戦とはいえ、実際に戦闘するというのは多かれ少なかれ勇気がいるものだ。

            「勝敗は問題ではない。学院騎士団でやっていけるだけの実力が確かめられれば合格となる。逆に、勝ったとしてもそれだけで合格になる訳ではないということを肝に銘じておいて欲しい」

            　私は詳しくないけど、プロボクサーのライセンス試験がそんな感じらしい。実力があると認められれば敗者にもライセンスが発行されるし、逆に一撃で相手をＫＯしたとしても偶然だと見なされれば落とされてしまう。

            「希望がなければ、組み合わせは入学直後の魔法の試験を参考にこちらで決めさせて貰うが、戦いたい相手はいるかね？」

            　お互いに目を見合わせる受験者たち。そうそう戦いたい相手がいるはずもないのだが――。

            「はい。わたくしはレイ＝テイラーと戦わせ頂きたいですわ」

            　こう言っちゃうのがクレア様のクレア様たるゆえんである。

            「いいのですか、クレア様。相手は魔法試験で学院史上に残る成績を残した相手ですよ？」

            「構いませんわ」

            「分かりました。レイ、異存はあるか？」

            「ありません」

            　ある訳がない。むしろ、こうなることが分かっていたから、さっきからワクワクして落ち着かないくらいだ。

            「他には？」

            「じゃあ、オレはミシャとやらせて貰う。ホントはレイとやりたかったが、クレアのあの入れ込みようじゃなあ」

            　ロッド様の魔法試験での成績は九位である。二位のミシャに挑むのはなかなかにチャレンジングに見えるかもしれないが、まあそれは試合を見てのお楽しみということで。

            「なら、僕はセイン兄さんにお願いしようかな。いい？」

            「……構わん」

            　ユー様はロッド様とおなじく九位。セイン様は八位だから、これはなかなかに白熱しそうである。

            　結局、組み合わせはどうなったかというと――。

            　

            　・組み合わせ――――――――――――――――――――――――――――――――

            　

            　　・

            　　・

            　　・

            　　第八試合：セイン＝バウアー対ユー＝バウアー

            　　第九試合：ロッド＝バウアー対ミシャ＝ユール

            　　第十試合：クレア＝フランソワ対レイ＝テイラー

            　

            ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

            　

            　という感じである。ちなみに、魔法での模擬戦は、そのまま行ってしまうと危険過ぎるため、運動場には特殊な結界が張られている。これは魔法によるダメージを減衰する高価な魔道具を使ったものだ。おもに戦争において自陣を防衛するのに使われる。非常にレアなもので、これを使える術者も非常に少ない。

            「それでは第一試合を始める。対戦者前へ」

            　

            　

            　模擬戦は粛々と進んだ。やはり平民の参加者が少ないのか、模擬戦は魔法の扱いに長じていない貴族の参加者が多いようだった。貴族は中等部以前に魔法の講義を受けているので扱いには慣れてはいるものの、いかんせん先天的な適性はどうしようもない。見応えのある試合はこれといってなかった。

            　ちなみに魔道具は今回魔法杖のみが使用可能となっている。これを自由にしてしまうと、家の財力がものをいうことになってしまうからだ。

            　そして、いよいよセイン様とユー様の試合の番になった。

            「両者、準備はよろしいですか？」

            「……ああ」

            「いいよ」

            「それでは、用意……始め！」

            　開始の合図とともにセイン様が踏み込んだ。間合いを詰めると同時に拳を放つ。ユー様は氷の盾を形成して、それを防ごうとした。

            　しかし――。

            「!?」

            　氷の盾は粉々に砕け散った。いつも優雅さを絶やさないユー様の顔に動揺が走る。

            　セイン様の戦闘スタイルは風属性の補助魔法を駆使した接近戦――いわゆる魔法戦士スタイルである。武器は今回持っていないものの、素手でもこれだけの威力が出る。セイン様の魔法適性は風の高適性だ。以前説明した通り、風属性は補助魔法に使うことが多い。高適性ともなれば、ブーストの度合いもかなりのものだ。

            　対してユー様の戦闘スタイルは水属性の攻撃魔法を駆使した遠距離戦――通称、氷の王子様である。適性こそ中適性だが、彼の氷魔法の技術はなかなかのもので、その防壁は相手がセイン様でなければ拳で砕かれるようなことはなかっただろう。水属性の適性ということで、回復魔法も併用する。

            「……」

            　無表情でさらに一歩間合いを詰め、魔力を込めた蹴りを放つセイン様。

            　接近戦では分が悪いと悟ったユー様は距離を取りたいところだが、魔法でブーストされた身体能力を誇るセイン様を引き剥がすのは至難の業である。

            　蹴りを躱すのが無理と判断したユー様は、とっさに氷ではなく水の防壁を生成した。

            「！」

            　氷の防壁のような頑強さはないものの、水の防壁はセイン様の蹴りを柔らかくいなした。さながら、ウォータースライムの身体のようである。受け流されて身体が流れたセイン様を見て取って、ユー様は後ろに下がった。距離を取りつつ地面を凍らせることで、セイン様の接近を困難にもしている。

            「ふぅ……。せっかちだなあ、セイン兄さんは。さて、そろそろ反撃させて貰うよ」

            「……」

            　ユー様が手を掲げると、空中に鋭い氷の矢が何本も現れた。

            「さあ、行くんだ」

            　声とともにセイン様に襲いかかる氷矢。セイン様はそれには構わず、再び無造作に距離を詰めた。

            「セイン様！」

            　危ないと思ったのか、観戦していたクレア様が思わずといった風に声を出した。うんうん、恋する乙女だね。

            　しかし――。

            「!?」

            　氷矢は突進するセイン様を迂回するようにそれて後方に飛んでいった。セイン様は風の防壁を身体の周りに張り巡らせていたのだ。

            「でも、その足場では！」

            　クレア様が危惧するのも分かる。でも、セイン様は凍った地面を確かな足取りで走り抜けている。実はセイン様、空気を固めて足場にしているのである。再び、二人の距離が詰まる。

            「くっ！」

            　ユー様の顔が危機感に強ばった……のは一瞬だけ。

            「なんてね」

            　ユー様まであと一歩と迫った時、セイン様の足下の氷が鋭い切っ先となって垂直に突き上がった。動的で宙に浮いていた氷矢ならともかく、地面に根を生やしたこれは風の防壁でいなすのは無理である。

            「……ふん」

            　セイン様がとった対処法は、なんと無造作に氷刃を蹴り砕くというものだった。さらにそのまま氷の破片を目くらましとして、ユー様の視界を奪う。

            「……!?」

            　破片が視界からなくなった時、ユー様の視界のどこにもセイン様の姿はなかった。

            「……こっちだ」

            　セイン様の姿はなんとユー様の真上にあった。空気を踏み台にすることができ、身体能力を向上させたセイン様だからこそ出来る三次元殺法である。セイン様はそのままユー様の背後に降り立つと、背後からその首に手刀を添えた。

            「参った」

            「それまで！　勝者、セイン様！」

            　それまでの数試合とは次元の違う高度な内容に、ギャラリーから歓声が上がった。クレア様に至っては、頬を紅潮させて完全にできあがっている。

            「強いね、セイン兄さん」

            「……お前だってまだ本気じゃないだろう。回復魔法も温存していることだしな」

            　などと、言い合う王子二人は、さすが攻略対象と言うべきか、とてもかっこよかった。この模擬戦はセイン様の貴重な見せ場でもある。ここでセイン様攻略を決めて、あとから後悔したという嘆きは非常に多い。や、セイン様はいいところいっぱいあるんだよ？

            　この試合内容なら二人とも合格だろう。それくらい、これまでの試合とは次元が違った。まあ、私は最初から結果を知っていた訳だけど。

            　でも、やっぱり実践で人が動きながら魔法を使っているのを見ると、ひと味違うね。

            　ファンタジー世界万歳、である。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「第九試合、ロッド様対ミシャ。両者、前へ」

            　いつも通り堂々とした足取りのロッド様と、涼しい顔のミシャが運動場の中央に歩み出た。

            「両者、準備はいいですか？」

            「おう」

            「いつでも」

            「それでは、用意……始め！」

            　合図と同時に先に動いたのはロッド様だった。ロッド様は大きく後ろに下がり、両手を大きく空に広げた。

            「来い！」

            　ロッド様の大きな声が響き渡ると同時に、運動場の温度が数度上昇した。人の膝丈ほどの小さな炎が、次々と運動場に広がっていく。よく見るとその炎は小さな兵隊の姿をしていた。その数は三十にも及ぶ。

            　これぞロッド様の戦闘スタイル――その名も焔の軍勢である。すでに書いた通り、ロッド様の魔法適性は炎の中適性と決して高くはない。ただ、ロッド様には他にはない特別な資質がある。それは超適性をもしのぐ魔力容量である。ロッド様はその豊富な魔力を駆使して、小さな炎の兵隊を作り出して戦うのだ。

            「行け！」

            　ロッド様の号令とともに、炎の兵隊たちがミシャに殺到する。端から見ていてもその迫力は相当なものである。

            「……」

            　初めて見るはずのロッド様の焔の軍勢を目にしても、ミシャの顔色は変わらなかった。

            　ミシャの魔法適性は風の高適性――セイン様と同じである。しかし、魔法の試験においてそのミシャが、セイン様を大きく離す二位という好成績を収めたのにはもちろん訳がある。

            「――」

            　運動場にガラスをひっかいたような甲高い音が鳴り響いた。それと同時に、三十からなるミニオンズが全て爆散した。ミシャは微動だにしていない。

            「!?」

            　余裕綽々だったロッド様の顔色がさすがに変わる。しかし、それもほんの一時のこと。すぐさま次のミニオンズを呼び出す。

            「行け！」

            　先ほどのリピート再生のように、同じ光景が生まれる。炎の軍勢がミシャを押しつぶすように迫った。

            「――」

            　再び奇音。音が収まると、後にはミニオンズの姿は全て消え失せていた。

            「これがお前の風魔法ってわけか」

            「はい」

            　ミシャの風魔法はセイン様のような補助魔法ではなく、珍しい攻撃魔法なのである。その本質は音にある。音を媒介にして魔力を叩き込むのが彼女の戦闘スタイル――人呼んでセイレーンである。

            「これは厄介だな。まあ、オレがやることは変わらんのだが」

            　三度、軍勢を作り出すロッド様。

            「行け！」

            　軍勢がまた突撃していく。ロッド様の戦法の厄介な所はここだ。魔力容量が桁外れなため、ミニオンズを倒してもキリがないのだ。おまけにロッド様自身は軍勢の最後方に陣取っているため、半端なことでは近づくことすら出来ない。生半可な適性差など物量で押しつぶしてしまうのが、ロッド様の戦い方である。

            「――」

            　対して、ミシャの方もなかなかに非常識である。　迫り来る三十もの炎の塊を、瞬時に消滅させてしまうその魔法の手腕。とはいえ、現状では彼女の方も攻め手に欠けている。防戦一方だった。

            　ただ、これには訳がある。私と違ってミシャには貴族特有の王族への絶対的な敬意がある。そのせいで、自分からロッド様を攻撃しようとは思わないのだ。そんなことをするくらいならば試験に落ちても構わない、と思っているのだろう。

            「……つまらん」

            　三度、ミニオンズを消滅させられたロッド様が鼻を鳴らした。

            「お前、本気じゃないな？　オレに遠慮しているのか」

            「王族の方に向ける刃は持ち合わせておりませんので」

            「……オレに関しては、その態度の方が不敬だと知れ」

            「なんと言われましても、こればかりは変えられません」

            「なら、無理矢理にでも本気を出させてやる」

            　またもミニオンズを呼び出したロッド様。しかし、今度はミニオンズの動きが違う。兵隊たちはミシャを囲むように一定の距離を取ったまま陣取った。

            「……」

            「本当に何もしないんだな。……後悔しろ」

            　ロッド様が指をパチンとならすと、ミニオンズが突然、爆発四散した。一つが爆発すると、隣り合う別のミニオンズも誘爆し、連鎖する爆発は見る間に広がりミシャを飲み込んだ。

            「どうだ。まだ本気を出す気にはならないか」

            　不遜に笑うロッド様だったが――。

            「無傷……だと？」

            　突風で爆煙が吹き散らされると、そこには変わらぬミシャの姿があった。その周囲で煙が渦巻いている。

            「風の防御壁……か？　だが、熱までは防げないはず」

            「真空の断裂を使いました」

            「！」

            　要は魔法瓶と同じ原理である。ミシャは周囲の空間に真空の断層を作り出すことで、熱をシャットアウトしたのである。

            「……くく、面白い。存外、面白いぞ、お前」

            「ありがとうございます」

            「だが、まだだ。まだここからだ」

            「お気の済むまで」

            　これで五度目となるミニオンズの召喚だが、まだまだ数が減る様子はない。本当に桁外れの魔力容量である。

            「囲め」

            　先ほどと同じように、ミシャの周囲で距離を取りつつ陣取るミニオンズ。さらに――。

            「爆ぜろ」

            　ロッド様が指を鳴らすと同時に、ミニオンズが連鎖爆発を起こした。観戦者のほとんどが先ほどと同じ展開を予想した。

            「来い、爆ぜろ、来い――」

            　ロッド様は自分の前ではなく、ミシャの周囲に直接ミニオンズを召喚しては起爆するという一連の工程を、間髪入れずに立て続けに行った。観戦者のいるところまで熱波が伝わってくるほどの爆発である。

            　ロッド様ってば、大人げない。でも、女性相手でも容赦とか全然しないのは、私的には好印象である。

            「……参りました」

            「!?　それまで！」

            　爆音の中から突然、弱々しい降参の声が響いた。ローレック様が慌ててストップをかける。ロッド様が指を鳴らすのをやめ、爆音が収まった。

            「……何が起こったんですの？　ミシャはどうして降参したんですの？」

            「多分、酸欠です」

            　観戦者の全てを代弁するかのように困惑の表情を浮かべるクレア様に、私は説明した。ロッド様は炎の波状攻撃をしかけることで、ミシャの周りから酸素を奪ったのである。ミシャの防壁は真空断裂を必要としていることもあって、酸欠は一層深刻化する。結局、ミシャの技術をロッド様の物量が押し切った形である。

            「まあ、こんなもんか」

            「完敗です」

            「バカ言うな。こんなもの勝った内に入らんぞ。お前が待ちに徹していなきゃ、あんな形にはならなかった」

            「私は全力を出したつもりですが」

            　会話しながら観戦者たちの元に歩いてくる二人。人混みが自然と割れる。

            「お？　どうした？」

            「引いてるんだよ。ちょっとやりすぎだよ、二人とも」

            　ユー様が言うとおり、どう考えても人外魔境な戦いだった。剣と鎧の時代が終わったのも無理からぬことだろう。あんな戦場では剣などただの棒きれ以外の何物でもない。

            　ここまでで疑問に思われる方もいるだろう。セイン様やユー様はともかく、ロッド様やミシャならば簡単にウォータースライムを倒せたのではないか、と。その疑問はある意味で正しい。物理メインのセイン様は少し厳しいが、普通に相対していたなら、他の三人なら誰でもスライムを倒すことが出来ただろう。

            　あの時、こちらが危機に陥ったのは、背後から奇襲を受けさらにヘイトクライを使われたことにある。相手を萎縮させるあれは、戦況を一変させる強烈なスキルだ。私とトレッド様が抵抗出来たのは、幸運以外の何者でもない。

            「やりすぎってことはないだろ。まあ、次はオオトリだから、もっと面白いものが見られるはずだぜ」

            「ちょっと、ロッド様。変なプレッシャーをかけるのはやめてくださいませ」

            　軽口を叩くロッド様にクレームを入れるクレア様。

            「でも、負けるつもりはないんだろ？」

            「それはもちろんですわ」

            「期待してるぞ。レイもな」

            　男臭い笑みを向けてくるロッド様。

            「はあ」

            「だから、不敬だと行ってるでしょ、レイ」

            　気のない返事をした私を、ミシャがたしなめた。でも、今回は許して欲しい。何せ次は――。

            「第十試合、クレア様対レイ」

            　クレア様と私の番なのだから。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「おーっほっほ！　わたくしが直々に引導を渡してあげますわ」

            　不敵に高笑いをするクレア様。

            「そうは行きませんが、たくさん遊びましょうね」

            　私はにこにこしながらそれに応じた。

            「遊び、ですって？　平民風情が、わたくしを簡単に倒せると思わないことですわ」

            「ふふ、頑張ってください」

            　そして簡単に挑発に乗るクレア様。うん、可愛いね。

            「両者準備はいいですか？」

            「よくってよ」

            「はい」

            「では、最終試合……始め！」

            　合図があったが、クレア様も私も動かなかった。お互いに、相手の出方を窺っている。普段の言動から先制を取りそうなクレア様だが、こと戦いにおいてクレア様はそこそこ冷静である。私が行かないのは、ただ少しでも長くクレア様と遊びたいだけだが。

            「来ませんの？」

            「クレア様こそ」

            「わたくしのは余裕というやつですわ」

            「そうですか」

            　流れる沈黙。

            「あなた、ホントに来ませんの？　勝負にならないじゃないですの」

            「や、私はクレアを眺めているだけでも幸せなので」

            「おちょくってますわね!?」

            　ムキーと地団駄を踏むクレア様である。

            「まあでも、こうしていても何ですし、私から」

            　しかたない。私はクレア様の方に片手を掲げた。

            「閉じろ」

            　声とともにクレア様の姿が突然現れた岩の中に消える。土属性の防壁の応用で、クレア様を閉じ込めたのだ。

            　だが、岩はすぐに内側から壊されてしまった。

            「ふん、こんなもの」

            　クレア様がぽんぽんとホコリを払いながら出てくる。岩はどろどろに溶解していた。クレア様の火属性魔法である。いくら土属性が火属性に弱いと言っても、岩石の融点は低くても七百度から八百度、高いものでは千二百度にもなる。炎の温度は普通千四百度を超えるとは言え、ずっとあぶり続けたわけでもないのに岩石を溶解させるのは至難の業だ。それを簡単に実現してしまうクレア様の魔法の火力は、疑いなく高いといえる。

            「ではさらに嫌がらせを」

            　私は魔法で小さな石の矢をいくつも作ると、クレア様にけしかけた。

            「無駄ですわ」

            　石矢はクレア様が展開した炎の防壁に、全て遮られてしまった。本来、堅い実体を持たない炎の防壁の防御力は高くない。なのに、石を瞬時に溶解させるほどの高温の防壁を展開するとは、さすがクレア様である。

            　クレア様の戦闘スタイルは、スタンダードな魔法使いタイプ――通称、紅蓮の女王である。炎を支配して自在に操ることからつけられたその戦闘スタイルは、攻めにも守りにも特化しない万能型である。

            「今度はこちらから行きますわよ」

            　クレア様はさっと片手を上げた。ウォータースライム戦でも見せた、特大の炎の槍である。地球における中世の騎士が使っていた馬上槍のような形をしている。


        






        





            　

            「貴族たるもの。魔法ですら芸術的にですわ」

            「さすがはクレアさま！　センスは別としてハイレベルな制御能力ですね！」

            「だまらっしゃい!?」

            　こほん、とクレア様一つ咳払いして、

            「消えなさい！」

            　なかなかに物騒なことを叫びながら炎槍を放った。私は土魔法の防壁を作ることで対応した。

            「おバカさん！　先ほど溶かしたのを忘れましたの!?」

            　勝利宣言とばかりに笑うクレア様だったが――。

            「!?　溶けない!?　なぜ……!?」

            　防壁は炎槍に溶かされることなく、私の身を守った。土属性の防壁というのは、この世界だと一般的に岩石で生成することが多いのだが、私が作り上げたのはタングステンカーバイドの防壁である。タングステンカーバイド――炭化タングステンとも言う。鋼の約二倍の強度を誇り、その融点は実に二千八百度にも達する。さすがのクレア様でも、これを溶かすのは無理だった。

            　この世界では科学があまり発達していないので、タングステンカーバイドなど知られていない。岩石の防壁でも普通の火属性魔法なら防ぐことが出来るので、それ以上を求められることはほとんどないのだ。タングステンの防壁は科学の発達した現代日本の知識を利用した、ちょっとしたズルである。

            「腐っても超適性ということですわね。でも、いくらでもやりようはありましてよ？」

            　クレア様はまた特大の炎槍を生成すると、明後日の方向に向けて放った。槍は私の方を大きく逸れて通過する。

            「曲がりなさい！」

            　炎槍が鋭く曲がり、私の背後に迫った。炎槍は火属性魔法の基本、炎の矢の発展系である。ただ飛ばすのは簡単だが、こうやって精緻に制御するのはなかなかに難しい。私はとっさに背後にもタングステンカーバイドの防壁を展開した。

            「弾けなさい！」

            　槍が防壁に衝突する直前で、クレア様が指を鳴らした。特大の炎槍は、無数の小さな炎弾となって防壁を回り込んできた。

            「とりましたわ！」

            　またも物騒なことを言うクレア様。しかし――。

            「はい、惜しい」

            　私は全方位から襲い来る炎弾を、瞬時に展開したタングステンカーバイドの弾丸で撃ち落とした。

            「おいおい、あそこから間に合うのかよ」

            　ロッド様の呆れ声が聞こえる。まあ、これもズルの一種で、私はクレア様がどういう戦い方をするかを熟知しているのだ。だから、クレア様は奇襲のつもりでも、大体先がなんとなく読める。

            「ぐぬぬ……。平民のくせに……」

            「あれ？　どうしました？　もう終わりですか？」

            「まさか」

            　クレア様はたくさんの炎弾を生成した。

            「ロッド様、ご無礼を」

            「あ？」

            　炎弾が私の周りに殺到する。私はそれを防壁で防いだ。

            「まだまだ！」

            　炎弾は途切れなく生成され続け、私の周りの防壁に次々と着弾しては炸裂する。

            「なるほどね」

            　ユー様が納得したような声を上げた。そう、これはロッド様の焔の軍勢のコピーだ。クレア様は適性こそ高いものの、さすがにロッド様ほどの魔力容量はないので完全なコピーは無理だが、一時的に真似をするだけなら造作もない。クレア様の狙いは、第九試合でロッド様が見せた酸欠戦法だろう。

            「じゃあ、こうかな」

            　防壁を私のごく近くから外側に移動させ、炎弾を押し返しつつ空間と酸素を確保する。さらにそのまま防壁を拡大し、回り込ませるようにクレア様を飲み込もうとした。

            「そうは行きませんわよ？」

            　初手で閉じ込められていたからか、クレア様は足を使って回避する。風魔法のブーストが使えなくても、クレア様の身体能力は女性にしてはかなり高い。文武両道のお嬢様なのである。

            「オレたちみたいな派手さはないが、玄人好みの見応えのある試合になったな」

            「そうですね」

            　ロッド様とミシャが完全に観客なセリフを言っている。

            「この……。生意気な」

            「さあ、クレア様。次は何を見せて頂けるんですか？」

            「調子に乗るんじゃなくてよ」

            　そういうとクレア様は両手を横へふわりと伸ばした。光る紋章が四つ生まれて、クレア様の周りに浮かぶ。クレア様のご実家、フランソワ家の紋章である。

            「平民相手にこれを使うことになろうとは……。光よ」

            　その言葉とともに、四つの紋章からそれぞれ熱線がほとばしった。私は咄嗟に防壁を展開しようとしたが、とても間に合わなかった。

            「今のは警告ですわ」

            　熱線は私のすぐ脇にそれて地面を焼く……どころか蒸発させていた。これがクレア様の切り札、マジックレイである。その正体は超高出力のビーム砲である。現実世界のビームとは異なり純粋に魔法的な存在であるが、それゆえに威力も現実のそれとは比べものにならない。瞬時に発生するため、見てから躱すのはほぼ不可能である。

            「わたくしでもそう何度も撃てるものではありません。でも、威力は分かりましたでしょう？　結界があるとはいえ、直撃したらただでは済みませんわよ？　降参なさいな」

            　クレア様が降伏勧告をしてくる。

            「うーん、そうですね。それもいいんですけど……」

            「けど？」

            「やっぱり悔しいので勝ちに行きます」

            　私はパチンと指を鳴らした。クレア様の足下の土が瞬時に消え失せる。

            「きゃあ！」

            　可愛らしい悲鳴を上げて、なすすべもなく落下するクレア様。クレア様が底まで落ちたのを確認すると、私はそのまま穴を二十メートルほど掘り下げた。

            「ちょっと！　こんな地味な魔法で！」

            「でも、有効ですよね？」

            　セイン様のように空中を移動できるのでもないかぎり、この落とし穴というものは意外なほどに対処法がない。炎属性で足場を形成するのは無理だし、ロケットの要領で垂直の推進力を得ようとしても、穴が狭ければ崩れて圧死してしまう。水属性であれば水を徐々にためて浮かぶことも出来るだろうが、それも穴を掘り下げるスピードを上回るのは困難だし下手すると溺れてしまう。極論、土属性か風魔法が使えないと、対抗する術がないのである。

            「認めませんわよ、こんな決着！」

            「じゃあ、脱出してみて下さい」

            「待ってなさい！　こんなもの魔法で穴を広げて――」

            「……諦めろ、クレア」

            　それまで一言も喋らなかったセイン様が口を開いた。

            「何を仰いますのセイン様。わたくしはまだ――」

            「……気づいていないのか。レイはお前の炎属性に有効な水属性の魔法を一度も使っていないんだぞ？」

            　クレア様の息をのむ声が聞こえた。うん。実は私、縛りプレイしてました。

            　火属性は水属性にめっぽう弱い。なので、水属性魔法を使えば、初手からクレア様を完封することは出来た。でも、それじゃあ面白くない。私の目的はクレア様と遊ぶことなのだから。

            　もっとも、ゲームのレイはこんなにすぐには魔法を使いこなせてなかったけど。

            「あなた……手加減していましたの？」

            「はい！」

            「くうぅぅぅ！　馬鹿にして……！」

            「で、クレア様、まだやります？」

            「当然ですわ！」

            　まだまだやる気のクレア様。クレア様はじりじりと火属性魔法で周囲の土を除去しているようだ。穴を窪地に変えることで脱出を試みているらしい。

            「クレア様、がんばれー」

            「ほんっとうに性格悪いですわね、あなた!?」

            　私はといえば、クレア様が除去した分だけ土を追加するだけの簡単なお仕事である。

            「ムキー！」

            「クレア様、申し訳ありませんがレフェリーストップとさせて頂きます。勝者、レイ」

            「お疲れ様でした」

            　というわけであっけない幕切れでクレア様と私の模擬戦は終わった。クレア様を地上に出してあげる。

            「わたくしは認めませんからね!?」

            　怒り心頭のクレア様は、土埃でよれよれになっていた。でも、そんなクレア様もいいと私は思う。綺麗なクレア様だけで満足出来るほど、私は初心者ではないのだ。

            　

            　

            　結局、学院騎士団試験に合格したのは、最後の三戦を戦ったロッド様、セイン様、ユー様、クレア様、ミシャ、私の六人だった。学院騎士団の証しである徽章を受け取って、この日の選抜試験はお開きとなった。

            　でも、私にはまだやることがある。

            「クーレーアーさーま！」

            「分かってますわよ。なんなりと仰いなさい」

            　勝負は私の勝ちなので、クレア様に一つお願いを聞いて貰える。何を頼むかは、すでに決めていた。

            「私の願いは、以前と同じです」

            「え？」

            「何があっても、諦めないでください」

            「ちょっと、どういうことですの？　それは前回お約束したでしょう」

            　確かにそうなのだが、これでいいのだ。

            「いいんです。同じで。もう一度約束して下さい」

            「構いませんけれど……。本当にそんなことでいいんですの？」

            「はい」

            「分かりましたわ。わたくし、クレア＝フランソワは、神に誓って諦めたりしません。いついかなる時も希望を捨てず、最後まであがき続けることを誓いますわ」

            「結構です」

            　これで本当の本当に試験は終わりだ。

            「クレア様、お腹がすきました。食堂に行きましょう」

            「あんな卑劣な勝ち方をしておいて、悪びれもしませんのね」

            「ありがとうございます！　頑張りました！」

            「褒めてませんわよ!?」

            　いつもの通りギャーギャー言い合う私たち。

            「ずっとそのままのクレア様でいてくださいね」

            「はあ？　何を突然」

            「いいえ、なんでも。さ、行きましょう、クレア様」

            「ちょっと！　気安く触るんじゃないですわよ、平民！」

            　今はまだ、クレア様は知らなくていいことだ。いずれは逃れられないことだとしても。

            　今日もクレア様を堪能した。明日もいっぱい愛でることにしよう。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　学院騎士団といえば聞こえはいいが、その実態は雑用係も兼ねている。この辺りは現代日本の生徒会と似たようなところがある。学院生から寄せられた苦情を、一つ一つ地味に処理していかなくてはならない。

            「最近、夜になると幽霊が出るんです」

            　そんな寄せられた苦情の中から、クレア様と私に振り当てられたものがこれだ。なんでも、夜になると学院女子寮で幽霊……もとい不審な人影が目撃されるようになったらしい。

            　私と組まされたことでクレア様はぶーぶー言っていたが、私がクレア様付きのメイドということもあって、ほぼ全会一致で可決された。クレア様は最後まで不服のようだったけど。

            　ちなみに今は目撃者に一人一人話を聞いているところである。こんな事件はゲームでも起きた覚えがないので、私としては興味津々だ。

            「そ、そうですの。へー……、ふーん……」

            　心なしかクレア様が動揺しているように見えるが、それは気にしない。目撃者の女学生にさらに話を聞く。

            「目撃場所はどの辺りですか？」

            「友だちが見たのは二階と三階の間の階段だったらしいんだけど、私が見たのは調理室ね」

            「まちまちなんですね。幽霊に特徴は？」

            　私はメモを取りながらさらに尋ねた。

            「そうね……。私、最初はそれを幽霊だって気づかなくて。不審に思って近づいたら、水を掛けられたわ」

            「み、水ですの？」

            「はい。学院の川で溺れ死んだ女の子の幽霊かもしれません」

            「ひっ」

            　クレア様が息をのんだ。

            「どうかしましたか、クレア様？」

            「な、なんでもありませんわ」

            　明らかになんでもなくはない様子だが、あえてツッコミはしない。

            「貴重なお話をありがとうございました」

            「絶対、退治してね」

            「……ごきげんよう」

            　お礼を言って目撃者の元を離れた。

            「次は現場に行ってみましょうか」

            「……あなた一人でいいのではなくって？」

            「何言ってるんですか。一人で手がかりを探すよりも、二人の方が効率がいいに決まってるじゃないですか」

            「そ、そうですわね……」

            　渋々、といった様子のクレア様と一緒に、調理室を目指して歩く。

            　勘のいい人はもうお分かりのことと思うが、クレア様はお化けが苦手なのだ。夏にはアンデッドハントという学院恒例の行事があるのだが、お化けをマジ怖がりするクレア様はかなり萌える。私だけかもしれないけど。そんな訳で、偶然とはいえオカルティックな苦情処理が回ってきたことに、クレア様は戦々恐々、私は狂喜乱舞しているという訳である。

            「ここですね」

            「鍵がかかってますわよ？　仕方ありませんわ。ここは後回しに――」

            「あ、借りてきました」

            「……そうですの」

            　昔ながらのシリンダー錠を開ける。様々な調理具が並ぶ調理室は、よく片付けられていた。うっすら甘い香りがする。お菓子でも焼いていたのかもしれない。

            　学院寮の調理室は主に学院生の個人的な趣味やちょっとお茶したいときなどに使われる。三度の食事には食堂が利用されるため、こちらが使われるのは例外的だ。貴族ならお付きの者が何か作るし、平民なら自分で調理する。まあ作るにしても、お茶菓子や軽食くらいだろうが。

            「クレア様は入り口付近を探して下さい。私は奥を見ます」

            「わたくしに指図するんじゃありませんわよ！」

            「じゃあ、クレア様が奥を見ますか？」

            「……仕方ありませんわね。譲ってあげますわ」

            　こんなときでも突っかかってこられるんだから、クレア様のツンぶりはなかなかのものである。

            　しばらく手分けして捜索していると――。

            「ひっ!?　平民！　あなた！　レイ！」

            　クレア様の悲鳴が聞こえた。

            「どうしました？」

            「あ……あれ……！　……って、どうしてあなた半笑いですの？」

            「あ、すいません。クレア様が可愛らしくてつい」

            「こんなときにふざけるんじゃありませんわよ。それよりあれですわ、あれ！」

            　クレア様が指さす先を見ると、何やらゲル状のものがこびりついていた。

            「何でしょう……。単なる汚れとも思えないですね」

            　私はサンプルを採取しようと手を近づけた。

            「触るんじゃありませんわよ！　何かあったらどうするんですの！」

            「あれ？　心配して下さるんですか？」

            「巻き込まれたくないんですの！」

            　ちぇっ、デレはお預けか。

            「仕方ないですね。分析科に回しましょう」

            　学院は教育施設だが、同時に最先端の研究施設でもある。この辺りは、現代日本の大学と立ち位置が近い。分析科は学院内にある施設の一つで、その名の通り対象を分析するところだ。以前は博物学的な立ち位置だったようだが、魔石が発見されてからは魔法的なものに分析対象が移っているらしい。中には魔物の分析をしている研究者もいるとか。

            「にしても、ここにはこれ以上の手がかりはなさそうですね」

            「早く出ましょう」

            「そうですね。夜にまた来ましょう」

            「……何ですって？」

            　クレア様が信じられないことを聞いた、という顔をした。

            「夜になったら、真相が分かるかもしれないじゃないですか」

            「で、でもですわね。本当に幽霊が出たらどうするんですの？」

            「捕まえるなり、退治するなりすればいいじゃないですか」

            　怯えるクレア様をいじって遊ぶ。

            「そ、そういうのは軍の仕事ではありませんの？」

            「モノホンのアンデッドならともかく、幽霊ごとき学院騎士団で十分ですよ。大体、幽霊なんているわけないじゃないですか」

            「そ、それはそうですけれど、さっきのゲル状物質のこともありますし……」

            「大丈夫ですって。私が守ってあげますよ」

            「馬鹿になさらないで下さる!?　自分の身ぐらい自分で守れますわ！」

            　お、段々元気になってきた。

            「それじゃあ、本番は夜ですね」

            「はあ……。どうしてあなたはそんなに楽しそうですの……」

            　

            　

            　そして夜〇時を回った頃、クレア様と私は連れだって再び調理室にやってきた。

            　鍵を開けて中に入る。

            「……何もいませんわね？」

            「そうみたいですね」

            「ほら、異常は何もありませんでしたわ。きっと幽霊は何かの見間違いだったんですのよ」

            「念のため、一晩は様子を見ましょう」

            「ここでですの!?」

            　クレア様が嘘でしょう、という顔をする。

            「大丈夫です。レーネに言って、寝具は用意して貰っています」

            　調理室の隅に布団が用意されていた。

            「最初からそのつもりだったんですわね？」

            「はい」

            　クレア様と疑似お泊まりデートである。

            「布団の用意をしますね」

            「ちょっと！　ホントにここで一夜を明かすつもりですの!?」

            「そうですよ？」

            　わたわたするクレア様を尻目に、私は布団を整えた。

            「はい、じゃあ寝ましょうか」

            「一枚しか敷いてないじゃありませんの！　ちゃんと二枚あるんですから、二枚敷きなさいな」

            「え？　だってそれだとクレア様と同じ布団で寝られないじゃないですか」

            「それでいいんですのよ！」

            「わがままだなあ」

            「わたくしですの!?　わたくしが間違ってますの!?」

            　仕方がないので二枚布団を用意した。

            「クレア様は先に布団に入っていて下さいな」

            「あなたはどうするんですの？」

            「私はちょっと夜食でもと思いまして」

            　キッチンの使用許可は取ってある。私は材料を取り出して計量を始めた。

            「……あなた、料理も出来ましたのね」

            「平民なら当たり前のことですよ」

            「……そうですわね」

            「でも、最近は新しいレシピに挑戦したりしてるんです。それがけっこう、面白くて」

            「そうなんですの。平民らしい趣味ですこと」

            　何ごとも起きないのでいつもの調子が戻ってきたのか、クレア様がそんなことを言う。

            「……って、あなたいつも私の側に仕えているじゃありませんの。いつ料理をしてるんですの？」

            「夜中にこっそりと、ですね」

            「ああ、そうなんです……の……？」

            　そこでクレア様の表情が固まった。

            「夜中に……調理室で？」

            「はい」

            「まさか……。調理室の幽霊って……？」

            「はい、私のことだと思います！」

            「帰りますわ！」

            　布団をほっぽり出して自室に帰ろうとするクレア様。それを青い物体が遮った。

            「ひっ！　で、出たー！」

            「よく見て下さい、クレア様。レレアですよ」

            「え……？」

            　ふるりと震えて自分をアピールするレレア。調理している間はレレアの相手が出来ないので、鞄から出して自由にさせているのだ。

            「それじゃあ、あのゲルの正体も？」

            「はい、レレアだと思います」

            「……本当に人騒がせな飼い主とペットですこと」

            　うんざりした顔でクレア様はうめいた。

            「黙っていたのは謝ります。お詫びにこちらを召し上がって下さいな」

            　私は完成した料理を差し出した。

            「これは？」

            「新作のお菓子です。クレア様のお口に合うといいのですが」

            「何を言ってますの。わたくしの口に合うものなんて、それこそブルーメクラスでなければ到底――」

            　そう言いながらも一口食べてくれるクレア様。まあ、味見してこき下ろそうとしてるかもしれないけども。

            「!?　美味しいですわ!?　なんですのこれ。ケーキのようで中にとろっとしたものが……」

            「フォンダン・オ・ショコラという料理です。チョコレートケーキのなかに、温かくとろかしたチョコレートが入っています」

            「チョコレートはブルーメでも最近始めたばかりの最先端のお菓子ですわ。それを応用したお菓子が作れるなんて……あなた本当に何者ですの？」

            　クレア様がまたうさんくさいものを見るような目で私を見た。つり目がちな目がチャーミングですね。

            「何者って、クレア様の愛の奴隷ですけど？」

            「だからそういう冗談で誤魔化すんじゃありませんわよ！」

            「まあまあ。冷めると美味しくないお菓子なんで、早めにお召し上がり下さいな。今、お茶も入れます」

            「全く……。でも、このお菓子は素敵ですわ。褒めて差し上げます」

            「ありがとうございます」

            　甘い香りの中で、クレア様とティータイムを共にした。その後はなんやかんやとりとめもないことを話しながら、結局、調理室で眠りについた。

            「やったぜ、お泊まりデート大成功」

            　眠りの中にいるクレア様を見ながら、私は小さくガッツポーズをした。

            「……うるさいですわね……むにゃむにゃ」

            　クレア様の寝顔は天使でしたまる。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「創立記念祭……ですか？」

            「そうだ」

            　私の聞き返しに、団長のローレック様が頷いた。

            　私をはじめとして皆が集まっているのは学院騎士団の会議室である。広さは現代日本における小学校の教室ほど。事務用の机と椅子がおかれ、壁の本棚には書類やマニュアルが並んでいる。

            　ローレック様が座っているのは団長用の椅子だが、別に特別豪華であるとか一番上座であるとかいうことはない。上座は王子であるロッド様たちが座っている。この辺りは貴族の子女が通う学校らしいと言えそうだ。誰がどこに座るかはなんとなくで決まっている。ちなみに私は当然クレア様の隣である。もちろん、嫌がられたけど。

            　創立記念祭という単語を聞いて、そういえばそんな時期かと私はゲームの内容を思い出していた。王立学院の創立記念日に開かれるこのイベントは、日本の学校でいえば文化祭のようなものだ。各教室がそれぞれ出し物をし、外部からやって来る客をもてなすというのが基本スタイルである。妙なところで日本の学校みたいなところがあるのは、やはり日本のゲーム会社が作ったゲームだからか。

            「しばらくは出し物の申請認可や備品の貸し出し手続きなど、記念祭の準備で忙しくなることと思う。各自、仕事を割り振るので分からないことがあれば聞くように」

            　そう言って、ローレック様は私たちに仕事を割り当てて行った。

            「なあ、団長。オレら学院騎士団も出し物をするんだよな？」

            　各自が何をするかが一通り決まったあと、ロッド様がそんなことを言った。

            「はい。例年通りであれば、喫茶店ですな」

            「ただの喫茶店じゃつまらないだろ。なんか変わったことしようぜ」

            　ロッド様の悪い癖が出た。この人は本当に退屈が嫌いだな。

            「そうは言っても、何をする気なの、ロッド兄さん？」

            「……普通でいいと思うが」

            　こちらはちょっと興味がありそうなユー様と、面倒くさそうなセイン様である。

            「王都では男女逆転カフェなんていうものが流行ってるらしい。どうだ？　オレたちもそれでいかないか？」

            「男女逆転カフェってどんなものなんですか？」

            　不穏な単語に、ミシャが尋ねる。

            「簡単なことだ。男は女装して、女は男装して給仕するんだ。衣装を変更するだけなのに、普通にやるよりずっと面白いだろ？」

            　どうだ、とロッド様は目を輝かせた。

            「どうだ……って仰いますけれど、ロッド様も女装するんですのよ？　その……許されますの？　王族的に」

            　そんなフリーダムが許されるのか、と訊くクレア様。

            「バレなきゃいいんだよ、バレなきゃ」

            　ロッド様はそう言ってあっけらかんと笑い飛ばした。

            「女性の男装はともかく、男性の女装は見るに堪えないと思いま……す……わ……？」

            　クレア様が懸念を口にするけど――。

            「……いえ、意外といけるかもしれませんわね？」

            　王子様方の容姿を鑑みて、考えを改めたらしい。三王子は性格はともかくみんな美形である。女装してもそれほど違和感はないだろう。

            「私たちもいるのですが……。なあ、ランバー……ト？」

            　ローレック団長が渋い顔で、横にいる男性に意見を求めたが、途中から難しい顔になってしまった。ランバートと呼ばれたその男性は、はしばみ色の髪と瞳をした美青年だったからである。学院騎士団の入団試験の時、筆記試験のテスト用紙を配っていた人だ。この人も、女装に違和感がなさそうである。

            　ランバート＝オルソー様。そのファミリーネームが示すとおり、このランバート様はオルソー商会の長男、つまりレーネのお兄様である。レーネはメイドとしてクレア様の下で働いているが、ランバート様は奨学生として学院に入学している。彼本人の魔法力もさることながら、魔道具の発明と調整において特別な才能を有しているのだ。

            　ランバート様は魔物を制御する魔道具というものの研究をしていて、魔物に怯えるこの世界ではちょっとした有名人である。頭もかなり切れる人で、今は学院騎士団の副団長の地位に就いている。その功績を考えれば、家柄さえ貴族であったなら団長であってもおかしくはない。

            「なんてことだ……。笑いものになるのは、私だけじゃないか」

            　頭を抱えるローレック様。イキロ、そなたはびゅーてぃふぉー……ではないな。いや、ローレック様もイケメンには違いないのだ。ただ、イケメンにも種類があって、ローレック様は他の人たちと違って男くさいソース顔なのである。女装はちょっと厳しいかもしれない。

            「じゃあ、異論はないな？」

            　ローレック様のことは綺麗に無視して、ロッド様が話をまとめ始めた。

            「僕は別に構わないよ」

            「……皆がいいなら、それでいい」

            　ユー様は普通に賛成、セイン様は消極的賛成のようだ。

            「私も別に反対意見はありません」

            　ミシャも消極的賛成。

            「わたくしも別に構いま――」

            「クレア様の男装……尊い……」

            「……やっぱり反対に一票で」

            　素直な気持ちを表現したのに、クレア様に反対されてしまった。解せぬ。

            　その他のメンバーも特に反対はなさそうだった。

            「いや……私は反対なんですが……」

            「諦めましょう、団長」

            　ローレック様のささやかな反抗は、ランバート様に慰められただけで終わった。

            「じゃあ、決まりだな。今年の学院騎士団は男女逆転喫茶『キャバリアー』だ」

            「キャバリアー？」

            「学院騎士団の正式名称だよ。キャバリアーというのは、騎士という意味なんだ」

            　響きが仰々しいから誰も使わないけどね、とランバート様が教えてくれた。そういえば学生時代に教養の先生がナイトとの違いを教えてくれた気がする。確か――。

            「上品さを保ちながらも無鉄砲で呑気くらいのニュアンスがあるんでしたっけ？」

            「間違ってはいないけど、出来れば、無鉄砲でも呑気でも、上品であれくらいの語順にして欲しいかな」

            　ランバート様に苦笑された。語順を入れ替えるだけで随分印象が変わるものだ。

            　まあ、それはともかく。

            「ということは、クレア様はキャバリアーのお嬢様。つまり、キャバ嬢ですね！」

            「何を言っているのかわかりませんけれど、それは絶対に褒めてませんわよね？」

            「すっごい褒めてます！　私だったら毎日指名します！」

            「だから何の話ですの!?」

            　この世界に当然キャバレーなどない。似たようなものはあるのだろうが。

            「クレア様、盛り髪にしましょう！」

            「何ですの、その盛り髪って」

            「キャバ嬢のみに許された特別な髪型です！」

            「特別……？　ふ、ふん！　まあいいですわ。特別にして上げてもよくってよ」

            　さすがちょろインである。

            　今日の会議はひとまずそれだけで終わったので、夕食を済ませてクレア様の部屋に戻った。

            「何をするの、レイちゃん」

            「クレア様をキャバ嬢にしようと思って」

            「？」

            「ではクレア様、ちょっと失礼しますよ？」

            　クレア様の髪をアップに盛っていく。金属のヘアピンをふんだんに使えるのは、さすが貴族のご令嬢といったところか。

            「へー、こんな風になるんだ？」

            「うん。後ろ髪の半分で土台を作って、そこにピンでどんどん留めていく感じだね」

            　レーネは髪上げに興味があるようで、熱心に質問をぶつけてきた。私も専門家ではないから詳しいことは分からないけど、分かることには積極的に答えた。難しいのは多分、ピン打ちである。

            「クレア様の髪型が縦ドリルでよかったです。くるくるさせるのが一番時間がかかるので」

            「それはレーネのお手柄ですわね」

            「恐縮です」

            　そんなこんなで完成である。

            「出来ました」

            「わー、クレア様、素敵です」

            「へえ……。なかなか悪くないじゃありませんの」

            　姿見の前で髪の両サイドを確認しながら、クレア様も満足げである。

            「凄いですね、クレア様！　どこからどう見てもキャバ嬢です！」

            「そ、そうですの……？」

            　褒められていると勘違いしたクレア様は得意げである。本当の意味を教えたら、絶対怒るだろうなあ。

            「クレア様。しばらくこの髪型にされますか？」

            　レーネが何気なく尋ねた。すると、それまで喜んでいたクレア様は少し沈んだ調子で答えた。

            「……いえ、いつもの髪型で結構ですわ。レーネ、お願いします」

            「そうですか。かしこまりました」

            　レーネはそれに気づいたのか気づかないフリをしたのか、いつもの調子で柔らかく答えた。

            　クレア様のくるくるカールは、実は亡きお母様の影響なのである。お母様もくるくるカールの髪型で、クレア様はそれをずっと真似し続けているのだ。クレア様、実はちょっぴり本来の意味でのマザーコンプレックスがあったりする。

            「そんな所も好きですよ！」

            「貴女は唐突に何を言ってますの……？」

            「いえ、ちょっと愛が溢れてしまって」

            「……もういいから、あなたは部屋にお戻りなさいな」

            　呆れたように言われてしまったので、仕方なく言うとおりにする。

            「あ、クレア様」

            「何ですの？」

            　これだけは言っておかないと。

            「男装、楽しみにしてます！」

            「早くお帰りなさいな！」

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「……うーん……」

            「どうしましたの、レーネ？」

            　記念祭に向けてドタバタしている午後、クレア様、ミシャ、私の学院騎士団一年生女子三人組とレーネは女子寮の調理室にいた。何をしているかというと、男女逆転カフェで出す軽食のレシピを考えているところだ。男性陣がなぜいないかというと、これは別に男尊女卑なわけではなく、王子様たちは料理などしたことがないので戦力にならないからである。いや、それでも顔ぐらい出せばいいとは思うけどね。

            「……この味付け、どこかで食べた覚えがあるんですよね」

            「そうですの？　まあ、平民にしては美味しいものを作ると思いますけれど」

            　作りやすいものをということで、手始めに私が手軽にバリエーションを変えられるサンドイッチを作ってみた。まず一つ目ということでオーソドックスな玉子サンドを出したのだが、冒頭のレーネの発言はそれを食べての感想である。

            「私、レーネにご飯作って上げたことあったっけ？」

            「ううん、ないはず。でも、このサンドイッチのとろっとしたソースは凄く印象的でどこかで食べた覚えがあるんだよね」

            　あ、しまった。

            「ああ、これはきっとマヨネーズというやつですわね」

            「ご存じなんですか、クレア様？」

            　得意顔で言うクレア様に、ミシャが尋ねた。

            「最近ブルーメで発表された新しいソースですわ。まろやかなコクとほどよい酸味が特徴の素敵なソースですの」

            「そんなものをどうしてレイちゃんが？」

            　レーネが不思議そうな視線を送ってくる。これはうかつだった。前世の癖で、玉子サンドにはこれだろうと何も考えずに使ってしまった。

            「あー、えっと。偶然、似たようなものが作れただけだよ」

            「そうなの？」

            「そうそう」

            　私は必死に誤魔化した。

            　勘の良い方ならとっくの昔にお気づきだと思うが、ブルーメにチョコレートやマヨネーズのレシピを提供したのは私である。リンスの製法で一財産の計画は挫折したものの、そこは中世ヨーロッパ風の世界への転生だ。地球の知識を売るのは基本である。

            　クレア様のメイドとして働いたお給金も決して安くはない。けど、フルコースの値段が平民の半年の給料に相当するような、高級料理店へレシピを売ることの見返りはずっとずっと大きい。

            　どうしてお金を貯めているのかといえば、将来に備えてである。ゲームのままの未来を辿るとするなら、クレア様はよくて没落、ややもすれば死罪という結末が待っている。それは絶対に阻止したい。そのためにはお金が必要なのだ。さらに言えば、理由があってお金の使い道は悟られるわけにはいかない。ゆえに、私がブルーメ関係者だということは秘密なのである。

            「次ね。サンドイッチの他のバリエーションということで、ちょっとどっしりしたものも作ってみたよ」

            　話を誤魔化しがてら、次に作ったのはローストビーフのサンドイッチである。薄切りの野菜にバジルのソースを添えてみた。隠し味にちょっぴり辛子を使っている。

            「これも美味しいわ。さっきの玉子サンドも素朴でよかったけど、これは少し豪華さがあるわね」

            「平民にしてはいい仕事をしてますわ」

            「ありがとうございます」

            　ミシャとクレア様には好評である。その他にもハムサンドや野菜サンドなども提案してみたのだが、どれも二人の反応は好感触だった。ところが、レーネはまた難しい顔をしている。

            「どうしたの、レーネ？」

            「レイちゃん、ちょっと来て」

            　何か内緒の話があるらしく、二人して調理室をいったん出た。

            「ここ最近のブルーメの新作って、レイちゃんの仕業でしょ？」

            　あ、やばいやつだこれ。

            「そんなわけないない。さっきも言ったでしょ。マヨネーズのことなら偶然だって」

            「それだけじゃないよ。全体の料理の雰囲気がブルーメのそれと凄く似てる」

            　レーネは重ねて言ってきた。私と違ってレーネは、ブルーメの料理をクレア様にごちそうになったことがあるらしい。

            「気のせいだってば」

            「隠し味にぴりっとしたものを使ってたよね？　あれって東方の国で使われてるっていう辛子でしょ？　前にクレア様が仰ってたわ」

            「私もクレア様から聞いたんだよ」

            　あくまで誤魔化すつもりの私である。ところが、レーネはさらに食い下がってきた。

            「玉子サンドと野菜サンドだってそう。玉子の潰し方は偏執的なくらい丁寧なのに、野菜の切り方は結構ざっくり」

            「それのどこが変なの？」

            「手間を掛ける部分と、簡素に仕上げる部分がブルーメのレシピと同じなんだよ」

            　どきっとした。既存のレシピについてもあれこれ口を出したことはある。でも、そんな細かいところまで気づかないよ、普通。なんだなんだ、レーネは海原○山だったのか？

            「じゃあ、あのローストビーフの火の通し方は？　これまでの常識では、肉には完全に火を通すのが当たり前だったけど、あのローストビーフはレアだったでしょ？」

            　ああ、それは違う。

            「あれはレアじゃないよ。ロゼっていうの。作りたては薄ピンクなんだけど、肉の中のヘモグロビンが時間の経過と共に肉の色を変化させて――」

            「ほら、やっぱり。そんな知識、普通の人は知らないよ」

            「あ」

            　調子に乗って喋ったら、見事に引っかかってしまった。おのれレーネ、やってくれる。

            「どうして隠す必要があるの？　ブルーメにレシピを提供しているなんて、凄いことだと思うんだけど」

            　結構しつこく追求してきた割に、そのことを無理矢理おおっぴらにする気は無いようで、私は安心した。レーネになら話してもいいかな。先々のこともあるし。

            「認めるよ。確かに私はブルーメにレシピを提供してる」

            「やっぱりそうだよね」

            「でも、そのことは皆には内緒にして欲しいの」

            「どうして？」

            　純粋に不思議なようで、レーネは可愛らしく首をかしげた。

            「詳しくは言えないけど、クレア様のためなの」

            「クレア様の？」

            「うん。お願い、黙っててくれる？」

            「それはいいけど」

            　黙っている意味が分からない、という顔だ。

            「私にも秘密があるんだよ。レーネにもあるように」

            「!?　な、なんのこと？」

            「なんだろうね？」

            　私ははぐらかしつつレーネを牽制した。レーネは警戒するように少し真面目な顔をしていたが、こちらも無理に公にするつもりがないことが伝わったのか、

            「仕方ないね。黙っててあげる」

            　と、表情を緩めた。

            「ありがとう」

            「その代わり、私にもなにかレシピを教えてよ。クレア様に作って上げたいの」

            「いいよ。こんなものがいい、とか要望はある？」

            「うーん。お茶菓子になるようなものがいいなあ」

            　お茶菓子になって、それなりに物珍しそうなものか。

            「分かった。じゃあ、夜にまた調理室に来てよ。レシピを教えるから」

            「ありがとう。立ち入りの許可取っておくね」

            　レーネは学院生ではなくクレア様のメイドなので、クレア様と一緒かあるいは一人なら許可を得ないと、門限の後は学院寮に入れないのだ。

            「ふふ、夜が楽しみ」

            「ちょっとあなたたち。主を放っておいて、何を話してますのよ」

            　しびれを切らしたのか心配してくれたのか、クレア様が調理室から出てきた。

            「秘密のお話です。ね、レイ？」

            「そういうことです」

            「……なんか面白くありませんわね」

            　素直に混ぜて欲しいとは言えないのがクレア様である。

            「じゃあ、レーネ。夜にね」

            「うん」

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「それで、なんでクレア様が一緒なの？」

            「どうしても付いてくるって聞いて下さらなかったの」

            　約束の時間になって現れたレーネは、クレア様を連れていた。

            「何か作るのでしょう？　わたくしが味見して差し上げますわ」

            　部屋着姿のクレア様はあくびをかみ殺しながらそう言った。健康優良児なクレア様は、普段ならとっくにベッドに入っている時間である。


        






        





            　

            「ちょっとレーネ。クレア様には内緒って言ったじゃない」

            「ごめんなさい。誤魔化しきれなかったの」

            　クレア様からちょっと離れて二人でこそこそ話す。まあ、私がブルーメの関係者だって知られなければいいか。

            「クレア様、起きてられます？」

            「子どもじゃないのですから、夜更かしくらいします」

            「じゃあ、クレア様はあちらの椅子にどうぞ」

            　クレア様のために観覧席を用意する。上着を脱いで、腰掛けたクレア様にかけた。

            「？」

            「春とはいえ、夜は冷えますから」

            「……ふん」

            　面白くもなさそうにそっぽを向いたクレア様だが、やはり寒いのだろう。上着は振り払われなかった。

            「それじゃ始めるよ、レーネ」

            「うん」

            「今日作るのはクリームブリュレっていうお菓子だよ。レーネはプリンは作れるよね？」

            「ええ」

            　それなら多分、大きく躓くところはないな。

            「まず、小鍋に牛乳と生クリームを入れるよ。バニラビーンズを加えたら、鍋を火にかけてひと煮立ち」

            　バニラビーンズはさやごとで構わないが、少し刻んでもいい。

            「牛乳だけじゃなくて生クリームも使うんだね」

            「うん。そこは普通のカスタードクリームとはちょっと違うよ」

            　すぐに違いに気がつく辺り、さすがメイドを長く続けてるだけのことはある。

            「別のボウルに卵黄と砂糖を入れて、泡立て器でよく混ぜる。さっきの鍋のクリームを加えてさらに混ぜて、ザルでこして別のボウルに移す。そしたら、ボウルの底を氷水にあてて混ぜながら粗熱をとる」

            　ここまではいいかなとレーネに確認を取ったところ、大丈夫との返事が返ってきた。レーネは几帳面にメモを取りながら手を動かしている。余談だが、この世界において紙は貴重品である。いかにレーネがこのレシピに入れ込んでいるかが分かるというものだろう。

            「ココットに流し入れて、百度に予熱したオーブンで七十分くらい焼く。ブリュレをゆらしてみて、中央がぷるっとゆれるくらいが焼き上がりかな。粗熱をとって、できれば冷蔵庫でしっかり冷やして」

            　ここまで出来れば、ブリュレはほぼ八割方出来上がったと言っていい。

            「材料は微妙に違ったけど、これってほとんどプリンだね？」

            「レーネ。ここからが重要なんだよ。よく見てて」

            　あとはクリームブリュレの要であるカラメル層を作るだけなのだが、この時代にバーナーなんて便利なものがあるはずもない。オーブンを使う手もあるが、もっといい方法があるのだ。私は砂糖と洋酒を取り出した。

            「食べる直前に表面に砂糖をまんべんなくまぶして、さらにお酒を振りかける。お酒は出来るだけ度数の高いヤツがいいかな」

            　私はマッチを取り出して火をつけると、ブリュレの表面に近づけた。炎が上がる。

            「火、火が付いてますわよ!?」

            「落ち着いて下さい、クレア様。これはフランベという料理の技法です」

            　慌てたクレア様を宥める。火属性魔法使いの割に、火に敏感だね。あるいは、炎使いだからこそ、炎の怖さをよく知っているということなのかもしれない。

            「一度冷まして、同じ作業をもう一度繰り返すとより美味しく出来るよ。後は冷まして完成」

            　ココットをクレア様の前に差し出した。

            「ではクレア様、味見をどうぞ。レーネも食べてみて？」

            「……い、いただきますわ」

            「頂きます」

            　フランベを見た後だからか、クレア様がおずおずとスプーンを伸ばす。と、そのスプーンが跳ね返される。

            「表面がカチカチですわ」

            「カラメルになってるんです。スプーンで割って、クリームと一緒に召し上がって下さい」

            　クレア様が慎重にスプーンで叩くと、カラメル層は簡単に割れた。クリームと一緒にすくって、口へ運ぶ。

            「！　これは――！」

            「美味しい！　これ、とっても美味しいよ、レイちゃん！」

            「よかった」

            　自分でも一口食べてみる。うん、まあまあの出来だ。

            「普通のプリンよりも濃厚でしっとりしてますのね。表面のカリカリしたところも美味しいですわ」

            「このカリカリがたまりませんよね。仕上げの方法……フランベだっけ？　あれも人目を引くし、面白い料理ですよね」

            「火属性魔法が使えるクレア様なら、普通に火であぶってしまえばいいんですけどね」

            「自分で作るなんて考えられませんわ。料理はレーネとあなたに任せます」

            　そこはやはり貴族のお嬢様なんだなあ。でも、そんな憎まれ口を叩きながら、夢中で食べてる姿は普通の女の子だなあ。あー、可愛いぞ、こんにゃろ。

            「レーネ、分からないところはない？」

            「うん、大丈夫だと思う。ありがと、レイちゃん」

            「どういたしまして。あとこれを渡しておくよ」

            「？」

            　私は紙のメモを渡した。内容をあらためたレーネがびっくりした顔をする。

            「これ、マヨネーズの！」

            「しーっ！　クレア様に気づかれないように」

            「いいの？」

            「うん。でも、私が許可するまでは作らないで」

            「？」

            　レーネが怪訝な顔をした。無理もない。私だって自分の言動を客観的に見たら、何してるんだろうと思う。

            「これはね、保険なの」

            「保険？」

            「いずれ意味が分かるよ」

            「……よく分からないけど、大事にしまっておくね」

            「出来れば、暗記してメモは処分して欲しい」

            「分かったよ」

            　と、話がまとまったところでクレア様がブリュレを食べ終えた。

            「もう一個食べたいですわ。作りなさい」

            「クレア様。こんな真夜中に甘いものをたくさん食べたら太りますよ？」

            　レーネがもっともなことを言う。

            「もう一個くらいいいじゃないですの。明日からまた節制しますわ」

            「でも……」

            「いいから作りなさい。命令ですわ」

            　わがままぶりを発揮するクレア様に、レーネが眉尻を下げて困っている。

            「いいじゃない、レーネ」

            「でも、クレア様のスタイルが変わったりしたら、旦那様に顔向け出来ないよ」

            「一日くらい大丈夫だよ。なんならこの後、夜の運動するから。クレア様の部屋で」

            「しませんわよ？」

            　クレア様の氷点下のまなざしが心地よい。

            「ああ、私の部屋がいいですか？」

            「そういう意味じゃありませんわ！」

            　どういう意味か分かっているらしい。クレア様ったら耳年増だこと。

            「まあ、レーネ。練習だと思って、もう一回おさらいしてみよう」

            「分かった。クレア様、明日はお食事軽めにして下さいね？」

            「いいから早く作りなさいな」

            　そんなこんなでもう一回、クリームブリュレを作った。レーネの作ったブリュレは初めてとは思えないほど上手な仕上がりだった。フランベの時、ちょっとやけどしてたけど。

            「治してあげるから、手を出して」

            「いいよ、これくらい。塗り薬ならあるから」

            「私が治したいの」

            　そう言って私はやや強引にレーネの手を取り、やけどを癒やした。

            「ありがとう」

            「お礼なんていいってば。女の子の指にやけどがあるなんて許せないだけだから」

            　私なりの美学というやつである。水魔法に適性があってよかった。

            「……仲がいいですわね」

            　クレア様が面白くもなさそうに呟いたのを、私は聞き逃さなかった。

            「嫉妬ですねクレア様！　やー、困っちゃったなあ」

            「違いますわよ！　図に乗るんじゃありませんわ、平民」

            「あらあら」

            　私がいつものようにからかい、クレア様がキレ、それをレーネが見守っている。なんでもない、でも幸せな日常だ。私はこんな日々をいつまでも続けていたいと思った。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「というわけで、レーネにサービスの講師をして貰います」

            「レーネと申します。よろしくお願いしますね」

            　私が紹介すると、レーネは柔らかく笑って頭を下げた。騎士団の皆が少し戸惑いがちに、それでも拍手で迎える。

            　若干一人を除いて。

            「ちょっと平民。なに人の使用人を勝手に使っていますの」

            　クレア様が立ち上がって突っかかってきた。

            「いや、これはオレが頼んだんだ」

            「ロッド様……」

            　取りなす言葉に、クレア様の口調が弱まる。

            　ロッド様からは今度やる男女逆転カフェに備えて、接客や調理について詳しい人間を紹介して欲しいと頼まれていたのだ。そこで私が白羽の矢を立てたのがレーネである。長年メイドとしてクレア様という難しい人物に仕え続けてきた彼女ならば、講師には十分であると考えたのだ。

            「それなら……仕方ありませんけれど」

            　渋々、といった様子でクレア様は席に座った。

            「じゃあ、お願いね、レーネ」

            「うん」

            　レーネはにこっと笑うと皆を見回して続けた。

            「皆さんに接客や調理を教える前に、お願いがあります」

            「うん？　何かな？」

            　ユー様がのんびりと聞き返した。

            「皆様とは違って私は平民です。中には平民の学院騎士団員の方もいらっしゃるようですが、それでもやはり選抜試験をくぐり抜けた精鋭の方ばかりです。私のようなものに教えを請うということに抵抗がある方も多いのではないでしょうか」

            　それはそうかもしれない。貴族のメンバーは平民からものを教わるというような機会はほとんどなかっただろう。平民にしたって、学院騎士団になるくらいなら、それなりにプライドはあるのかもしれない。私にはかけらもないが。

            「……それがどうしたんだ？」

            　セイン様がレーネに先を促した。

            「ご無礼は承知の上ですが、教えるからには王族、貴族、平民の区別を無くして頂きたいのです。そんなものにこだわっていては、接客など出来ませんから」

            「ふむ、いいだろう。構わないよな？」

            　ロッド様がいいと言うなら、それに刃向かう貴族はいないだろう。平民は言わずもがなである。

            「ありがとうございます。それでは、これから記念祭当日まで、私のことは先生と呼んで下さい」

            　レーネの言葉に、会議室が一瞬ざわめいた。そこまでする必要があるのか、という反応だ。

            「レーネ、あなた調子に乗るんじゃありま――」

            「レーネ先生、です」

            　クレア様の険のある言葉を穏やかに遮ったレーネの言葉は、柔らかくはあったもののどこか有無を言わせない響きを帯びていた。

            「な、な……」

            「クレア様、呼んでみて下さい。さん、はい？」

            「ぐっ……」

            「ふはは！　こいつは面白い。クレア、呼んでやれ」

            　どうもロッド様のツボに入ったようで、完全に面白がっている。

            「くっ……。レーネ……先生」

            「声が小さいです」

            「この……！」

            「ふふ……。クレア、ダメだよ？」

            　気色ばもうとしたクレア様を、ユー様の声が抑える。

            「……レーネ先生」

            「よく出来ました、クレア様。その調子でお願いします」

            「あなた、後で覚えておきなさいよ……」

            　色々言いたいのをなんとか飲み込んでいる様子のクレア様である。まあ、本当に後で色々言うつもりだろうけど、レーネは覚悟の上だろう。

            「それでレーネ先生、何から覚えればいいのかしら？」

            　ミシャが問うた。適応力が高いというか、もともと身分にこだわるような人ではないために、レーネを先生と呼ぶことに特に抵抗はないようだ。

            「まずは心構えからですね。メイド道の基本精神はなんだと思いますか？」

            「メ、メイド道……？」

            　なにやら言い出したレーネに、クレア様が怪訝な声を上げた。

            「そうです。私がみなさんに教えるのは、メイド道です」

            　柔らかい微笑みを保ったままさらっと言いのけたレーネは、なんだかいつもと雰囲気が違った。端的に言って、なんか怖い。

            「いいですか。メイド道というものは非常に奥深いものです。本来であれば一週間かそこらで極められるものでは到底ありません」

            「いえ、わたくしたちメイド道なんてものを極めるつもりは――」

            「しかーし！」

            　クレア様の言うことを遮って大声を上げるレーネ。やっぱり怖い。

            「皆さんのような貴族や平民の代表にも、献身と奉仕の素晴らしさを伝えたい。その一心で私はここにいます」

            　レーネの後ろにめらめらと燃える炎を幻視した。やばい、レーネってば絶対変なスイッチが入ってる。

            「そう。献身と奉仕……これがメイド道の本質です。みなさんには馴染みのないものかと思いますが、これは世界平和にすら繋がる重要な概念です」

            　語りにも熱が入っている。レーネの熱弁は、そのまま一時間に及んだ。

            　

            　

            「――というわけで、そろそろみなさんにもメイド道の端緒を理解して頂けたと思います」

            「はい、レーネ先生」

            「いい返事です、クレア様。それではおさらいです。メイド道の本質は何ですか？」

            「献身と奉仕です、レーネ先生」

            「その通りです。よく出来ました」

            「ありがとうございます、レーネ先生」

            　数分前から、クレア様の様子がどこかおかしい。まるで何かに取り憑かれたように機械的で平坦な口調になっている。目からもハイライトが消えてるし。

            　それはクレア様に限ったことではなく――。

            「では、ロッド様。メイド道の基本は何から始まりますか？」

            「挨拶です、レーネ先生」

            「よろしい。では、声に出してみましょうか、みなさんご一緒に」

            「「「「「お帰りなさいませ、ご主人様」」」」」

            「声が小さい！」

            「「「「「お帰りなさいませ、ご主人様！！！」」」」」

            「そうです。みなさん、段々分かってきましたね。先生はとても嬉しいです」

            　そう言って満足げに微笑むレーネ。おかしいな。いつからここは洗脳会場になったんだろう。まるで怪しげな宗教団体かブラック企業の新人研修のようだ。

            「あの、レーネ？」

            「レーネ先生、です」

            「レーネ先生、なんかおかしな方向に行ってない？」

            「そんなことはありません。私は純粋にメイド道の素晴らしさを理解して頂こうと思っているだけです」

            「そ、そう……」

            「はい、レイちゃんも声を出して。お帰りなさいませ、ご主人様？」

            「お……お帰りなさいませ、ご主人様」

            　だめだ。今、この場は完全にレーネの支配下にある。まあ、みんなもここを出れば正気に戻るだろう……戻るよね？

            「メイド道の基本は？」

            「「「「「献身と奉仕！！！」」」」」

            「挨拶はきちんと？」

            「「「「「お帰りなさいませ、ご主人様！！！」」」」」

            　誰か助けて。

            　

            　

            「……酷い目に遭いましたわ」

            　メイド道洗脳研修が終わった後、自室にたどり着いたクレア様はげっそりしていた。

            「申し訳ありません。つい、熱が入ってしまいまして」

            　レーネはたははと人の良さそうな微笑みを浮かべているが、クレア様は微妙に距離を取っている。レーネよりも私に近いなんて、これまでにはなかったことだ。

            「怒る気力もありませんわ……。レーネ、あなたにあんな一面があったなんて」

            「普段、ご覧に入れる機会のない顔ですからね」

            「出来れば、永遠に見たくなかったですわ」

            　そう言って、クレア様はベッドに突っ伏した。

            「ダメですよ、クレア様。お風呂に入って、着替えもしないと」

            「……疲れてるんですのよ」

            「ダメです。起きて下さい」

            「むー……」

            「起きなさい」

            「はい！　レーネ先生！　……あ」

            　反射的に口にして、クレア様は羞恥に震えた。

            「……思わぬ副次効果ですね」

            「むしろ後遺症じゃありませんの!?」

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　学院騎士団では男女逆転カフェをすることになったが、もちろんそれ以外の仕事もあるわけで、むしろそっちの方が仕事全体に占める割合は高い。

            「セイン、二年Ｂ組からの備品申請書類はまだか？」

            「……昨日、提出してきたはずだが」

            「届いてない。もう一度、確認を取ってくれ」

            「……分かった」

            「ロッド兄さん、一年Ａ組の出し物の認可がまだかって催促が来てる」

            「今、認可した。認定証を届けてやってくれ」

            「うん」

            「ミシャ、三年Ｃ組の――」

            　こんな感じで今は事務仕事の真っ最中である。ロッド様をトップに他のメンバーが手足となって動いているため、その仕事は比較的スムーズである。こういうところは、本当に生まれながらの王の素質だなあと思わなくもない。私は相変わらず苦手だけど。

            「クレア、第一倉庫の備品リストに不備がある。もう一度、現地に行ってリストアップしてくれ」

            「分かりましたわ」

            「一人じゃ大変だな……。レイ、行けるか？」

            「はい」

            「一人で平気ですわよ」

            「そう言うな。頼んだぞ、二人とも」

            　それだけ言うと、ロッド様は次の指示を飛ばし始めた。

            「仕方ありませんわね。邪魔だけはするんじゃありませんわよ？」

            「お力になります」

            　古いリストをランバート様から受け取り、メモ帳とペンを持ってクレア様と一緒に第一倉庫に向かう。第一倉庫は学院の外れにある巨大な倉庫である。予備の机から何に使うのか判然としないものまで、色々な備品が雑多に詰め込まれている。私たちは職員室で鍵を受け取り、第一倉庫の前まで来た。

            「そういえばご存じですか、クレア様」

            「なんですの？」

            　鍵で南京錠を開けながら、クレア様が聞き返してきた。

            「この倉庫……出るんですってよ？」

            「……またそうやってからかって。お化けなんていませんわよ」

            「いえ、ホントなんですって。その年は酷い寒波があって、倉庫に閉じ込められて凍死した女子生徒の幽霊が――」

            「き、聞きたくありませんわ！　ほら、行きますわよ！」

            　私の言葉を遮って、クレア様が先立って歩き出す。効果は抜群だ。

            「リストアップって言っても、これ相当な数がありますよ……？」

            「ですわね……」

            　クレア様は一人で大丈夫と啖呵を切っていたが、これは一人じゃ無理だろう。二人でも相当な時間がかかるに違いない。

            「でも、やるしかありませんわ。私はこっちの端からチェックしていきますから、あなたはあちらからチェックなさい」

            「一人になって大丈夫ですか？　例の幽霊が――」

            「早くなさい！」

            「はあい」

            　クレア様をからかうのは諦めて、真面目に働くことにする。二手に分かれて入り口と奥の両方から次々にリストを更新していく。

            「机はだいぶ減っていますわね」

            「暗幕は逆に余ってるみたいです」

            　そんなことを話しながら、どんどんリストを作っていく。作業は実に三時間にも及んだ。

            「これで全部かしら？」

            「そうだと思います」

            「意外と手間取りましたわね。外もすっかり日が暮れてますわ」

            　採光窓からは西日が差し込んでいる。

            「戻りましょう」

            「そうですね」

            　そうして入り口まで戻ってきたのだが、なぜか扉が閉じている。

            「？　おかしいですわね。確か扉は開けておいたはずでは――」

            「あ」

            　これあれだ。例のイベントじゃないか。

            「!?　あ、開きませんわ!?」

            「あちゃー」

            　どうやら見回りの先生か誰かが、開けっぱなしだと思って鍵を閉じてしまったらしい。

            　要は閉じ込められてしまったのである。本来はこのイベント、攻略対象と一緒に閉じ込められて、ドキドキそわそわの時間を過ごすというものなのだが、私のお相手はクレア様になってしまったようだ。やったぜ。

            「ちょっと……。誰か、誰かいませんの!?」

            　どんどん、と扉を叩いて声を張り上げるクレア様。

            　しかし、外からは何の反応もない。

            「ここ、用がないと誰も寄りつきませんもんねー」

            「何をのんきな……。このままだと夜になってしまいますわよ？」

            「まあ、そのうち誰か気づいてくれるんじゃないですか？　少なくとも、寮の門限になっても私たちが帰らないとなったら、誰か探しに来るでしょうし」

            「そ、そうかもしれませんけれど……」

            　クレア様がそわそわしている。

            「あれ？　クレア様、どうかしました？」

            「……別に、何でもありませんわ」

            「そうですか？　なんか落ち着かないように見えますけど」

            「気のせいですわ！　誰か！　誰かいませんの!?」

            　クレア様は相変わらず扉をどんどんやっている。魔法の中には解錠という魔法もあるのだが、あれは風属性魔法である。クレア様は火属性、私は土と水属性だから、解錠の魔法は使えない。強引に壁を壊す、という選択肢もないことはないのだが、学校の施設をそうそう壊すわけにもいかない。

            「～～～～～～！」

            「クレア様、諦めて待ちましょうよ」

            「そうも言ってられませんのよ！」

            「どうしてですか？」

            「どうしてって……その……」

            「その……？」

            　クレア様は赤面してうつむいたまま答えなかった。

            　ははん？

            「ひょっとして、お花摘みですか？」

            「そうですわよ！　悪かったですわね！」

            　あー、そういうことか。そりゃ、確かに悠長にしてられないね。

            「うーん。困りましたね。その辺の物陰で用を足すわけには――」

            「そんなこと出来るわけないでしょう！」

            「ですよねー」

            　私ですら相当に抵抗があることを、生粋のお嬢様であるクレア様に出来る訳がない。

            「割と緊急ですか？」

            「……緊急ですわ」

            　そうかー。

            「じゃあ、こういうのはどうでしょう？」

            「？」

            　私は倉庫の隅に行くと、地面に両手をついた。土属性魔法を発動させる。すると、みるみるうちに大人の背丈ほどの立方体が出来上がった。

            「これは……？」

            「土属性魔法で作った簡易トイレです。中もご覧になりますか？」

            　私は扉を開けて中を示した。洋式の便座が一つ設置してある。

            「よくやりましたわ、平民！」

            「恐縮です」

            「では早速……」

            　そう言ってトイレに駆け込むクレア様。扉を閉めて、ガチャリと鍵がかかった音がする。

            　そして、静寂。

            「ちょっと、音！」

            「そう仰られても」

            　この世界に音姫なんて都合のいいものはない。用を足す音は確かに恥ずかしいと思うが、それくらいは我慢して欲しいものである。

            「水を流しながらすればいいじゃないですか」

            「そ、そうですわね」

            　流す用の水は、水属性魔法でふんだんに用意してある。やがて、水流の音が聞こえた。

            「……ふぅ……うひゃあ!?」

            　安堵の溜め息の直後、何やら素っ頓狂な声が響いた。

            「？　どうしました？」

            「どうしました、じゃありませんわよ！　何ですのこのトイレ！　お、おおおお湯が――！」

            「ああ、ビデですね」

            　サービス精神を発揮して、水属性魔法でシャワートイレ機能をつけておいたのだが、どうもそれにびっくりしたらしい。

            「この状況だと紙は貴重じゃないですか。なのでそれで存分に洗って、乾いたら出てきて下さいな」

            「……わ、分かりましたわ……うひゃあ!?」

            　確かに、慣れないとビデってびっくりするよね。あれ？　これも一儲けのネタになるんじゃなかろうか。水属性魔法と土属性魔法の両方が必要だから、あんまり量産は出来なさそうだけど、貴族向けならあるいは？　などと、取らぬ狸の皮算用をしていると、やがてクレア様が簡易トイレから出てきた。

            「全く……。変な機能をつけるんですから……」

            「でも、衛生的ですよ？」

            「そうかもしれませんけど！」

            　まあ、驚くよね。しばし、沈黙が流れる。

            「ちょっと、黙るんじゃありませんわよ」

            「や、照れてるクレア様も可愛いなと思いまして」

            「！　この平民！　わたくしを誰だと思って――」

            「あとちょっとで粗相しそうになったところを、平民に救われたフランソワ家のご令嬢でしょう？」

            「……」

            　あ、目が据わった。

            「ふ……ふふふ、いいですわ。黒歴史は焼却処分しましょう」

            　クレア様は全く笑ってない目で炎の魔法槍を構えた。

            「クレア様、謝りますからそれは収めて下さい。ここは倉庫です。燃えるものがいっぱいあります」

            「あなたに弱みを握られるくらいなら、全部まとめて消し炭にして上げますわ」

            「またリストアップ作業するの、大変でしょう？」

            「うちの家から最新のものを納品させますわ。リストアップは業者に頼めばいいでしょう？」

            「やーだなー、クレア様。ちょっとしたメイドジョークじゃないですか」

            「……死ぬがいいですわ」

            　爆発寸前だったクレア様だが、私たちを探しに来たレーネの声で我に返った。クレア様いじりも、度が過ぎるとああなる訳だ。これからは自重しよう。

            　……ちょっとだけ。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　創立記念祭まであと数日となった。相変わらず学院騎士団は雑務で忙殺されているが、私たち自身も創立祭の出し物の準備を徐々に進めている。

            「はーい、みなさん少し手を止めてくださーい」

            　そう言ってパンパンと手を叩いたのはレーネである。その声に、学院騎士団の面々の動きが固まる。メイド道ブートキャンプの後遺症は重症らしい。

            「何だ、レーネ……先生」

            　普段は砕けた口調のロッド様も、レーネに対しては先生呼びである。レーネやばい。

            「みなさんが記念祭で着る衣装が出来たので、合わせてみて下さい」

            　衣装をこちらへとレーネが言うと、オルソー家の者とおぼしき商人たちが服を運び込んだ。

            「男性陣はメイド服、女性陣は執事服です。サイズは少しだけ大きめに作りましたけれど、あまりぶかぶかなようならこちらで調整します」

            　そう言いながら、レーネは一人一人に衣装を配っていった。

            「着替える場所が必要だな……。オレら男子はここで、女子は隣の空き教室を使えばいい」

            　こっちの方が散らかってるからな、とロッド様は笑った。その言葉に従って、一旦男女に分かれて着替える。

            「執事服ってどう着るんですの？」

            「あ。着付けは私がしますよ」

            「……。レーネに頼みますわ」

            　クレア様は身の危険を感じたらしい。うん、正しい。でも――。

            「レーネは会議室で男性陣の着付けですよ」

            「……仕方ありませんわね」

            　

            　

            「……アリだな」

            「アリですね」

            　ロッド様は自分を見て、私はクレア様を見て、それぞれそう言った。

            「……ロッドはどうかしているな」

            「この者がどうかしているのはいつものことですが」

            　セイン様は溜め息交じりにそう言い、クレア様も肩をすくめている。

            「スカートって落ち着かないね」

            「執事服は意外と悪くありません」

            　ユー様は苦笑し、ミシャはまんざらでもない顔だ。

            　一通り着替えが済み、内々での衣装のお披露目となった。

            　メイド服はヴィクトリアンテイストのクラシカルなものだった。スカートはあくまで長く、エプロンも装飾の少ない実用性重視なもので、色は白と黒で統一されている。ホワイトブリムなどもってのほかとばかりに室内帽を被った姿は、まさに古き良き英国のメイドさんである。ここはイギリスとは縁もゆかりもない異世界ではあるのだが。

            　執事服も基本的にはヴィクトリアンテイストのものだった。黒のジャケットに白のシャツ、グレーのウェストコートに赤のタイ。こちらも古き良き英国を思わせる執事か家令を想起させる。繰り返すが、ここはイギリスとは全く関係ない異世界である。

            「……王子さま方は普通に似合っていますわね」

            「はは、そうか？」

            　呆れたように言ったクレア様に、ロッド様がおかしげに笑いかけた。声こそ男性のそれだが、超絶美形のロッド様は化粧の効果もあって、女装しても普通に美しい。表情が大きいので、もう少し慎みが欲しい所ではあるが。

            「……」

            　対照的に不機嫌そうなのはセイン様である。冷たい美貌のセイン様はどこか普段のミシャに近い。いわゆる氷雪系である。クレア様が複雑な表情で見ている。そりゃそうだろうね。

            「ねえ、ミシャ。僕、変じゃない？」

            「……お可愛らしいと存じます」

            　言葉面こそあんなだが、ユー様は絶対楽しんでいる。ふわふわ王子様は女装してもふわふわである。私の脳裏に男の娘というワードがよぎった。ユー様は私の視線に気づくと、パチンとウィンクして見せた。可愛いけど、クレア様一筋の私には効かないよ？

            「男装って言われたときはどうしようかと思ったけれど……意外と悪くないわね」

            　ミシャはちょっとどうかと思うくらいに執事服がハマっていた。もともと冷たい雰囲気を持つミシャは、完全に有能系執事と化している。後ろでまとめた髪からのぞくうなじがなまめかしい。

            　そして――。

            「どうしてこのわたくしが男性の……それも使用人の服などを……」

            　不機嫌そうにつんとしているクレア様は、なんというか残念な雰囲気になっていた。いや、似合ってはいる。似合ってはいるのだが、生粋のお嬢様オーラをまとうクレア様には、執事服はどうしても着せられている感が半端ない。端的に言うと――。

            「罰ゲーム？」

            「思ってても言うんじゃありませんわよ、そういうこと！」

            　ぎゃーっと噛みついてくるクレア様には申し訳ないが、どうしても罰ゲームにしか見えない。容姿は文句なしだが、クレア様はやっぱりドレスとかの方が似合う。

            「平民はやっぱり平民ですわね。使用人の格好がお似合いですこと」

            　反撃とばかりにクレア様が嫌みったらしく笑った。

            「まあ事実、私はクレア様の使用人ですし？」

            「……からかいがいがありませんわね」

            　そう言われても。

            「うーん……しかし、こいつは予想外だな」

            「何がですか、ロッド様」

            　声色に不満をにじませて言うロッド様に、レーネが尋ねた。

            「オレが聞いた男女逆転カフェっていうのは、もっとこうイロモノっていうか、似合ってなくて笑えるものなんだよ。これじゃあ、笑いは取れそうもない」

            　いや、別に笑いを取りに行く必要ないよね？　私が突っ込もうとしたその時、ロッド様に呼びかける声があった。

            「そのことでしたら、ご安心を」

            　ランバート様だった。彼も美形なので、女装におかしみはあまりない。どこに安心する要素があるのか、と思っていると――。

            「ぶはははっ！」

            　ロッド様が吹き出した。

            「ロッド様！　笑わないで頂きたい！」

            　原因は団長のローレック様である。無骨な武人といった容姿のローレック様の女装は、ロッド様が期待したようなかなり笑えるものとなっていた。メイクを担当したレーネもかなり頑張ったのだろうが、それでもやはり限界があったとみえる。

            「……だから、嫌だったんだ……」

            　男泣きに泣くローレック様。涙でメイクが崩れてさらに酷いことになっていく。

            「ローレック……、お前は合格だ。むしろ、お前こそが主役だな」

            　完全にツボに入ったロッド様は遠慮無く大爆笑している。他の人は笑うに笑えない、といった面持ちだ。

            「ご冗談が過ぎますぞ！　私は接客などしませんからな！」

            　キッチンに籠もる、と宣言するローレック様。そりゃあ、貴族のご子息なら、嘲笑の対象になるのは耐えられないだろう。

            「なんでだ？」

            　その辺りの機微に全く無頓着なロッド様。まあ、ロッド様の性格なら、たとえ女装が似合っていなかったとしても、喜んで笑いを取りに行ったとは思う。

            「……ロッド、その辺りにしておけ。ローレックが気の毒だ」

            　逆にそういう負の心理には敏いのがセイン様である。彼の取りなしで、ローレック様はキッチン担当でいいということになった。

            「しかし、だとするとキャバリアーの売りはなんだ？　笑えない男女逆転カフェなんて面白いか？」

            　不満そうなロッド様に、レーネが手を挙げた。

            「普通に、美男美女が接客するカフェは需要があると思います。給仕をするのが王族や上級貴族の方々であればなおのことです」

            「そういうもんか？」

            　ロッド様はまだ首を捻っているが、これはレーネが正しいだろう。記念祭には平民もやって来る。そんな彼らが王侯貴族の接客が受けられるとなれば、その是非はともかく耳目は引くだろう。

            「まあ、いいか。それじゃあお前ら、記念祭当日まで気を引き締めていくぞ」

            　ロッド様が〆た。どうでもいいけど、その格好でその言葉使いはなんとかして欲しい。

            「……なんですの？」

            「いえ、口直しをと思いまして」

            「？」

            　罰ゲーム感が漂っていても、クレア様が可愛いという事実は微塵も揺らがない。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「三番テーブルの料理上がったぞ」

            「新しいお客様を五番テーブルにお通ししましたわ」

            「一番テーブル、お客様お帰りです」

            「お会計は一四八〇ゴールドになります」

            　喧噪を縫って威勢の良い声が響いている。学院騎士団が借り受けた大教室にはいくつものテーブルが運び込まれていて、その全てが埋まっている。外にも順番待ちの長い列が出来ていて、男女逆転カフェはなかなかに盛況だ。

            　今日は王立学院創立記念祭の当日である。今年はちょうど休日と重なったこともあって、人の入りは例年以上とのことだ。事実、開会式からこちら客が途切れる様子は全くなく、むしろどんどん増えている。

            「お姉さん……でいいのかな、綺麗だね」

            「はっはっは！　ありがとうございます」

            　上機嫌に笑いながら接客するロッド様を始め――。

            「きゃー、ユー様！　可愛い！」

            「お嬢様方の方がお可愛らしいですよ」

            　余裕の笑みで優雅に返すユー様。

            「あの子、ちょっと陰があっていいよな」

            「でも、美人過ぎてちょっと怖くない？」

            「……」

            　複雑な表情のセイン様。

            「ねえ、あの方どなたかしら」

            「冷たい美貌の貴公子って感じよね！」

            「ご注文はお決まりですか？」

            　涼しい顔で淡々と仕事をこなすミシャ。

            「見たか？　クレア様が接客してるぞ」

            「ああ。まさかあのわがままお嬢様の口から、いらっしゃいませが聞ける日が来るとは思わなかった」

            「……」

            　若干一名、作り笑顔にひびが入っている者もいるが、それはまあ仕方ない。

            「凄い客の入りだな。さっきからずっとフライパンを振っているぞ」

            「盛況なのはいいことです。次の注文ですよ、ローレック様」

            　厨房もローレック様とランバート様を中心にフル回転である。

            　とまあ、学院騎士団のキャバリアーは概ね順調に営業を続けていた。

            「この分なら、人気投票一位も夢じゃなさそうだな」

            「そうですね」

            　ロッド様の言葉に私は頷き返した。この記念祭では、来客者にどの出し物がよかったかを尋ねる人気投票が開催されている。見事一位になったクラスや団体には、夏のバカンスに使える避暑地への旅行券が進呈される。ゲーム的には、特殊イベントのスチル獲得の可能性が開ける訳だ。私としては旅行に行かなくても、クレア様と一緒ならどこでもいいのだが。

            「ロッド様、動きが止まってますわよ。六番テーブル、ご指名ですわ」

            「おっとそうか。行ってくる」

            　そう言うと、スキップでもするような軽やかな足取りで、ロッド様は接客をしに行った。

            「何を話してましたの？」

            「人気投票で一位を取れるかもしれない、と」

            「そんなことですの。旅行券なんていりませんわ。学院騎士団に所属してる者なら、避暑地への旅行くらい自前でなんとかするでしょう」

            　こともなげに言うクレア様。そりゃあ貴族のメンバーはそうかもしれないが、純然たる平民である私にはそんな余裕はあんまりない。

            「ほら、きびきび働きなさい。レーネ……先生が見てますわよ」

            「あ、やば」

            　そうなのである。レーネは監督役として、当日である今日もこの場で目を光らせているのだ。本人は自らも接客に当たりたかったようだが、彼女は学院騎士団ではないため、あくまでお目付役といったポジションである。

            「レイ、二番テーブルご指名よ」

            　ミシャが皿をキッチンに下げがてら、私に声を掛けてきた。

            「え、私？」

            「ええ」

            「よかったじゃないですの。あなたのような平民をつけたいだなんて、よっぽどの物好きだとは思いますけれど」

            　おーっほっほ、とマウントを取ってくるクレア様。

            「どうせマウントを取られるならベッドがいいですね」

            「何を訳の分からないことをいっていますの？」

            「ただの純然たる欲望です。行ってきます」

            　トレイを持って二番テーブルに向かう。そこにいる客の顔を見て、私はげんなりした。

            「苦シュウナイ。近ウ」

            　片言でそういう客は、浅黒い肌の異国人だった。身につけている服や装飾品からも、貴族だと察せられる。中でもでっぷりと太ったターバンの男性は、一目で王族と分かる身なりをしていた。

            「恐レ多クモ、マルセル＝ロロ皇太子殿下ニアラセラレルゾ。オ言葉ヲアリガタク受ケ取ルガイイ」

            　お付きの者が恭しく言った。

            　ロロ皇国はバウアー王国から西に少し離れた場所にある熱帯の大国である。交通の要所にあり貿易を主要産業としていて、バウアー王国も香辛料など様々な品を取り引きしている相手だ。マルセル様はそのロロ皇国の皇太子である。

            　私がげんなりしたのは、これがゲームのイベントの一つであることを思い出したからだ。

            「早ウ注文ヲ取ラヌカ」

            「失礼しました。ご注文をお伺いします」

            「ウム。デハ、ドードー鶏ヲ使ッタ料理ヲ何カ持テ。殿下ハ、ドードー鶏ガイタクオ好キナノダ」

            「申し訳ございません。ドードー鶏を使った料理は、あいにくとご用意できません」

            　私がそう言うと、マルセル殿下は眉をひそめた。それを見て、お付きの者がまくし立ててきた。

            「マルセル様ノ御前デ無礼デアルゾ！　殿下ガオ望ミナノダ。何トカセイ」

            「どうかご容赦下さい。ドードー鶏は西方の遠国でしか手に入らない希少品でございます。バウアー王国ではそうそう手に入るものではございません」

            　私は重ねて出来るだけ丁寧に説明したが、マルセル殿下は首を振った。

            「殿下ガゴ所望デアル。何トカイタセ」

            　私は溜め息を尽きたくなるのをぐっと我慢する。この身分の高い困った客に絡まれるのがイベントなのである。ゲームでは一番好感度の高い攻略対象が間に入って、ヒロインを助けてくれるのだ。

            　とはいえ、私は王子様の誰とも仲良くしていない。これはどうしたものか、と笑顔が引きつりそうになりながら耐えていると――。

            「（お話中失礼いたします、マルセル殿下）」

            「!?」

            　驚いた。マルセル殿下と私の間に入ったのは、なんとクレア様である。流ちょうなロロ語で、マルセル殿下たちに話しかけている。

            「（殿下の好物であるドードー鶏をご用意することは難しいですが、殿下ほどの方であればもっと新しい食材をお試しになるのがよいかと存じます）」

            　クレア様は見たこともないような愛想のよい顔で、マルセル殿下に微笑みかけた。マルセル殿下の鼻の下がだらしなく伸びる。なおもゴネようとするお付きの者を手で黙らせ、殿下自らクレア様に話しかけた。

            「（う、うむ。その方、流れるようなロロ語であるな。名は？）」

            「（クレア＝フランソワと申します。マルセル＝ロロ殿下。拝謁を賜り恐悦至極に存じます）」

            　言葉だけでなく、本当に会えて嬉しいといった表情のクレア様である。それを見て、マルセル殿下のまなじりがさらに下がる。

            「（クレアとやら、私が満足するものを用意出来ると申すか？）」

            「（はい。きっとお気に召すものと存じます）」

            　クレア様は自信たっぷりに頷いた。

            「（よかろう。そなたに任せる）」

            「（ありがとうございます）」

            　恭しくかしずくと、クレア様は私の手を引いてキッチンに下がった。

            「はあ……。豚の相手は疲れますわ」

            　マルセル殿下には聞こえないように声量を絞って、クレア様は深々と溜め息をついた。びっくりするほどの暴言である。

            「ぶ、豚って……」

            「皇国のあのおデブさんですわ。全く、歴史の浅い成金国はこれだから……」

            　先ほどの接客が嘘のように毒を吐くクレア様は、それから私を見て言った。

            「あなたもあなたですわ。ああいう手合いはまともに相手をするだけ無駄ですのよ。おだてるだけおだてて、気分良くさせれば大体何とかなりますわ」

            「は、はあ……」

            「まあ、対等の付き合いしかしたことのない平民には無理な芸当かもしれませんけれど」

            　ちょっと得意げに言うクレア様。クレア様は財務大臣の娘として、海外の重鎮を相手にした経験もあるのだろう。こういうことには慣れているらしかった。

            「平民。キッチンに入って、例のマヨネーズを使った料理を作ってきなさいな」

            「マヨネーズ、ですか？」

            「そうですわ。あれはまだロロ皇国にはない味のはず。あれならあのおデブさんも満足して帰るでしょう」

            「なるほど」

            　それは確かに。この辺りは、流行の広まり具合を熟知しているクレア様だからこそ分かることだ。

            「ほら、ぼさっとしてるんじゃありませんわよ！」

            「はい！　……あの、クレア様」

            「なんですの？」

            「ありがとうございます！」

            　私の言葉にきょとんとした後、

            「べ、別にあなたのためじゃありませんわ！　この事が国際問題にでもなったら、お父様の面子が――」

            　などと分かりやすくツンツンしてくれるクレア様。可愛い。

            「ツンデレありがとうございます」

            「わけの分からないことを言っていないで、さっさと料理なさい」

            「はーい」

            　その後、私が作ったエビマヨはマルセル様に大層気に入られた。半分以上は、クレア様の魔性の笑みの効果だったような気もするが。

            　それにしても、クレア様が助けてくれるとは思わなかった。ゲームでは絶対にあり得ないことである。少しずつでも、ゲームの運命を変えることが出来ているのだろうか。

            「クレア様が没落なんて、絶対にイヤだもんなあ」

            「何か言いまして？」

            「なんでもありません。大好きです！」

            「馬鹿言ってないでお皿を下げてらっしゃいな」

            　……出来ている……と、いいなあ。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「……今、帰った。レイ、交代だ」

            「お疲れ様です。では、休憩を頂きます」

            　休憩を終えたセイン様と入れ違いに、私は二時間の休憩を頂いた。男女逆転カフェは相変わらず盛況だが、最初に比べれば客足は落ち着いてきたといえる。これなら残りの人間で回していけるだろう。

            「とは言うものの……二時間も何しようかな……？」

            　これが地球の学校の文化祭であれば、仲のいい友だちと一緒に他の出し物を回るのだろうが、あいにくと今の私にはそのような気の置けない友だちはいない。しいていえばミシャかレーネだが、二人は今お仕事の真っ最中である。

            「タイミングが悪かったなあ」

            　キャバリアーの隣にある着替え用の空き教室で、私は執事服を脱ぎながらため息をついた。

            「……げ」

            　と、教室に入ってくるなりいやそうな顔をしたのは、我が愛しのクレア様である。

            「お疲れ様です。クレア様も休憩ですか？」

            「そうですわ。まったく、どうしてこのわたくしが接客などという低俗なことをしなければなりませんの」

            　ぶつぶつ言いながら、クレア様はジャケットのボタンを外していく。お手伝いしますと断ってから、私は着替えを手伝った。

            「でも、クレア様、接客上手ですね。意外です」

            「上っ面を取り繕うのは慣れていますもの。わたくしが財務大臣の娘だということを忘れてなくって？」

            　先ほどのマルセル殿下の時にも少し書いたが、財務大臣の娘ともなれば他国の重鎮と会食をすることも多いだろう。中には不愉快な思いをさせる客もいるのだろうが、おいそれとそれを表情に出すことは出来ない。腹芸も必要、ということだ。

            「でも、私は普段の素直なクレア様が好きですよ」

            「……わたくしのどこが素直ですのよ。おべんちゃらはよして。自分の困った性格くらい把握してますわ」

            　以前もこんな会話があったが、クレア様は自己評価がとても辛い。「Revolution」を遊んだプレイヤーのほとんどには、意外な事実である。クレア様の一般的な評価は、わがままで高飛車で高慢ちきないけ好かないお嬢様だからだ。こんな風に自嘲するクレア様の姿など、誰が想像できただろう。

            「確かにクレア様は扱いやすい性格ではないと思いますが、そんなの多かれ少なかれ誰だってそうでしょう？」

            「……自分を特別だと思うなと言いたいんですの？」

            「そうではありません。ただ、ご自分を卑下されるのを見ているのは悲しいです」

            「卑下なんて、別に……」

            　クレア様は言葉に詰まった。先ほどの発言が卑下以外の何物でもないと気がついたのだろう。

            「はぁ……。きっと慣れないことをして疲れているのですわね。平民なんかにこんなことをこぼすなんて」

            「私は嬉しいです。弱ったところを見せて頂けるのですから。つけ込んでいいですか？」

            「バカを仰い。ほら、待っていてあげますから、さっさと着替えなさい」

            「は？」

            「何を鳩が豆鉄砲食らったような顔してますの。私の気晴らしに付き合いなさい、と言ってるんですのよ」

            　それとなく目をそらしつつ、クレア様がそんなことを言った。私は着替える手を止めた。

            「クレア様」

            「な、何ですの？」

            「私のこの格好、どう思います？」

            「言ったじゃないですの。平民らしく、給仕服が馴染みますわね、と」

            「つまり、似合ってはいるんですね」

            「だから何ですの！」

            　ぎゃーっと噛みついてくるクレア様をなだめるように、私は白手袋の手を差し出した。

            「短い間ですが、エスコートさせて頂きます」

            　そう言って、クレア様の目を見つめながら、精一杯紳士的に笑った。

            　

            　

            「どこへ入りましょうか？」

            「飲食系はイヤですわよ？　どうせどこも粗末なものしか出てこないに決まっているのですから」

            「学院祭なんてそんなものでは？」

            「わたくし、体に入れるものは選ぶ主義ですの」

            　そんな会話をしながら、クレア様の手を引きつつ学院の廊下を歩く。すれ違う人は様々で、見るからに貴族と分かる身なりの者がいるかと思えば、平民にしか見えない者もいる。普段は貴族の子弟や平民であっても身なりのきちんとした者しかいない学院で、この光景はちょっと新鮮である。クレア様は平民がお嫌いなので時々顔をしかめているが、それでも文句を言ったりはしなかった。

            「じゃあ、ここにしましょう」

            「何ですのここは？」

            「お化け屋敷です」

            「絶対にごめんですわ！」

            　逃げようとするクレア様だが、手を繋いでいるので簡単に捕獲できた。

            「あれ、クレア様ってば、お化けなんかが怖いんですか？」

            「そ、そんなことありませんわ！　ただわたくしはお化けなんていう子どもだましに付き合いきれないだけで――！」

            「はいはい。すみませーん。学院生二人お願いしまーす」

            　クレア様からのクレームを聞き流しつつ、さっさと手続きをして中に入ってしまう。

            「クレア様」

            「な、なんですの……？」

            「怖かったら抱きついてくれていいんですよ？」

            「バカを言うんじゃないで……きゃー!?」

            　速攻で抱きついてくるクレア様。役得過ぎる。

            　

            　

            「酷い目に遭いましたわ……」

            「かわいいクレア様を堪能させて頂きました」

            　お化け屋敷を出た私は、ふらふらしているクレア様を支えながら、中庭の休憩場へやってきた。色とりどりの春の花が咲く花壇のそばに設置されたそこでは、歩き疲れた人たち何人か足を休めていた。

            「一息入れましょう。何か飲み物を買って参ります」

            「おかしなものを買ってくるんじゃないですわよ？　水でいいですからね？」

            「善処します」

            　疲労困憊でも憎まれ口は欠かさないクレア様にニヤニヤしつつ、私は水を求めてその場を離れた。軽食の模擬店を訪ねて水を分けて貰うと、すぐにクレア様の元に引き返す。

            　と、通りすがった模擬店で、面白いものを見つけた。二人分、買い求める。

            「遅いですわよ」

            「失礼しました。お水をどうぞ」

            　クレア様はまだぐったりしていたが、水に口をつけると一息ついたらしい。目に生気が戻ってきた。

            「クレア様、これを。つまらないものですが」

            「これは……？」

            　渡したのはアミュレットである。銀細工の中心に魔法石がはめ込んである。ただの装飾品ではない、いわゆるお守りである。謳われている効能はというと――。

            「……恋愛成就？」

            「セイン様とうまく行くといいですね」

            　日本だとこれは寺社仏閣の領域だが、この世界でそれに当たるのは教会である。教会についての詳しい説明はまた別にするとして、先ほどの模擬店は教会の学院支部のものだったのだ。

            「あなたは本当に変な人ですわね」

            「どうしてですか？」

            「からかってるだけって分かっていますけれど、それでもあなたは一応、わたくしのことが好きだと公言しているわけでしょう？」

            「本気なんですけどね」

            「黙らっしゃい。それなのに、私とセイン様の恋を応援するなんて、おかしいじゃないですの」

            　話しながらアミュレットを手のひらでもてあそぶクレア様は、なんだか寂しそうに見えた。どうしてかは分からない。

            「私は、自分の恋が叶うことよりも、クレア様に幸せになって欲しいんですよ」

            「偽善者っぽい発言ですわね」

            「まあ、そう思われるのも無理もないですね。でも、紛れもない本心です」

            「……あなたはどうしてそこまで私に入れ込むんですの？」

            　クレア様の目が揺れながら私を見た。

            「あなたに、心を救われたからです」

            　前世の私は、はっきり言って夢も希望もない毎日を送っていた。ブラックと評される仕事場でへとへとになるまで働き、家に帰ってもほぼ寝るだけ。何のために生きているのかよく分からない毎日の中で、ゲームだけが私の心の支えだった。そして、そのゲームの中でも、「Revolution」ほどのめり込んだゲームはない。睡眠時間を削ってまで同人誌を作ったのは、他ならぬクレア様の魅力を世に知らしめんがためである。　クレア様は、私の人生の潤いと言っても過言ではない。

            　でも――。

            「またからかってるんですのね。わたくしがあなたを救った？　バカバカしい」

            　もちろん、クレア様には伝わらない。前世、転生などと言ったところで信じて貰えるわけがなく、やはりからかっていると思われるのが関の山だろう。

            「じゃあ、今救って下さい。具体的にはハグとかキスとかで」

            　だから私は、いつものように茶化して笑う。それしか出来ない。

            　出来ないのだ。

            「バカなことを言ってるんじゃないですわよ。そろそろ休憩時間も終わりますわね。戻りましょう」

            「はあい」

            　私はクレア様に手を差し出した。しかし、その手が取られることはなかった。

            「紳士ごっこはおしまいですわ。わたくしはわたくし、あなたはあなた。貴族と平民でそれ以上でもそれ以下でもないのですから」

            「残念です。クレア様の手を握る大義名分が失われてしまいました」

            「あなたは本当に……」

            　そうしていつもの通りに戻る。

            　でも、この時私は気がつかなかったのだ。アミュレットは受け取って貰えたということに。

            　クレア様がどこか残念そうな表情をしていた、ということに。


        



            　第三章　平民運動

            　

            　

            「この学院には差別が蔓延っている！」

            　創立記念祭が終わってしばらくしたある日の朝、私がクレア様と一緒に食堂に向かっていると、何やらそんな声が聞こえてきた。見ると、五、六人の生徒が集まって、プラカードを掲げていた。

            「貴族主義を撤廃しろー！」

            「撤廃しろー！」

            　声をそろえて、そんなスローガンを唱えている。

            「いやですわね。平民風情が調子に乗って」

            　クレア様が朝から不快なものを見た、と眉をひそめた。

            「なんですか、あれ？」

            「平民の病気ですわ」

            「平民運動っていうらしいよ。貴族と平民の平等を唱えてるんだって」

            　クレア様の端的な言葉を、レーネが説明してくれた。ああ、あれが始まるのか。私はゲームの内容を思い出した。

            「平民の分際で貴族と同じ扱いを欲するなど、言語道断ですわ。国王陛下が恩寵を与えたからといって図に乗りすぎです」

            「はあ……」

            「気のない返事ですこと。……それとも、あなたも連中に賛同していますの？」

            　クレア様の声が一段低くなった。

            「いえ、私は別に興味ないです。クレア様とご一緒出来ればそれでいいので」

            　国民平等というのは立派な思想だと思うが、正直に言うと私はどうでもいい。そりゃあ、平等であるに越したことはないと思うけど、政治にはあまり首を突っ込みたくないのだ。よく言うでしょ？　人と話す時、政治や宗教の話題はやめておけって。事なかれ主義と言われても仕方ない態度だとは思うけど、これは私の偽らざる本音だ。

            　ところが――。

            「キミ！　レイ＝テイラーじゃないか！」

            　一団のリーダーとおぼしき人が、私の名前を呼びながら駆け寄ってきた。続いて団体さんもやって来る。

            　げ。

            「一般市民の代表たるキミが、こんなところで何をしているんだ？」

            　こんなところというのは、貴族の最右翼であるフランソワ家のご令嬢と一緒にということだろう。

            「なにって、私はクレア様のメイドですから」

            「なんだって!?」

            　私の言葉に、一団がざわめいた。クレア様は関わりたくないとガン無視である。私も出来ればそうしたい。

            「キミ！　僕らは一般市民の希望となる存在なんだぞ。その中でも飛び抜けて優秀な成績を誇るキミが、貴族主義に染まってどうするんだ！」

            「いえ、私は別に貴族主義に染まってるつもりは――」

            「メイドなどという職業は、まさに貴族主義の奴隷じゃないか！　嘆かわしい！」

            　あ、この人たち人の話を聞いてない。

            「あの、もう行っていいですか？　私、政治とか興味ないので」

            「分かってないな！　政治に無関心でいられても、無関係ではいられないんだぞ!?」

            「はあ……」

            　なんかちょっといいこと言った風のどや顔をされた。政治と無関係でいられないなんて、そんなの当たり前でしょうに。

            「ちょっとあなたたち」

            　私もそろそろ辟易して来た頃、クレア様が本当にめんどくさそうに声を発した。

            「主義主張を掲げるのは結構ですけれど、他人に同意を強制するのはおやめなさいな」

            「何を言う！　お前たち貴族こそ、自分たちの貴族主義を一般市民に強いているではないか！」

            「なんですって？」

            　これはまずい。クレア様は気が短い。しかも生粋の貴族である。貴族であることを非難されれば、黙っていないだろう。

            「君たち、そこまでだ」

            　そこに、涼やかな声が響いた。

            「ランバート様……」

            　間に入ってくれたのは、ランバート様だった。レーネが驚いた顔をしている。忘れている人もいるかもしれないので繰り返しておくと、ランバート様はレーネのお兄さんである。学院騎士団では、団長であるローレック様の補佐役的な位置の人だ。

            「君たちの主義主張には一定の共感を覚えるが、ここは学院だ。貴族と平民が分け隔てなく学べるこの学び舎で、いたずらに諍いを起こすのは褒められたことではない」

            「あなたがそれを仰るのですか、ランバート様。オルソー商会こそ、貴族主義を打ち破る急先鋒となるべき存在だというのに」

            　オルソー商会は平民の中でもとりわけ力を持った、下級であれば貴族にも伍する家である。運動家たちとしては、そんなオルソー商会の嫡男であるランバート様が、貴族の肩を持つのが面白くないのだろう。

            「平等は尊い思想と理解している。だが、王国にはまだ早い」

            「しかし――」

            「クレア様、お引き留めして申し訳ありませんでした。どうぞ、お通り下さい」

            「ランバート、しつけはしっかりすることですわ。この平民でも出来ることなのですから」

            　嫌みたっぷりに言うクレア様。それはあれですか、レレアのことですか。

            「弁わきまえております」

            「結構」

            　行きますわよ、と言って、クレア様は歩き出した。レーネと私も、その後に続く。

            「全く……、あなたもあなたですわ。あんな者たちに構うことなどありません。無視すればいいのです」

            「はあ……」

            「でも、クレア様。彼らにものっぴきならない事情があるのです。平民の生活は本当に苦しくて――」

            「お黙りなさい、レーネ」

            　ぴしゃり、とクレア様が言った。

            「……。申し訳ありません」

            「分かればいいのです」

            　クレア様は何ごともなかったかのように、そのまま歩いて行く。これだけ見るとクレア様は凄く感じが悪いが、この時代の貴族の考え方は――ややもすると平民ですらも――誰も似たようなものである。

            「……」

            　レーネは複雑そうな顔をしている。まあ、無理もないか。レーネは豪商の娘とはいえ、飽くまでも平民だ。小さい頃から生粋の一流貴族であるクレア様の下で働いているため、その生活水準の違いを見せつけられている。理不尽さを感じない方がおかしい。

            「レーネ」

            「なに、レイちゃん？」

            「馬鹿なことは考えないようにね？」

            「？　うん」

            　レーネの耳にはきっと、私が貴族主義打破や平等の実現を馬鹿なことと考えているように聞こえたことだろう。でも、私の真意は別の所にある。それはいずれ話すこともあるだろう。

            　まあでも、この空気はなんとかしないとね。

            「クレア様」

            「なんですの？」

            「お腹がすきました」

            　空気を読まない私の発言に、クレア様は呆れたような毒気を抜かれたような顔をした。

            「……あなたという人は。はあ……。食堂までもう少しですから、我慢なさいな」

            　そして、珍しく苦笑とも取れる表情で、私にそう言った。

            「はーい。レーネ、今日は何食べる？」

            「そうだね、親子丼かな」

            「いいね。私はまた牛丼かな」

            「あなたたち、もうちょっと品のあるものを召し上がりなさいな」

            　普段の私たちに戻った。やっぱり、政治的なあれこれは、あんまり好きじゃない。でも――。

            『政治に無関心でいられても、無関係ではいられないんだぞ!?』

            　彼らが言ったのとは別の意味で、私も無関係ではいられない。先のことを考えると頭が痛いところだ。

            「クレア様、ちょっと頭痛がしてきたので、朝食はあーんして貰っていいですか？」

            「何をしれっと訳分からないこと言ってますの!?」

            「え、口移しで？　それはちょっと」

            「言ってませんわよ!?」

            　クレア様でストレスを発散する。ずっとこうしてクレア様と遊んでいられればいいのにね。

            「わがままだなあ。じゃあ、私が食べさせて上げますね」

            「いりませんわよ!?　っていうか、頭痛関係ないですわよね!?」

            「え？」

            「だから、不思議そうな顔するんじゃありませんわよ!?」

            　クレア様を愛でること。私の行動原理は変わらない。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「それではランバート君、議題を進めてくれたまえ」

            「はい。では、お手元の資料をご覧下さい」

            　学院騎士団に入団してから何度目かの会議で、それは議題に上がった。

            「最近、学院内の貴族と平民の間で軋あつ轢れきが広がっているようです」

            　ランバート様がそう切り出した。

            「中でも、一部の奨学生が貴族と平民の完全な平等を唱える運動を起こしているのが、貴族の学院生の神経を逆なでしているようですね。学院騎士団にも何件か苦情が寄せられています」

            「わたくしも見かけましたわ。なんと嘆かわしいことでしょう」

            　クレア様が溜め息交じりに吐き出した。あの一団かあ。

            「取り締まることは出来ないんですの？」

            「学院外ならともかく、学院内では思想の自由が保障されています。政治的な運動も禁止することは出来ません」

            「目障りですこと」

            　忌ま忌ましい、とクレア様は苦虫を噛み潰したような顔をする。

            「それで？　その運動に賛同するヤツはどれくらいいるんだ？」

            　ロッド様は幾分興味深そうに尋ねた。

            「今のところ、表だって賛同する者は少ないようです。潜在的な者たちを含めても二十人に満たないかと」

            「そんなものなら自由にさせてあげればいいんじゃないの？」

            　ユー様がのんびりとそう言った。

            「そう思っていたのですが、一部の過激な運動家たちが、学院各所で貴族と小競り合いを起こしているようで」

            「……小競り合い？」

            　セイン様が眉をひそめた。

            「はい。道を譲る、譲らないであるとか、食堂の席取りであるとか、そういった細かなことで貴族と張り合っているようでして」

            「少し困りますね」

            　ミシャが溜め息まじりにそう言った。

            　みな、運動家たちの意図が分からない、といった様子だった。この場にいるのは私を除いてほぼ貴族か、平民といってもかなり裕福な人ばかりだ。彼らに平民の運動家の気持ちは、そうそう分からないだろう。価値観が違いすぎる。

            「単純なことだと思います。貴族と同等になりたいんでしょう」

            「貴族と同等に？　ありえないことですわ」

            　私の発言を、クレア様が鼻で笑った。

            「貴族と平民は生まれや育ちどころか、その家の成り立ちや歴史が根本から違いますわ」

            　クレア様はいまさらこんなことを言わせないで欲しいですわと言わんばかりだ。

            　ここでこの国の成り立ちについて説明しておこう。このバウアー王国の貴族は、王国成立以前から存在する地域の豪族が元となっている。農業の発達に伴う余剰生産物の差によって自然発生したそれは、次第に武力を整えて各地で勢力を伸ばしていた。そんな中で後に王族となるバウアー家が台頭し、次第に各地の豪族たちを取り込んでいく。その過程でバウアー家に下った有力豪族たちが、後の王国貴族である。

            「それに、平民がこの国の何に貢献したといいますの」

            　王国貴族は国から徴税権を保証されるのと引き換えに、様々な義務を負っている。領地の安定的な統治、地域産業の振興、兵士の育成・派遣などがそれにあたる。クレア様たち貴族から言わせると、国に対して様々な貢献をしている自分たちだからこそ政治をする権利があるのであって、一般の平民にはその参加資格すらないと思っているようだ。

            「……それは違うぞ、クレア。納税だって立派な国への貢献だ。民が税を納めてくれなければ、この国は立ちゆかん」

            　珍しく長セリフを言ったのはセイン様である。さすがに帝王学を学んでいるだけあって、その辺りの見識は貴族よりも広い。

            　とはいえ――。

            「なら、セイン様は彼らの主張に賛同すると？」

            「……そこまでは言わない。現実問題として、貴族と平民の間には義務や知的水準その他で隔たりがありすぎる。平民の政治参画は現実的だとは思えない」

            「ですわよね」

            　能力主義を標榜する現王族の認識でもこの程度だ。一定年齢に達すれば性別や財産の別なく政治に参加出来る、現代日本の完全普通選挙制などに至っては、おとぎ話くらいの現実感しか持っていないと思われる。

            「なら、話は単純じゃないか？　ユーの言うとおり、放っておけばいい」

            　話はここで終わりだろう、とロッド様が言った。

            　しかし――。

            「ところが問題が一つ」

            「あん？」

            「彼らの運動を教会が支援しているという噂があります」

            「教会が？」

            　ロッド様たち三王子の顔色が変わる。

            「教会は以前から神の前では人はみな平等であると説いています。それは彼ら運動家の主張とかみ合います」

            　教会とは王国民に広く信仰されている精霊教のことである。レレアと最初に会ったときに少し触れたが、この世界には精霊を信仰する宗教が存在するのだ。地水火風の精霊とその生みの親である精霊神を崇め、全ての出来事はその恵みか試練であると考える宗教である。精霊教によれば、近年発達してきた魔法は精霊の力によるものだという。

            　精霊教の元は農民たちの間にあった素朴な自然信仰である。時に大災害を起こす自然を恐れ敬うそれは、いつしか一大宗教へと成長していった。教会は平民に対して学問を教えたり、病気や怪我を治したりといった活動もしている。そのため、教会は王族でも無視できないほど民に影響力を持っている。

            「……教会側はなにか言っているのか？」

            　セイン様が尋ねた。

            「今のところはなにも。教会は政治に口を出さないというこれまでのスタンスを崩してはいないようです」

            「今の時点で出来ることは少なそうですね」

            　ミシャの言ったことが、この場にいる全ての人間の感想であった。

            「学院騎士団としては、貴族の学院生からの苦情をそのままにしておくことは出来ない。一応、小競り合いを見かけたら仲裁に入ってくれ。平民側を一方的に責めないように気をつけること」

            　ローレック団長がそのようにしめた。

            「では次の議題ですが――」

            　その後も二、三の議題について話し合い、今日の会議はお開きとなった。

            「ところでクレア様。夏のバカンスはやっぱり北部の森林地帯へ？」

            「頭の切り替えが早すぎやしませんこと？」

            　記念祭において、男女逆転喫茶キャバリアーは見事人気投票で一位を獲得し、避暑地への旅行券をゲットした。クレア様さえいればどこでもいいとはいえ、やはり旅行というのは心が躍る。

            「だって堅い話ばかりで疲れてしまいました。癒やしを下さい」

            「あなたね……。仮にも主人たるわたくしに何を求めてるの。むしろあなたがわたくしを慰めるべきでしょう」

            「いいんですか!?」

            「その目を見れば、何か不埒なことを考えてるのは丸わかりですからね!?」

            　クレア様がドン引きしている。

            「やだ、クレア様ったら何を想像したんですか。やらしい」

            「じゃあ、何をしようとしましたのよ？」

            「それを言わせるんですか、げっへっへ」

            「想像通りじゃありませんの!?」

            　政治やら宗教やら難しい話で凝り固まった頭を、クレア様でほぐす。うん、効くなあ。

            「本当にもう、あなたは……。あら？　レーネは？」

            「レーネならランバート様に何かお話があるとかで。ほら、あそこに」

            　クレア様に尋ねられて、私は会議室の前の方を指し示した。レーネは何やら真剣な表情でランバート様と話している。

            「平民がみなレーネくらい慎み深く、勤勉であれば平和ですのにね」

            「クレア様、私は私は？」

            「平民がみなあなたみたいになったら、私は国外に逃亡することを考えますわ」

            「愛の逃避行ですか。いいですね」

            「連れて行きませんわよ!?」

            　と、いつもの夫婦漫才（一方通行）をしていると、レーネが戻ってきた。

            「お帰り、レーネ。何を話してたの？」

            「ううん、たいしたことじゃないの。ただ……」

            「ただ？」

            「私、見たかもしれないの」

            「何をですの？」

            　レーネはそこで一旦口を噤んだが、クレア様に促されてその先を口にした。

            「平民運動家の人が、ユー様と会っているのを」

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　第三王子であるユー様はロッド様やセイン様と母親が違う。ロッド様とセイン様の母親は隣国アパラチアの姫君だったが、セイン様を生んですぐに亡くなった。この辺りもセイン様の面倒くささを加速させる要因になっているのだが、今は詳しく触れない。

            　現王妃でユー様の母親であるリーシェ様は、元々、精霊教会の枢すう機き卿きようだった。地球におけるカトリックとは違い、精霊教会では女性も高い地位に就くことが出来るのだ。むしろ、女性には霊的・神秘的な力が強く宿るとして、男性よりも強い力を持つことすらある。現に、現教皇は女性であるのだが、これまた今は話の本筋ではないので割愛する。

            　今、大事なのは、ユー様に教会勢力の血が流れているということである。元々、国王がリーシェ様を娶ったのには、勢力を増しつつあった教会の力を吸収しようという狙いがあった。だがそれは、同時に教会勢力が王家に近づくということでもあり、結果的に教会は以前にも増して力をつけている。ユー様はそんな教会勢力の権威の結晶とも言うべき存在である。

            「ユー様に限って、そんな軽々しい真似をするとは思えませんわ」

            　レーネの話を聞いたクレア様の第一声はこれだった。ユー様は一見すると世間知らずの王子様に見えるが、その実はとんでもない狸だ。それだけに、自分の微妙な立場は分かっているはずであるし、平民運動家と軽々しく接触できないことも分かっているだろう。

            　ところが――。

            「いいや、会ったよ」

            「!?　ユー様!?」

            　突然、話に割り込んできたのは、他ならぬユー様だった。

            「何でも、教会の力を借りたいって言われてね。断ったけど」

            　ニコニコと微笑みを絶やさないまま、ユー様はそう言った。

            「ユー様にしては軽率でしたわね。平民側としては、ユー様に話を聞いて頂けたというだけでも価値があったでしょうに」

            「そうかな？　結局は断ったわけだし、そこまでのことにはならないと思うよ。というか、教会としては門は誰にでも開かれているわけだから、最初から会わないっていう選択肢はなかったんだよ」

            　クレア様の反論に、ユー様は柔らかく返した。

            「ユー様は王族であって教会の方ではないのでは？」

            　私は思ったことをぶつけてみた。

            「まあ、建前上はそうだね。でも、僕の母様が元枢機卿で、教会勢力の筆頭であることはれっきとした事実なわけだし」

            　あくまで問題はなかったとするユー様。クレア様は腑に落ちない顔をする。

            「でも、建前は建前として、それを理由にお会いになるのを避けることは出来たのでは？」

            「そうだね。でも、そもそも僕は平民運動とやらに、それほど忌避感がないんだよ」

            　まさかのびっくり発言である。

            「正気ですの？」

            「ねえ、平等という思想はそれほど悪いことかい？」

            　クレア様の質問に質問で返すユー様。

            「善悪の問題以前に、非現実的かと思いますわ。貴族がいなくなったら、誰が国を運営していきますの？」

            「それはもちろん、平民さ」

            「高等教育を受けた貴族ならともかく、読み書きすらおぼつかない平民に、政まつりごとが出来るとは到底思えませんわ」

            「逆に言えば、平民にも教育を施せば問題ないということじゃないのかい？」

            「それは……」

            　言葉を詰まらせるクレア様。ユー様の考え方は、幾分、地球における民主主義に近い。

            「僕はね、貴族制というものはやがて無くなる運命にあると考えているんだよ」

            「!?　なんということを！」

            「先入観を捨てて冷静に考えてごらん？　そもそもの数が貴族と平民とでは圧倒的に違う。平民たちが本気で武装蜂起したら、貴族に止められると思うかい？」

            「軍がおりますわ」

            　クレア様としては、貴族制が崩壊するなどという事態は絶対に認められないのだろう。あくまで冷静なユー様に対して、幾分感情的になっているように思える。

            「軍は確かに強い。でも、今は魔法がある。平民でも軍人に匹敵する力を持つ個人はこれからたくさん出てくるよね。そうなったら、やはり最後にものをいうのは数だよ」

            「しかし……！」

            「そもそも、貴族は領民からの税によって生かされている存在だ。領民が支配を拒むようになった時、それでも支配を正当化できる論理があるかい？」

            「……」

            　クレア様が黙り込んでしまった。これまで息をするように信じていた貴族制度の正当性を揺らがされて、目に見えて動揺している。

            「クレア様」

            「……なんですの」

            「難しい話ばかり聞いてお腹がすきました」

            　クレア様がずっこけた。

            「あなたはまた……。空気を読みなさいな、空気を」

            「あはは、確かに柄でもなく難しい話をしたね。クレア、ごめんね？」

            「……いえ」

            「さあ、食堂に行こう。少し遅れてしまったから、混んでいるかもしれないね」

            　政治形態の話をしていたのと全く同じ口で、昼食は何にしようかななどと言いながら、ユー様は会議室を出て行った。本当に食えない人だ。

            「ちょっとあなた」

            　ユー様に遅れて会議室を出て行こうとしたとき、クレア様が不意に私を呼んだ。

            「何ですか、クレア様」

            「先ほどのユー様のお話、どう思いまして？」

            「難しかったです」

            「理解出来ないほど？」

            「理解は出来ましたが……」

            　私に意見を求めるなんて、どういう風の吹き回しだろう。

            「あなたも、貴族制はいずれ立ちゆかなくなるとお思い？」

            「分かりません」

            「……そう」

            「分かりませんが、たとえクレア様が貴族でなくなっても、私はクレア様にお仕えしますよ」

            　そう言うと、クレア様は驚いた顔をした。

            「どうしてですの？　貴族制がなくなって、運動家たちの言うような世界が実現されれば、わたくしに仕える理由などないでしょう？」

            「いいえ。何度も申し上げているでしょう？　私がクレア様に仕えるのは愛ゆえにですって」

            　クレア様は顔をしかめた。

            「また冗談ですの」

            「冗談なんかじゃありません。大真面目です」

            「はいはい。あなたに訊いたわたくしがバカでしたわ」

            　そう言うと、クレア様は食堂への道を一歩踏み出した。私も後に続く。

            「クレア様。私、本気ですよ？」

            「はいはい。で、今日は何を食べますの？」

            「牛丼定食です」

            「……またですの。あなたそれ好きですわね？」

            「クレア様が私の食事の好みを覚えて下さった！」

            「なんの感動ですのそれは。これだけ何度も目の前で食べられたら、いい加減バカでも覚えますわ」

            　ふん、と不機嫌そうに鼻を鳴らすクレア様。

            「クレア様もいかがですか、牛丼定食」

            「結構ですわ。ただでさえ不満足な食事が、余計に不味くなりますもの」

            「じゃあ、一口差し上げますよ」

            「いりませんったら」

            「え？　あーんしてくれないとやだ？」

            「言ってませんわよ!?」

            　だんだん調子が戻ってきたようである。

            「クレア様」

            「何ですの？」

            「世の中がどう変化しても、クレア様のことは必ずお守りしますよ」

            「だから！　わたくしはあなたなどに守って貰わずとも――」

            　そこまで言って、クレア様は私の真剣な顔に言葉を詰まらせた。

            「必ず、何があっても」

            「……なんですのよ、全く」

            　珍しく私がシリアスしたせいか、クレア様が戸惑っている。

            「さしあたっては、まずあれからですね」

            　私は食堂の入り口を指さした。めっちゃ混んでいる。

            「……」

            「さあ、クレア様、行きますよ！」

            　げっそりした顔のクレア様を、私は引っ張っていった。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「どうしてわたくしがこんな……」

            　憤懣やるかたないと言った様子なのは、我らがクレア様である。

            「仕事ですよ、仕事」

            「それは分かってますわ。でも、こんな誰にでも出来る仕事をわざわざ私が――」

            「クレア様といえども、学院騎士団では新人の下っ端ですよ。雑用をするのは当たり前じゃないですか」

            　私たちは学院騎士団のお使いで、王都の市場に買い出しに来ている。今歩いている場所は主に生鮮食料品を扱っているようで、美味しそうな果物や新鮮な野菜が店頭に並んでいる。景気の良い声が響き、辺りは人でごった返していた。

            「これだけ人が多いとはぐれそうですね。手でも繋ぎますか？」

            「結構ですわ」

            「結構なんですね。じゃあ繋ぎます」

            「し・ま・せ・ん・わ！」

            　しゃーっとクレア様に威嚇された。

            「えー」

            「仲がいいわね……」

            「本当ですね」

            　買い出しのメンバーはクレア様、私、そしてミシャとレーネである。同じ新人と言っても、さすがに王子様方に買い物をさせる訳にはいかない。この四人になったのは必然である。本当はクレア様もお留守番になりそうだったのだが、買うものが多かったためについてきて貰った。もちろん、クレア様が持つのではなくて、漏れなくついてくるレーネに持って貰うのである。

            「で、何を買うんですの？」

            「えーと、羊皮紙が十枚、パピルスが二十枚、インクが二壷、絵の具が一組、革紐が一くくり、釘が一組、あとはお茶っ葉とお茶菓子がいくつかですね」

            「大体は事務用品ですわね」

            「学院騎士団で一番多い仕事は事務仕事ですからねー」

            　以前にも触れたとおり、学院騎士団といってもやることは地味な仕事が多い。一番多いのは諸々の学園行事に関する事務仕事である。予算に関する決算書や教師が使った学校の備品の数などを、何かと記録しておかなくてはならないことが多いのだ。

            「楽しめる買い物はお茶菓子くらいですわね」

            「そうですね」

            「ブルーメの新作菓子にしましょう」

            「無理です、クレア様」

            　クレア様の提案をすげなく却下するミシャ。

            「どうしてですの」

            「ブルーメの菓子は高すぎます。お買い上げになるなら、クレア様ご自身のお金でどうぞ」

            「今日はいくら持ってますの、レーネ？」

            「私的な買い物の予定はありませんでしたから、十万ゴールドほどです」

            「それではさして買えませんわね……」

            　これまで詳しくは触れていなかったが、王国の通貨はゴールドである。感覚としては一円イコール一ゴールドくらいに思って貰えればいい。十万ゴールドというのは平民にしてみればかなりの大金なのだが、上流貴族の所持金としては少なく、ブルーメの菓子を買うには買えるもののたくさんは無理な額である。

            「今日は仕事に徹しましょう？　お茶菓子はまた今度ということで」

            「仕方ありませんわね」

            　やれやれ、と肩をすくめたクレア様が、ふと道ばたに目をやって眉をひそめた。

            「嫌ですわ……」

            　そう吐き捨てたクレア様の視線を追うと、そこにはボロを着た子どもが二人で物乞いをしていた。一人は足を痛めているのか、包帯を巻いていた。

            「ナー帝国との紛争が起きて以来、物乞いは増えましたね」

            「物価が徐々に上がっていますから……」

            　肯定も否定もせずに事実だけを述べるミシャと、物乞いに同情的な視線を寄せるレーネ。これが元貴族と平民の差なのだろうか。

            　ちなみに、ナー帝国とはバウアー王国の東に位置する隣国で、これまで何度も紛争を繰り広げてきた王国の頭痛の種である。

            「物価は確かに上がっていますけれど、賃金も上がっているはずですわよ？」

            「追いついていないんです。賃金は一度上げると下げづらいので、雇用者は上げるにしても小幅にとどめる傾向があります」

            　レーネが丁寧に説明した。彼女の言っている内容を、賃金の下方硬直性と言ったりもする。

            「なら責任の所在は雇用主じゃありませんの」

            「雇用者も平民ですから。生活は楽じゃありません」

            「……」

            　何か思うところがあったのか、クレア様は少し考え込むような様子を見せた。

            「クレア様」

            　そんなクレア様を聞き覚えのある声が呼び止めた。

            「あら、メイド長。奇遇ですわね」

            　声の主はフランソワ家のメイド長だった。彼女とはメイドの面接で一度顔を合わせている。

            「旦那様のお買い物の途中なのですが、旦那様がクレア様を見かけて連れてきなさいと」

            「お父様が？」

            　クレア様のお父様とも、メイド面接の時に顔を合わせている。財務大臣のドル様である。

            「今は仕事中なんですのよ」

            「そうだと思ったのですが、旦那様はどうしてもと」

            「仕方ありませんわね……。あなたち、少しよろしくて？」

            　この国有数の貴族の誘いだ。私たちに断れるわけがない。一行はメイド長に連れられて大通りへと出た。路肩に一台、明らかに仕立てが違う豪奢な馬車が停まっていた。

            「やあ、クレア。学友の諸君もごきげんよう。車上から失礼するよ」

            　クレア様によく似た金髪の美丈夫が、フロックコート姿で馬車の扉を開けた。

            「ごきげんよう、お父様。どうなさいましたの？　わたくし、これから学院騎士団の買い物ですのよ」

            「ん？　大して用がある訳ではないが、娘を見かけて呼び止めてはいけない理由でもあるのかね？」

            　ドル様はあっけらかんと言った。

            「お父様……わたくし、これでも忙しいんですの」

            「私よりも優先すべきものがあるとは思えないが」

            　さも当然と言った様子で首をかしげるドル様。ドル様という人は、良くも悪くも貴族そのものなのだろう。

            「買い物なら乗って行きたまえ。平民の君らも、特別に同乗を許可する」

            「行き先は貴族街ではありませんのよ？」

            「たまにはいいさ。平民の暮らしを見ておくのも、貴族の務めではある。気は進まんがね」

            　そんな訳で、ドル様とご一緒することになった。三頭立ての馬車は五人で乗っても窮屈さを感じないほど大きかった。サスペンションのようなものが効いているのか、乗り心地も驚くほど快適である。

            　しばらく、誰も喋らなかった。ミシャとレーネは可哀想なくらい緊張している。

            「最近の学院はどうだね、クレア」

            　口を開いたのはドル様だった。寮生活で離れて暮らしている娘と久しぶりに話せたのが嬉しいと見えて、にこにこと機嫌が良さそうである。

            「別に普通ですわね。平民運動とやらがちょっと煩わしいくらいですわ」

            　クレア様はそっけなく答えた。年頃の娘さんは難しいね。

            「平民運動か……。陛下の能力重視政策をはき違えた愚か者の所業だな。だから私はあの政策には反対だったんだが……」

            　やれやれ、とドル様がこめかみを撫でた。ドル様は能力主義に反対する貴族勢力の最先鋒であると言われている。能力主義の申し子とも言うべき平民運動には、いい顔をしていないようだ。

            「お前はどう考える、レイ＝テイラー？」

            　そんなドル様が、急に私に水を向けてきた。クレア様が目を剥く。

            「お父様、どういう風の吹き回しですの？　平民の名前を記憶なさっているのもそうですが、あまつさえ声をおかけになるなんて」

            　この中でドル様を誰よりよく知るクレア様にとっても、ドル様の行動は意外なものだったようだ。

            「なに、ちょっとした気まぐれだよ。彼女は今年の編入生の中でも抜きん出た成績を収めていると聞く。そんな者がどのような考えを持っているか、と思ってね」

            　取り立てて深く考えた質問ではない、とドル様は強調した。

            「そうですね……。クレア様にも似たようなことを訊かれましたけど、私としては特にどうとも思っておりません。私にとってはクレア様と過ごせる日々があれば他は割とどうでもいいです」

            「ふむ。従者としては正しい考え方だ。しかし、お前も平民であることは事実。貴族のような生活に憧れることはないのか？」

            　例えば娘のように着飾ってみたり、とドル様は重ねて問うてきた。

            「私は自分が贅沢をするよりも、クレア様が幸せそうになさっているのを見ているのが好きなんです。貴族的な生活には特に憧れはありませんね。毎日を食いつないでいくことが出来れば十分です」

            「本心か？」

            「本心です」

            　ドル様の目が私をじっと見つめている。この世界では目を合わせるのが不敬という決まりもないので、特に考えも無くぼけっとその目を見返した。

            「ふむ。今時の平民にしては弁えているな。お前のような者がもっと増えることを望む」

            「恐縮です」

            　満足そうに微笑むドル様に私は軽く礼をして応えた。レイの礼、なんちゃって。

            　断っておくが、私は平民運動を下らない運動だとは決して思っていない。その思想は尊いものだと理解しているし、貧富の格差だって縮まればいいと思っている。ただ、平民運動に参加するよりも、クレア様のメイドとして働く方が好きなだけだ。とどのつまり優先順位の問題である。

            「少し気分がいい。菓子を買ってやろう。メイド長、ブルーメに向かってくれ」

            「かしこまりました」

            　馬車が方向転換する。余談だが、御者はメイド長である。御者もこなせるとはなんという万能ぶり。

            「ちょっとお父様、勝手に決めないで下さいな。先ほども申し上げたとおり、わたくしたち仕事で来ていますのよ？」

            「少しくらい寄り道したところで構わんだろう？　何か言われたら、私の名前を出せばいい」

            「そういう問題じゃありませんのよ」

            「では、どういう問題なのかね？」

            　ドル様、フリーダムである。

            「ブルーメの菓子を食べたことがあるかね？　チョコレートなど、平民は口にしたこともなかろう」

            「ありません」

            　問われて答えたのはミシャである。私は前世で食べたことがあるし、そもそもこの世界でのチョコレートの発案者でもあるのだが、角が立ちそうなので黙っていた。

            「そうだろう。あれは斬新な菓子だ。ブルーメは本当によく出来た開発陣を持って――」

            　その後は上機嫌に喋るドル様とブルーメに行き、本当に菓子を奢って貰った。学院騎士団の買い物にもドル様の馬車を使わせて貰えたので、寄り道をした割には予定よりも早く学園に戻れたくらいだった。

            　お茶菓子にチョコレートという戦利品を持ち帰った私たちが、学院騎士団のメンバー全員から賞賛されたことはまた別の話である。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「大変です、団長！」

            「なんだ騒々しい」

            　何度目かの学院騎士団の会合中、その一報は飛び込んできた。報せを持ってきた男性騎士は顔面が蒼白になっていた。

            「貴族学生の一人が、平民学生を手打ちにした模様です！」

            「なんだと!?」

            　室内に一気に動揺が広がる。

            「詳しく聞かせろ」

            「はい。本日の昼過ぎ、学院の中庭において貴族のディード＝マレー様と平民の男が言い争いになったようです」

            「ディードが!?」

            　ユー様が血相を変えた。忘れている方もいると思うので説明すると、ディード様とはユー様のおそば仕えである。ユー様とトランプ勝負したとき、いかさまをしたディーラーの男性がディード様だ。王族のおそば仕えともなると、その人自身も貴族なのである。

            「それでさっきから姿が見当たらなかったのか……」

            「……ユー、今は報告を聞こう」

            　セイン様が先を促した。

            「……続けろ」

            「はい。最初はただの言い争いだったようなのですが、次第に周りの人間も巻き込んだ騒ぎになったようです」

            　どうやら貴族対平民の構図になってしまったようだ。

            「それで……どうも、平民の一人がユー様を侮辱する発言をしたようで、それに腹を据えかねたディード様が魔法で攻撃を加えたとのこと」

            「そんな馬鹿な……。あのディードに限って」

            　ユー様はディード様を信頼しているようで、事態を説明されても信じられない様子だった。

            「情報が錯綜しているので、真実は別の所にあるのかもしれません。ただ、平民の男が重傷を負って教会の治療院に運び込まれたこと、ディード様が自ら軍に出頭したことは事実のようです」

            　ユー様はなおも信じられない、といった顔で呆然としていた。王子様めいた（正真正銘の王子様だが）いつもの雰囲気は完全に消えてしまっている。

            「ユー、お前は軍に行って、ディードから詳しく話を訊け。いいよな、団長？」

            　ロッド様がいち早く動いた。

            「はい、そうして頂けると助かります。軍から聴取を受けているのであればすぐには面会出来ないでしょうが、それが終わっても、拘束中に面会が許されるのは家族かユー様くらいでしょうから」

            　団長も頷く。

            「状況が状況です。護衛にランバートをつけます」

            「分かったよ。行ってくる」

            　ユー様とランバート様は早足で会議室を出て行った。

            「平民側の情報も欲しいな」

            「私が行きましょうか？　私なら同じ平民ということで、話が聞きやすいかもしれません」

            　こちらで申し出たのはミシャだった。普段通りの冷静を装っているものの、内心は気が気では無いだろう。何しろユー様に近いところでいざこざが起こったのだから。ユー様のために何かしたい、という気持ちがにじみ出ている。

            「ミシャだけじゃ面会の許可が下りるまい。クレア、お前も行け」

            「かしこまりましたわ」

            「なら私も」

            　クレア様のいるところに私あり、である。

            「頼む。オレたちは学院内の様子を見て、必要があれば対応に回ろう。事態がややこしくなる前に収拾するぞ」

            　学院騎士団の長はローレック団長だが、こういう時に的確な判断を下してリーダーシップを取るのは、やはりロッド様である。団長もそれが分かっているから、口を出したりはしない。

            「では、みんな動け！」

            　

            　

            　治療院は精霊教会が運営している医療施設である。病気や怪我をした人間がやってきて治療を受ける場所なのだが、費用のかかり方が少し特殊である。財産が多い人ほど高額で、貧しい人ほど安いのだ。この事業のために、教会は平民から絶大な支持を得ている。教会が支持されるのは、何も宗教上の理由だけではないのだ。

            　治療院はあちこちに置かれているのだが、ここ王立学院にも併設されている。今回、負傷した男子生徒が運び込まれたのはこの治療院である。魔法の練習をしたり、学院騎士団が魔物退治をしたりする学院の治療院は、かなり高度な医療体制が整っている。生徒の多くが貴族であるということも理由の一つだろう。

            「彼はまだ治療中ですので、もうしばらくお待ち下さい」

            　治療院について面会を求めたのだが、まだ施術中だったらしく、すぐには会わせて貰えなかった。待合室で待機する。

            「大方、平民がとんでもない暴言を吐いたのでしょうね。自業自得ですわ」

            　待っている間、クレア様がそんなことを言った。これまでの言動を見て貰えれば分かるとおり、クレア様は生粋の貴族だ。平民への差別意識は強い。

            「でも、魔法を使って攻撃するというのは、明らかに過剰防衛ではありませんか？」

            　ミシャはあくまで客観的にものを言う。元貴族とはいえ、今の彼女は平民だ。両者の立場を経験しているからこそ、物事の見方に偏りは少ない。

            「そもそも、平民が貴族に対して悪口雑言を口にするという事態がおかしいのですわ。立場が逆ならまだしも……。いつから平民はこんなに分を弁えなくなってしまったのでしょう」

            「逆ならいいって訳ですか？」

            　クレア様の言い分があまりにもあまりだったので、私は少し反論してみた。

            「それは……。貴族だってみだりに汚い言葉を口にすることはよくありませんけれど……」

            「あ、でも、私にはどんどんどうぞ。むしろ罵って下さい」

            「自重なさい」

            　さすがに事態を重く見ているのか、クレア様が乗ってくれない。悲しい。

            「クレア様、施術が終わりました。お入り下さい」

            　そうしてしばらく待っていると、怪我をしたという男子生徒のところに通された。その姿を見て、私たちは息を飲んだ。全身、包帯に巻かれていない所の方が少ないほどの大けがだったからだ。

            「……」

            　先ほどまで自業自得などと言っていたクレア様も、さすがに絶句している。これを自業自得と言い捨てるのは、さすがに無理だと思ったのだろう。

            「私はレイ＝テイラー。あなた、お名前は？」

            「……マット。マット＝モン」

            「マットだね。私たちは学院騎士団を代表して話を聞きに来たの。傷が痛むだろうけど、少しだけ協力してくれないかな」

            「断る」

            　マットはにべもなくそう言った。

            「学院騎士団なんて貴族の味方だろ？　何も話すことなんかない」

            　平民活動をしているだけあって、マットは貴族に対し良いイメージを持っていないらしい。

            「学院騎士団は貴族の味方じゃないわ。学院生全ての味方よ」

            　ミシャが落ち着いた声色で言った。

            　しかし――。

            「そんな建前は結構だ。帰ってくれ」

            　そう言ってマットは横になってしまった。取り付く島もないとはこのことである。

            「ねえ、マット。こういう言い方はしたくないんだけど、話した方がいいと思う。ただでさえあなたは私と同じ平民で、貴族相手のいざこざは分が悪いんだから」

            「！　やっぱりか！　この国に正義なんてないんだ！　だから僕たちはこの国に正義を――痛っ！」

            　私の言葉はマットの神経を逆なでしたらしい。跳ね起きて激昂する彼を慌てて宥めた。

            「落ち着いて、マット。私たちはそういう不条理が起きないようにするためにここに来たの。だから、何があったのか教えて？」

            「……」

            「お願い」

            　私は出来るだけ真摯な姿勢でマットに向き合った。マットはしばらくの間黙っていたが、やがて口を開いた。

            「最初は……ただの口げんかだったんだ」

            　彼によるとこういうことらしい。マットは以前ユー様が会ったという平民活動家その人だったらしい。彼は活動団体を代表してユー様から教会勢力の協力を取り付けようとしたのだが、それは失敗に終わった。仲間は仕方ないと慰めてくれたものの、自分が仲間の力になれなかったことで、マットは深く落ち込んだ。そんな時に、ディード様からもうユー様に近づくなと警告されたらしい。

            「何様なんだよ、貴族って。富と権力があるのにそれを振りかざすだけで、僕たち平民のことなんて考えやしない。僕たちは請願を行うことさえ許されないっていうのか？」

            　そんな思いから、ディード様を責めたらしい。ディード様は最初穏やかに応じていたようだが、主であるユー様をあしざまに言われたことでカッとなったようだ。貴族に守られておきながら、どうしてそんな恩知らずなことが言えるのか、とマットは言われたらしい。

            「そうこうしてる内に、周りに人だかりが出来て……」

            　貴族たちと平民たちで言い争いになったらしい。議論とも言えない議論はヒートアップしていった。

            「あんまりにも頭にきて……。それで僕、つい言っちゃったんだ」

            　――王侯貴族なんて、平民から税を吸い上げるだけの寄生虫だ、って。

            「なんてことを」

            　この発言に目の色を変えたのは、貴族代表のクレア様である。

            「クレア様。今は何も仰らないで下さい。お気持ちは分かりますが、意味がありません」

            「でも！」

            「苦情はあとで私が全て引き受けます。今はマットの話を訊くのが先決です」

            「……く」

            　クレア様はなんとか矛先を収めてくれたようだ。えらい。あとでなでなでして上げる。させて貰えるわけないけど。

            「それで？　それに対してディード様は？」

            「それまでも不愉快そうな顔はしてたけど、その一言で鬼みたいな顔になって杖を抜いて、気がついたら僕は火だるまにされてた」

            　その時のことを思い出しているのか、マットは自分で肩を抱き身震いした。

            「次に目を覚ましたら、ここのベッドの上だった。あいつにやられたんだって気がついたのは、その時になってやっとさ」

            　マットは悔しさをにじませてそう言った。

            「学院騎士団が本当に学院生全員の味方だって言うんなら、お願いだよ。あいつを厳罰に処してくれ」

            「処分を決めるのは学院だし、ディード様の方の話も伺ってからになるけど、大丈夫。あなたが泣き寝入りするようなことにならないように努力するよ」

            「……頼むよ」

            　マットはそう言って再び布団に潜った。

            「彼を休ませて上げましょう。話は聞けましたし」

            「そうね」

            「……」

            　私たちはマットの病室を後にした。

            　クレア様は終始複雑な顔をしていた。

            　

            　

            　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「困ったことになったな……」

            　そう言ってロッド様はうめいた。

            「今日も門前に市民が大挙して押し寄せています。このままでは学院が機能しません」

            　ランバート様が苦々しくそう言った。

            　中庭事件の話はどこからか学院外にも漏れ、一般市民にまで広まってしまった。話を聞いた市民は怒りをあらわにして、こうして学院に抗議のデモを繰り返している。今のところ門を無理矢理押し破るようなことはしていないが、このまま放っておけばどうなるか分からない。

            「……ディード側の言い分も少し苦しいしな」

            　セイン様が溜め息のように言った。

            　ユー様とランバート様が話を訊いたところ、ディード様は一応、釈明をしたらしい。曰く、杖を抜いたのはあくまでポーズで、魔法を使うつもりはなかったし、あんな大けがをさせるつもりもなかった。だが、事実としてけが人は出ているわけで、しかも全身やけどの大けがである。これではそのつもりがなかったと言われても、誰も納得しないだろう。

            「市民の反応はどうだ？」

            「傲慢な貴族が、可哀想な平民に不条理な暴力を加えた、という話になっているようです」

            「実際、ほぼその通りなんだが……なんか釈然としないんだよな」

            　ロッド様は顎を撫でた。

            　ディード様はユー様の護衛をするだけあって、魔法の腕は大したものである。同時に王族のおそば仕えとして、軽々しい真似をしないように厳しい訓練を受けている。自制心も鍛えられているし、魔法の制御能力も普通以上だ。そんな人間が、たとえ主を侮辱されたにしても、あんな行動を取るだろうか。

            「ディードに限って、そんなことはあり得ない」

            　ユー様は断言する。

            「しかし、起こったことが全てです。ディード様の魔法杖も調べさせて頂きましたが、別に故障していた形跡もなく、事故の線もありえません」

            　そう言ったのはユー様に同行したランバート様だ。以前にも少し触れたが、彼は魔道具のスペシャリストだ。その発言には説得力がある。

            「……本当に、なんでこんなことに……」

            　ユー様がうなだれる。王子様ルックスのユー様が意気消沈する様は、見ていて本当に痛々しい。

            「嘆いてても始まらない。これからどうするかだ」

            「ですわね」

            　空気を変えるかのように言ったロッド様に、クレア様も賛同する。

            「正直、学院の外のことはオレたちの手に余る。国と……場合によっては軍の仕事になるだろう」

            　学院騎士団はあくまで学院内の事案に当たる組織だ。市民のデモなどは管轄外である。

            　そもそも、十数人しかいない子どもに、デモの沈静化など出来るわけがない。

            「オレたちはオレたちに出来ることをしよう。学院内の様子はどうなってる？」

            「ほぼ市民たちと同じですね。貴族の横暴に怒る平民という構図です。講義中に貴族批判を展開する平民がいて、講義が行えないような状態です」

            　ロッド様の問いにランバート様が答える。中庭事件は理不尽な事件だと思うが、こっちはこっちでまた矛先を向ける方向が間違っている気がしないでもない。

            「どうすれば収まると思う？」

            　ロッド様がランバート様に重ねて問う。

            「正直、見当も付きません。ディード様に何らかの処分が下されれば、あるいは沈静化の方向に向かうかもしれませんが……」

            「処分はどうなりそうなんだ？」

            「難しいですね。下級貴族ならまだしも、ディード様は神殿勢力とも繋がりのある中級貴族です。あまりに重い処分を下せば、貴族勢力側からの反発は必至かと」

            　なんでも、今回マットが負った傷は、普通なら死んでいてもおかしくないほどの重傷だったらしい。事態を重く見た神殿側が、高位の水属性魔術師と貴重な魔道具をフル活用して治療に当たった結果、マットは命を取り留めたのだ。神殿としては、是が非でもマットを死なせるわけにはいかなかったのだろう。

            「貴族の学院生の反応はどうだ？」

            「今のところ表だった動きはありませんが、一部で平民をこれ以上つけあがらせるなという過激な主張をする者が出始めているようです」

            「……いよいよやばいな」

            　ロッド様が苦く呟く。

            「クレア様、何がやばいんですか？」

            　ロッド様の危機感が分からなくて、クレア様に尋ねてみる。

            「あなたの頭は飾りですの？　よろしくて？　このまま対立が激化してしまえば、落としどころというものが無くなってしまうのですわ」

            「落としどころ？」

            「貴族側と平民側の双方が納得出来るような決着点のことですわ。どちらにとっても不満は残れども、とりあえずそこで納得しておく、というような点のこと」

            「玉虫色ですね」

            「白黒つけるだけでは政治は出来ませんのよ？」

            　そういうものらしい。

            「ひとまず、貴族側の説得はオレとセインとユーがやろう。未来の王が軽々な発言を戒めれば、少しは過激な言動も収まるだろう」

            　ロッド様が腕組みをしながらそう言った。貴族にとって、王族の言葉とは神の啓示に等しい。

            「平民側の説得は、ミシャとレイ、お前らに任せる。上手いことガス抜きしてやってくれ」

            「やってみます」

            「えー」

            　政治とか駆け引きとか難しいことは苦手なんですけど。

            「えー、じゃありませんわよ。ロッド様直々のご命令なのですから、誠心誠意勤め上げなさい」

            「じゃあ、クレア様、頑張ってって言って下さい。愛を込めて」

            「馬鹿言ってるんじゃありませんわよ。この非常時に」

            「大真面目です。言ってくれなきゃ、働きません」

            「いいじゃないか、言ってやりゃあ」

            　だだをこねる私に、ロッド様が助け船を出してくれた。苦笑交じりに、ではあったが。

            「ちょっ、何を仰いますの、ロッド様」

            「ほら、はーやーく、はーやーく！」

            「この……調子に乗って……！」

            「はーやーく！」

            　しつこく催促する私。うん、悪ノリしてます。

            「……頑張りなさい、レイ」

            　しぶしぶ、と言った様子で、クレア様がそう言った。

            「愛が足りない。やり直し」

            「いいから働きなさい！」

            　もう、仕方ないなぁ。

            　それから数日は、各々の出来る範囲で学院内の対立を和らげるために奔走した。貴族側はロッド様をはじめとする王子が説得に回ったことで、沈静化の動きを見せている。やはり、王族の言葉は効果てきめんだったようだ。

            　一方、平民側の動きは依然活発なままだった。学院内の数でこそ劣る奨学生たちだが、今は世論という後ろ盾がある。毎日のように行われる門前のデモに呼応するように、頻繁に抗議活動を行っていた。

            　結果として、貴族側には不満が溜まり、平民側は調子づくという悪循環が生まれていた。

            　

            　

            　ディード様の処分が発表される日がやって来た。事件の現場である中庭には、貴族平民を問わず、数多くの人が結果の公布を待って人だかりを作っていた。そして、処分が発表された。

            「……これは……いけませんわ」

            　クレア様が重々しく呟いた。

            　――告、ディード＝マレーを謹慎一週間とする――

            　これは……さすがに軽すぎるだろう。私の抱いた感想は、そのまま平民学生たちのものだったようで、辺りには怒号が響き渡った。

            「クレア様、こちらへ。この場は貴族の方には危険です」

            　レーネがクレア様の袖を引いた。

            「でも、この騒ぎを静めませんと！」

            「今は無理です。みんな殺気だっています。話など通じません」

            「……くっ」

            「クレア様、レーネの言うとおりです。今は避難しましょう」

            　なおも食い下がろうとするクレア様を必死で説得して、私たちはその場を離れた。

            「……これから、どうなってしまうというの……」

            　クレア様の呟きは、そのまま全ての学院生の胸の内であるかもしれなかった。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　学院はその機能を完全に失いつつあった。門前のデモは日ごとに激しさを増し、市民が上げる怒号が雷鳴のように鳴り響いている。今は軍からも兵士が派遣されて門を守っているが、数があまりにも違いすぎる。危うい均衡が続いていた。

            「騒ぎが収まるまで、しばらく休院になるそうだ」

            　学院騎士団の面々はまた会議室に集まっていた。皆を前にしたロッド様が学院上層部の決定を伝える。上層部は、このままでは貴族学生の安全が保てないという判断を下したらしい。

            「それを言うなら、あんな処分内容にしなければ良かったと思いますわ」

            　憤懣やるかたない、といった調子のクレア様である。生粋の貴族で平民に強い偏見を持っている彼女でも、あの処分内容は納得がいかなかったらしい。

            「……少し、不可解だな」

            「どこがなの、セイン兄さん？」

            「……クレアも言うとおり、いくらなんでも贔屓が過ぎる」

            　確かに、ただでさえ貴族と平民の仲がギクシャクしている時に、あんな処分内容を発表すれば火に油を注ぐ結果になるのは目に見えていた。どう考えても悪手である。

            「それなのですが、どうも一部の貴族の具申があったようでして」

            　ランバート様が苦々しく言った。

            「……というと？」

            「平民運動を快く思わない貴族たちが、こぞってディード様の処罰減免を求めたようです」

            　その言葉に、ロッド様が眉を顰めた。

            「大人しくしてるのかと思ってたら、そんなことになってたのか」

            「これは僕らの不手際だね」

            「……そうだな」

            　王子たちの言葉で鎮まったかのように見えた貴族たちだったが、くすぶっていた不満が最悪の方向に向かったようだ。

            「加えて、やはり教会も動いているようで」

            　ランバート様によると、教会もディード様の処罰減免に加担したそうだ。

            「どういうことです？　教会は平民運動を支持しているのではなかったのですか？」

            「そこは、政治だろ、政治」

            　ミシャの疑問にロッド様が嫌そうに言った。

            「この国の最高権力者は王家だ。教会の本音は、王家に成り代わることなのさ」

            「教会は表向き平民運動を応援し、裏では貴族にも協力してる。双方を衝突させて、王族や貴族の力を削ぐつもりなんだろうね」

            　口にするのも馬鹿馬鹿しいといったロッド様の言葉を、ユー様が引き継いだ。

            「……権力闘争……だな」

            　苦々しく、セイン様が呟いた。

            　この世界において、教会というのはれっきとした権力組織である。建前上、民の暮らしに寄り添う慈善団体を謳ってはいるが、その実体は紛れもない政治勢力なのだ。より強い権力を求めて動くし、そのためには汚い真似もする。もちろん、全ての教会関係者がそうだとは言わないが、教会には間違いなくそういう側面がある。

            「今回の騒ぎで一番得をするのは、紛れもなく教会だな。ユー。リーシェ様は今回無関係だよな？」

            「それはないと思いたいけど……どうかな。母上のことはよく分からない」

            　ユー様の歯切れが悪い。以前にも言ったが、現王妃であるリーシェ様は国王の後妻で元枢機卿である。ユー様の王位継承権は第三位だが、リーシェ様はユー様が国王になることを密かに望んでいる。正当な手順での継承が難しいとなったら、別の方法を模索していてもおかしくはない。ユー様としては自分の母親がこんな事態の裏で暗躍しているとは思いたくないだろうが、否定することも出来ないといった所だろうか。

            「話してみたのか？」

            「ううん。面会を申し出たけど断られたよ」

            「……実の母親だろう？」

            「それでも王妃だからね。そう簡単にはいかないよ、セイン兄さん」

            　少し険悪な空気が流れそうになった所で――。

            「ロッド様たち王子の仲に亀裂を入れることも、教会の狙いなのかもしれませんわよ」

            「「「！」」」

            　クレア様の言葉に、三人の王子たちがはっとした顔をする。

            「そうだな。オレたちが仲違いしてもしょうがない」

            「だね」

            「……ああ」

            　王子たちは冷静さを取り戻したようだ。

            「いずれにしても、この状況下でオレたち学院騎士団に出来ることはほとんどない。せいぜい、軍の手伝いくらいだな」

            「大人しくしているしかありませんわね」

            　ロッド様の言い分に、クレア様をはじめとして全員が頷いた。

            　

            　

            「クレア様、お願いがあります」

            　会議の後、夕暮れ色の帰路で私はクレア様に言った。

            「なんですの？」

            「今夜、部屋に入ったら、そのまま明日の夜まで出てこないで下さい」

            「藪から棒になんですの。嫌ですわよ」

            　怪訝な顔をするクレア様。そりゃそうだよね。

            「大体、学院はどうしますの。講義は休みでも、学院騎士団の活動はありますのよ？」

            「休んで下さい」

            「この緊急時に休めるわけないでしょう。こういう時に働いてこその学院騎士団ですのよ？」

            　何を言っているのか、という顔をされてしまった。

            「レイちゃん、何か理由があるの？」

            　レーネが尋ねてきたが、その理由は話せない。言っても、ややこしくなるだけだ。

            「どうしてもダメですか？」

            「嫌ですわ」

            「そうですか……。なら仕方ないです」

            「？」

            　私は指先をクレア様の額に押し当てた。

            「なに……を……」

            　言い終えることも出来ず、クレア様が崩れ落ちる。

            「クレア様!?　レイちゃん何を!?」

            　レーネはクレア様に駆け寄ると、かばうように私の前に立ちはだかった。ランバート様と同じ、はしばみ色の瞳が動揺と警戒に揺れている。

            「大丈夫。眠ってるだけだよ」

            　水属性魔法の一つ、安眠を強めにかけたのだ。本来は眠りを深くして体力を回復させるのに使う魔法だが、強めにかけるとこういう使い方も出来る。

            「どうしてこんなことを！」

            「今夜、市民の暴動が起きるの」

            「!?」

            「クレア様と一緒に寮に隠れていて。くれぐれも馬鹿な真似はしないこと」

            「どういうこと？」

            「レーネ」

            　レーネの問いかけを無視して、私はレーネに問う。

            「クレア様が好き？」

            「なにを突然……」

            「いいから答えて」

            「好きに決まってるよ。あなたよりずっと昔からお仕えしてるんだから」

            「そうだよね」

            　なら――。

            「なら、信じる。信じてるからね」

            　私はきびすを返すと学院の校舎に戻ろうとした。

            「待って！」

            　しかし、レーネに強い声で呼び止められた。

            「あなたは……私と同じなの？」

            　迂遠な問いかけだった。分かる者にしか分からない言い方だ。

            「違うよ」

            「……そう」

            　微妙な沈黙が流れた。否定したということは、レーネの言いたいことが分かっているということだ。

            「クレア様をくれぐれもよろしくね」

            「……分かった」

            　今度こそ、学院に向かう。やるべきことはたくさんあるのだ。

            「……ごめんね、レイちゃん……クレア様……」

            　力ないレーネの呟きを、私は聞かないふりをした。

            　そしてその夜、学院の門が破られた。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「何ごとだ!?」

            「正門が破られました！　多数の市民が、学院に押し入っています！」

            「貴族のご子息が危ない！　学生寮を重点的に守れ！」

            「職員も避難させるんだ！」

            「援軍が来るまで持ちこたえろ！」

            　軍の兵士たちの怒鳴り声が聞こえてくる。時間は夜の二十三時を回ったところだ。私はとある部屋の中に潜んで待っていた。

            　やがて、足音が近づいて来て部屋の前で止まった。鍵がガチャリと開く。人影は、そのまま部屋の奥へと進もうとする。

            「騒ぎに乗じるつもりだったんですか、ランバート様」

            　明かりをつけて突然呼びかけた私の声に、足を止めたのはランバート様だった。

            「レイ＝テイラー……」

            　ここは学院内にある分析科と呼ばれる研究室である。私は鍵に小細工をして室内に潜んでいたのだ。

            「魔物を操る鈴……ランバート様の発明品でしたね」

            　ランバート様は魔道具のスペシャリストだ。魔物を制御する研究をしていることはすでに書いたが、その結晶がこの鈴である。

            「どうしてここにいる？」

            「あなたを止めるために」

            「意味が分からないな」

            　端的に言った私に対して、ランバート様はあくまでしらを切るつもりのようだ。

            「私は騒ぎを聞きつけて、貴重な魔道具を守ろうと――」

            「中庭事件の時、ディード様の魔法杖に細工をしましたね？」

            　ランバート様の目が少し険しくなった。

            　ロッド様が言っていたように、ディード様はあんなことをする人じゃない。性格的にもそうだが、何より魔法の制御を失敗することなどありえない。全ては仕組まれたことだ。

            「あなたは魔法具のスペシャリストとして魔道具の調整をする立場にありました。そして、ディード様の杖が暴発するように、わざと調整を失敗した」

            「言いがかりだ。杖に異常はなかった」

            「それを証言したのもランバート様自身です。中庭事件が起きた直後のあの時、ローレック団長が指名しなくても、自ら名乗り出てユー様に同行するつもりだったんでしょう？」

            「……」

            　ランバート様が押し黙った。

            「そもそも、ここ最近の学院はおかしかったです。貴族と平民の対立も、あなたが裏から煽動していたのでしょう？」

            「何の根拠があってそんなことを」

            「根拠はありません。でも、私は全て知っています」

            　ゲームで得た知識なので、ランバート様に突きつける証拠はない。それでも私は知っている。ランバート様は鈴を起動して、学院に強力な魔物を呼び出そうとしているのだ。ゲームの流れだと、大混乱に陥った学院をヒロインと攻略対象が救うのだが、そんな危険なことは起きない方がいいに決まっている。というわけで、先回りさせて貰った次第である。

            「……全て、ね」

            「あなたが、平民運動などどうでもいいことも知っています」

            　ランバート様のご実家、オルソー商会は王国一の豪商だ。貴族ではないとはいえ、普通の平民よりはいい暮らしをしている。まして、オルソー商会の商いは魔法石の発掘と流通である。委託しているのが国なのに、その国を構成している王族や貴族を打ち倒してしまっては本末転倒である。

            「なら、私が何のためにそんなことをするというんだ？」

            「レーネの命がかかっているから」

            　ランバート様はある勢力にレーネを人質に取られているのだ。そいつらに、言うことを聞かなければレーネを殺すと言われている。そのためにやむなく、今回の騒動で暗躍せざるを得なかったのだった。

            「レーネは確かに大切な妹だ。でも、商会を危うくさせてまでそんなことをすると思うか？」

            「ただの妹であれば」

            　今度こそ、ランバート様の目の色がはっきりと変わった。そこまで知られているとは思いもしなかったのだろう。

            「お前、どこまで……」

            「全て、と言いました」

            　ランバート様はレーネを愛している。ただし、妹としてではなく一人の女性として。戯曲に歌われる禁じられた恋は、なにも同性愛だけじゃないのだ。ランバート様は愛するレーネを守るため、実家が危険にさらされても行動を起こすしかなかったのである。

            「ランバート様。諦めて下さい」

            「……そうはいかない」

            「ランバート様！」

            「あの方は恐ろしい。私が失敗すれば、容赦なくレーネを殺すだろう」

            　その顔には、あの方とやらへの深い恐怖が見て取れた。

            「レーネのことは私がなんとかします」

            「どうやって？」

            「話し合いで」

            「あの方相手に、話し合いなど出来るものか」

            　そう吐き捨てたランバート様の顔には自嘲があった。きっと彼自身、何度も嘆願をしたのだろう。

            「信じて下さい」

            「無理だ」

            「なら、力ずくで止めます」

            　私は魔法杖を構えた。

            「させないよ」

            　聞き慣れた声が響いた。

            「……レーネ」

            「ごめんね、レイちゃん」

            　レーネは数人の男を連れていた。その中の一人がクレア様を抱えて、首元にナイフを突きつけている。まだ目は覚めていないのだろうが、クレア様が小さくうめくのが聞こえた。

            「お兄様を行かせて上げて」

            「レーネ、考え直して」

            「無理。私にはどうすることも出来ない」

            「……」

            　私はレーネを信じたかった。クレア様を好きだというその気持ちが嘘ではないのだと思いたかった。でもやはり、思慕では恋慕には勝てないのか。

            「レイ、そこをどけ」

            「どいてもいいですけれど、無駄ですよ」

            「なに？」

            「鈴は念のため壊させて貰いました」

            「!?」

            　ランバート様が私の脇をすり抜け、部屋の奥へと駆け寄った。保管庫を開け、中から鈴を取り出す。

            「……なんということだ」

            　ランバート様の愕然とした声が聞こえる。鈴は真っ二つに割れていた。私はレーネがランバート様側につくことも可能性として考えていた。これはそのための保険である。

            「もういいでしょう。諦めて下さい、ランバート様、レーネ」

            「……お兄様」

            「……」

            　レーネがランバート様に駆け寄る。ランバート様は力なくうなだれているようだった。

            「おいおいおい、そんなんじゃ困るんだよなー」

            　男たちの一人が場違いなほど明るい声でそう言った。顔は黒い仮面をしていて見えない。誰だろう？　この場所での出来事そのものが、ゲームにはなかったことだ。だから、私はこの男を知らない。

            　ゲームでは鈴はクレア様の指示でレーネが使ったことになっていた。事件が解決したあとクレア様は罪に問われそうになるが、ドル様が握りつぶすのだ。もちろん、そもそもが冤罪なのだが。

            「……魔鈴が無くては、どうにもならない」

            「ちょいと貸せよ」

            　男はうなだれるランバート様から、鈴を受け取った。

            「……戻れ」

            「!?」

            　男の手のひらで、真っ二つだった鈴が時間を巻き戻したようにくっついていく。なにあれ……あれも魔法？

            「これでいいだろ」

            「……ああ」

            　ランバート様も目を疑っているようだが、おずおずと鈴を受け取るとそれを起動しようとした。

            「させません！」

            「レイちゃん、動かないで！　クレア様を傷つけたくない！」

            　レーネが鋭い声を発した。見ると、クレア様の首筋に赤い筋が一筋伝っている。

            「！」

            　怒りで我を忘れそうになるのを必死でこらえた。全ては私の責任だ。ゲームの内容を知って、全てを御しきれると思い込んでいた私の。

            　今この場にいるのは私だけだ。なんとかしなければ。

            　焦りで思考が空回りしそうになったとき、その声は響いた。

            「平民の分際で一人でなんとかしようなど、思い上がりも甚だしいですわ」

            　声が響くと同時に、男たちが炎に包まれた。悲鳴が響き渡る。

            「悲鳴まで下品ですこと。賊にはお似合いですわね」

            　やったのはもちろん――。

            「クレア様！」

            「状況がよく分かりませんけれど、さしずめオルソーの二人が黒幕ということでよろしくて？」

            　あくびを一つかみ殺してから、クレア様は悠然と笑った。どうやら少し前から目を覚ましていたらしい。狸寝入りして状況を伺っていたようである。

            「レーネ、残念ですわ」

            「……」

            　クレア様に明確な敵意を向けられ、レーネがうつむく。合わせる顔がないのだろう。

            「オルソー兄妹、やることは変わんねぇぞ」

            　再びの場違いに明るい声と同時に、炎が突然やんだ。男たちはほとんど倒れているが、一人だけ何ごともなかったかのように立っている。

            「仕事さえすりゃあ、海外に脱出させてやるよ。そしたらお前らは戸籍も変えて、晴れて兄妹じゃない恋人同士だ」

            　まるでアダムとイヴを誘惑する蛇のようだ、と私は思った。

            「耳を貸してはいけませんわ。投降なさい」

            　凜とした声でクレア様が言う。

            　しかし――。

            「申し訳ありません、クレア様。私たちはもう引き返すことなど出来ません」

            　固い声でそう言って、ランバート様は鈴を起動した。

            　

            　

            　その魔物は趣味の悪い前衛芸術家の作品のようだった。ライオンの頭と山羊の胴体、毒蛇の尻尾にコウモリの羽がちぐはぐにつなぎ合わされたそれは、以前に遭遇したウォータースライムよりもさらに大きかった。

            「キマイラですって!?」

            　魔物の正体を瞬時に看破したクレア様が、悲鳴じみた声を上げた。

            　俗にキメラとも呼ばれるその魔物は、元々はギリシャ神話に登場する怪物である。強靭な肉体を持ち、口からは火炎を吐く。その火炎はしばしば山をも燃え上がらせていたという。

            　キマイラはこの世界においても、非常に危険な魔物である。この世界における魔物は、動物が体内に魔法石を取り込んで生まれると言ったが、このキマイラは少し違う。人工的に作り出される軍用従魔なのだ。

            「クレア様、ここは一旦後退を。軍に任せましょう」

            　私はゲームのヒロインとして転生したけど、ゲームの通りにヒロインするつもりはさらさらない。こんな危険な化け物と二人だけで戦うなんて馬鹿げている。今は軍もこちらに向かっているのだから、数で制圧してしまえばいい。冒険する必要はないのだ。

            　しかし――。

            「いいえ、ここで食い止めますわ」

            「クレア様!?」

            　クレア様は頑なにここを動こうとしなかった。

            「軍を待てばその間に被害が拡大します。そうなれば、レーネたちが受ける刑は重いものにならざるを得ないはず」

            「クレア様……」

            　クレア様の発言に、レーネが言葉を詰まらせた。そう。クレア様は裏切られてもなお、レーネの身を案じているのだ。高飛車で傲慢でわがままなクレア様だが、それでもそれだけの人ではない。

            「はあ……、損な性格ですね。クレア様？」

            「何がですのよ」

            「この期に及んで自分を裏切った者の心配なんて」

            「ち、違いますわ」

            　クレア様は慌てて否定した。

            「レーネはわたくしの所有物です。だからこそ、監督責任というものが――」

            「あー、はいはい。ツンデレ乙です。今は緊急事態ですので、そういうのはいいです」

            「……腹立ちますわね。まあ、いいですわ。あなたは軍の者を呼んできなさい」

            　しっしと追い払われそうになる私。

            「なに言ってるんですか。私も加勢しますよ」

            「余計なお世話ですわ……と、言いたいところですが、今回は助かりますわね」

            「なにせ私もクレア様の所有物ですし？」

            「私はまだあなたを認めたわけじゃありませんのよ？」

            「またまた」

            「戯れ言はそこまでだぜ、お嬢ちゃんたち」

            　時間稼ぎを狙ったクレア様と私たちの夫婦漫才を、黒仮面の男が遮った。

            「ランバート。お前もぐだぐだしてないで、さっさとキマイラを動かせ」

            「……分かった」

            　同胞に魔物をけしかけるのはやはり躊躇いもあったのだろう。それでも、ランバート様は鈴を鳴らした。

            「行け。貴族を根絶やしにしろ」

            　主の命令を受け、キマイラが筆舌に尽くしがたい咆吼を上げた。ウォータースライムも使っていたスタン攻撃、ヘイトクライである。

            「……っ！　クレア様、動けますか？」

            「誰にものを言っていますの。同じ過ちは二度と繰り返しませんのよ」

            　ヘイトクライは不意打ちで使われると抵抗するのが非常に難しいが、臨戦態勢を取って気をしっかり持っていれば抵抗することも出来る。もちろん、高い魔法適性がなければ、それでもかなり難しいのだが。

            「キマイラの属性の分布はご存じで？」

            「無論ですわ」

            　キマイラは火、地、水の三種類の属性を持っている。ライオンの頭が火、山羊の胴体が地、毒蛇の尻尾が水である。

            「私は補助に回りますので、クレア様は存分に攻撃を」

            「よろしくてよ」

            　言い終えるやいなや、クレア様は火属性の槍を生成した。

            「消し炭になりなさい！」

            　クレア様が魔法杖を一振りすると、槍はキマイラめがけて一直線に飛んでいった。しかし、キマイラはその巨体に似つかわしくない俊敏な動きで尻尾を振り回し、クレア様の炎槍をはたき落とした。

            「さすがに正攻法では厳しいですわね。頭も悪くないようですし」

            「ならこういうのはどうでしょうか」

            　私は石矢を生成して、キマイラの後方に放った。狙いは、魔鈴を持っているランバート様である。

            「お兄様！」

            「させねぇよ？」

            　あと一歩でランバート様に届こうとしていた石矢は、黒仮面の男が起こした風の障壁にいなされてしまった。どうも、彼は風属性魔法の使い手のようだ。

            「術者を狙うっていうのは正しい考え方だが、ついさっきまで仲間だったヤツをためらいなく狙うたあねぇ？　そっちのお嬢ちゃんはなかなか容赦ねぇな」

            　黒仮面の男が嫌みったらしくのたまった。

            　私はクレア様を守って戦闘を終わらせることを最優先しているだけである。確かにレーネのことは好きだし、ランバート様にも同情はする。でも、クレア様の安全とそれを天秤に掛ければ、どちらを取るかは明らかに前者だ。そのためならどんな汚い手段だって使う。ゲームの知識に驕って、クレア様を危険にさらすのは一度で十分だ。

            　でも、あの黒仮面がいる限り、ランバート様を狙うのは難しそうだ。やはりキマイラを倒すしかない。

            　と、その時キマイラが口を開いた。

            「クレア様！」

            　次に起こることを予想して、私は咄嗟にクレア様を抱き寄せた。クレア様が抗議の声を上げかけたが、次の瞬間、灼熱の業火が辺りを包んだ。

            「危なかった……」

            「今のは？」

            「キマイラのファイヤーブレスです。想像以上の威力ですね」

            　咄嗟に水の障壁を全力で貼って凌いだけど、分析室の中はひどい有様になっていた。分析に使う魔道具は軒並み焼け焦げているし、レンガ造りの壁すらも一部が融解している。煙が充満する室内では一酸化炭素中毒の危険性もあるし、このままでは建物が倒壊する可能性すらある。そう何発も凌げるものじゃない。

            「外へ出ましょう」

            　私はランバート様たちに聞かれないよう、小さな声でクレア様に提案した。

            「！　しかし、被害が広まってしま――」

            「裏庭に誘導します。群衆はまだ一番広い第一運動場にいるはずです。学院生や職員さんたちは寮でしょうし」

            「……分かりましたわ」

            　クレア様は頷くと、溶けてもろくなっている壁に向かって炎弾を叩き込んだ。壁に人が通れるくらいの穴が開いた。

            「逃げますわよ！」

            　今度はわざとランバート様たちに聞こえるように、クレア様が叫んだ。同時に、二人して外へと駆け出す。

            「追わせろ。財務大臣の娘だ。逃がすんじゃねぇぞ？」

            「……」

            　ランバート様は魔鈴を鳴らして、キマイラに追撃を命じた。私たちが建物の外に出るのと建物が崩れ落ちるのは、ほぼ同時だった。冷や汗が背中を伝う。

            「敵がまとめて建物の下敷きになってくれてたりは――」

            「しないようですわね」

            　大地を震わせるような大音を響かせて、キマイラががれきの中から飛び出してきた。

            「くっ！　炎よ！」

            　迫り来るキマイラに対し、クレア様は炎の矢を浴びせかけた。炎槍よりも小さいが、数が多くて小回りがきく。炎矢はキマイラを包み込むように着弾した。

            　しかし――。

            「直撃したのに!?」

            　キマイラはそれに構わず突っ込んできた。ダメージを負っていないわけではないだろうが、動きを止めるほどではなかったということか。キマイラの巨体が目前に迫り、禍々しく鋭い爪が振り上げられた。

            「凍り付け」

            　私はキマイラの全身を特大の氷の中に閉じ込めた。ズシンと重い音を立てて氷が落ち、ようやくキマイラの動きが止まった。

            「……なんていう非常識な魔法ですの」

            「クレア様のピンチともなれば、これくらいの真似は出来ますよ」

            　あきれかえるクレア様と軽口を叩き合う私。でも、警戒は解いていなかった。

            　獅子の雄叫びを上げ、キマイラはまたブレスを吐いて氷を跡形も無く溶かしてしまった。

            「全身を芯まで凍り付かせることは出来ませんの？」

            「あまり上策ではありませんね。瞬時には無理ですし、時間を掛けても水属性の尻尾が健在だと思います」

            「……どうしたものかしら」

            　考えている間にも、キマイラは襲ってくる。運動能力では圧倒的に劣っている私たちは徐々に劣勢に追い込まれていった。

            「クレア様、ここは人生最初の共同作業と行きましょう」

            「何をすればいいんですの？」

            　クレア様はツッコミを入れる余裕もないと見えて、素直に先を促してきた。

            「以前、セイン様がやった属性付与です。水属性を付与しますから、頭を狙って下さい」

            「でも、また尻尾で叩き落とされてしまうのではなくて？」

            「学院騎士団の入団試験でお使いになった、クレア様の切り札を使って頂けますか？」

            「……なるほど。でも、あれにはちょっとだけ溜めが必要ですのよ」

            「時間を稼ぎます。その間に」

            　私の言葉に、クレア様が不敵な笑みを見せた。

            「あなたを信頼しろと？」

            「出来れば」

            「……ふん、まあいいですわ」

            　やることは決まった。

            　後は全力でクレア様をサポートするのみ。

            「火よ！」

            　クレア様は小さな火弾を無数に生み出してキマイラに放った。次々と山羊の胴体に着弾する。だが、キマイラはやはりそれを無視して突っ込んできた。

            　まだ距離があると思っていたが、キマイラはブレスを吐こうと大口を開けた。

            「凍り付け」

            　ぎりぎり魔法が間に合い、キマイラの全身が氷漬けになって動きが止まった。

            「今です、クレア様！」

            　クレア様は両手を横へふわりと伸ばした。フランソワ家の紋章が四つ生まれてクレア様の周りに浮かぶのと、氷が砕かれるのは同時だった。

            「光よ！」

            　四条の光が、キマイラのブレスをも断ち切ってほとばしった。クレア様のマジックレイは、ブレスのために大口を開けていたキマイラの口腔を突き抜けて全身を串刺しにしていた。悲鳴を上げてキマイラの巨体が倒れ、今度こそ動かなくなった。

            「やりましたわね」

            「お疲れ様でした。さすがです、クレア様」

            　クレア様も私も、一瞬、緊張の糸が切れた。

            　そこに、油断があった。

            「大したもんだが、やっぱりお嬢ちゃんだな」

            　いつのまにかこちらに近づいて来ていた黒仮面が、クレア様にナイフを振り下ろした。

            「クレア様！」

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　一瞬、もうダメかと思ったが、クレア様を殺めるはずの刃は力強い腕で食い止められていた。

            「セイン様！」

            「……ぎりぎりだったな」

            　黒仮面のナイフはセイン様の腕に突き立てられていた。鮮血がしたたり落ちる。

            「これはこれは、落ちこぼれ王子様じゃありませんか」

            「……賊か」

            　セイン様は黒仮面の言葉には構わず、魔力を込めた拳を繰り出した。黒仮面は躱そうとしたが、仮面を浅くかすめた。仮面が欠けて、男の素顔がちらりと覗く。男は慌てて顔を押さえた。

            「おやおや。完全に見切ったと思ったのに、なかなかどうしてやるねぇ」

            「……じき軍もやって来る。観念するんだな」

            　軍にも優秀な魔法使いはいるが、セイン様の身体強化魔法は相当なものだ。足が速い分、先に着いたのだろう。それにしたって、王子ともあろう身分の人が先行してしまうのは頂けないが。

            「そうかいそうかい。じゃあまあ、逃げられるだけ逃げてみるかねぇ」

            　相変わらず場違いな明るい声で、黒仮面は言った。

            「……逃げられると思うのか？」

            「まあ、何とかなるんでない？　それに、目的は達せられそうだし」

            「……？」

            「貴族を出来るだけ殺すってのが、まあ当初の狙いだったわけだが……思わぬ収穫だったな」

            　黒仮面の言うことを怪訝に思っていると――。

            「……ぐっ」

            「セイン様!?」

            　セイン様が突然膝を突いた。クレア様が慌てて駆け寄る。

            「……毒……か……」

            「ご名答。まだ解毒法が見つかってない特別製だ。よーく味わってくれよな」

            　楽しげに言い捨てて、男は夜闇の中に消えた。遅れて軍の兵士が駆けつけ、仮面以外の男たちとランバート様、レーネを捕縛した。

            「セイン様！　セイン様！」

            　クレア様が倒れたセイン様にすがりついて名前を呼んでいる。だが、反応がない。呼吸が荒く、額にはびっしりと汗をかいて、時折苦しそうに声を漏らしている。肌には黒く禍々しい斑点が浮き出てきていた。

            　これは――。

            「医者を！　早く医者を呼びなさい！」

            「クレア様、離れて下さい」

            「でも、セイン様が！」

            「大丈夫です。解毒出来ます、多分」

            　愛する人が死の淵に立たされているとあって、完全に取り乱しているクレア様をなんとか引き剥がした。この毒は多分あの毒だ。私は解毒の水属性魔法を編んだ。多分、この構成であってるはず。

            「！　斑点が！」

            　セイン様の肌を冒していた斑点は徐々に薄れ、目を覚ましていないものの、セイン様の呼吸も穏やかになった。

            「やっぱり、ナー帝国の毒ですね」

            「なんですって!?　じゃあ、あの者はナー帝国の者ですの!?」

            　私はこくりと頷いた。以前に少しだけ触れたが、ナー帝国とは王国の東に位置する強国である。このゲームで起こるいくつかの事件の裏には、敵国であるナー帝国が絡んでいる。そして、ゲーム後半のとある事件で使われたのがこの毒――カンタレラである。地球上で実際に使われていたカンタレラという毒物は一説によると亜ヒ酸だったようだが、この世界のカンタレラの製法は知られていない。ただ、魔法による解毒法をヒロインが突き止めるので、その方法を知っていた私には解毒することが出来たのである。

            「どうしてあなたがそんな知識を……」

            「それについてはノーコメントです」

            「大体、あなたはどうしてあんな場所に一人でいたんですの？　まるでレーネたちの裏切りを最初から知っていたみたいに」

            「ランバート様を怪しんでいましたから。レーネのことはさすがに驚きましたが」

            　事実と嘘を微妙に混ぜる。クレア様は単純だけど、頭は回る人なので誤魔化すのも一苦労である。

            「あなた……もしかして――」

            「……う……ん」

            　クレア様が何か言いかけたところで、セイン様が目を覚ました。

            「セイン様！」

            「……クレア……か。無事だったんだな。よかった」

            「何を仰いますの！　危険な目に遭われて……。御身にもしもの事があったらどうなさるおつもりでしたの！」

            　クレア様はセイン様の胸にすがりついて泣いた。セイン様は困ったようにしていたが、やがて抱きしめて頭を撫でてやった。

            「……心配を掛けたようだ」

            「本当に……セイン様が亡くなったら、私……私……」

            「……すまん」

            「あのー、お取り込み中すいません」

            　ヒロインをほったらかしで盛り上がっている二人に、私は極めて空気を読まない発言をした。

            「とりあえず、移動しませんか。ここ寒いです」

            「あ　な　た　ね　ぇ　……！」

            　夜叉もかくやという形相でクレア様に睨まれたが、春とは言え夜の空気はホントに寒かったのだ。決してセイン様が羨ましかったとか、そんなことではない。ないったらない。

            「どうやら一通り片付いたようだな」

            　ロッド様たち学院騎士団の残りの面々もやってきた。

            「話を聞かせて貰おうか」

            　

            　

            「――ということだ」

            　私たちは学院騎士団の会議室に集まり、一連の騒動の事後処理についてロッド様から説明を受けていた。

            　事件は急速に収拾していった。学院になだれ込んでいた市民は事件の真相が明らかになると、平民運動家の中から犯罪者が出たということで大義名分を失い解散していった。中庭事件から急激な盛り上がりを見せていた平民運動は、一旦、下火になっているようである。平民の貴族に対する不満は今なお根強いが、それでもこんな事件があった直後だ。

            　みな自重しているように見える。あちこち壊された学院の一部に爪痕は残ったが、それ以外、学院は嘘のように静けさを取り戻した。今は修理に当たる建築ギルドの職人が木材やレンガを運びこむなどしている光景が見られるが、これもその内に落ち着くだろう。

            「……」

            　クレア様は物憂げな顔をしていた。ロッド様の話を聞きながら、ときおり左の方を落ち着かない様子でちらちら見ている。そこは、いつもレーネが控えていた場所だ。

            　レーネとランバート様は国家反逆罪の罪で逮捕された。彼女たちも脅されてはいたのものの、外患誘致と王族・貴族の殺人未遂を行ったのは事実である。貴族ならまだしも、彼らは平民だ。情状酌量があったとしても良くて死罪、悪ければ一族郎党皆殺しである。オルソー商会も一夜にしてその勢力を失った。魔法石の採掘・流通権は国に接収され、今は国の沙汰を待っている状態である。

            「オルソー家は……やはり取り潰しですの？」

            　クレア様がロッド様に尋ねた。

            「その可能性が高いな。あいつらにも事情があったんだろうが、さすがにやっちまったことが大きすぎる」

            「……そうですわよね」

            　会議室が沈黙に沈んだ。レーネを可愛がっていたクレア様だけではない。ランバート様は学院騎士団の人間から信頼が厚かった。そんな人物が極刑に処されると聞けば、たとえその処分に正当性があるにしても、割り切れない思いが残るのが人間というものだ。

            「そうだ、クレアとレイ。お前らには褒美が出るらしいぞ」

            　暗い雰囲気を打ち払うように、ロッド様が明るい声でそう言った。

            「褒美……ですの？」

            「ああ。事件の首謀者をいち早く見抜いてキマイラを倒した。おまけにレイに至っては王子であるセインの命を救ってる。これで褒美が出ない方がおかしいだろ」

            「近々、王宮に呼ばれると思うよ。陛下が直々に会って褒美を取らすそうだから」

            　クレア様の疑問にロッド様とユー様が答えた。

            「わたくしは大したことしてな――もが」

            「そうですか。名誉なことです。ありがたく頂戴します」

            　余計なことを言いそうなクレア様の口を塞いで、私は言った。

            「ちょっと、何をしますのよ！」

            「クレア様、私にいい考えがあります」

            　私はクレア様に思いついたことを耳打ちした。

            「なるほど……やってみる価値はありますわね」

            「でしょ？」

            　クレア様も賛同してくれるようだ。

            　そして数日後、王宮からの呼び出しがあった。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　王宮に来るのは初めてだった。豪奢というよりは荘厳といった言葉が似合いそうな門を通り過ぎて、ふかふかの絨毯を踏みながら宮殿内を案内された。通されたのは待合室である。国王に謁見する人は、毎日数十人はいる。今この部屋にはクレア様と私しかいないが、他の待合室にも謁見を待つ人がたくさんいるのだろう。そんなことをぼんやり考えながら、私は物珍しげに室内の調度を眺めていた。

            「座っていなさいな、落ち着きのない」

            　慣れたものなのだろう。クレア様は少しの緊張も見せずに、出されたお茶をすすっている。

            「別に落ち着かないわけじゃないんですけどね。やっぱり王宮の部屋はしつらえが違うなと思って」

            「当たり前ですわ。王宮とは国の顔。テーブル一つ取っても、最高級のものを使うのが当たり前。このテーブルだって、多分マホガニー製ですわよ」

            「はあ」

            　審美眼に自信のない私には、何やらお高いものらしいということしか分からない。ブタに真珠、猫に小判、馬の耳に念仏……は微妙にずれるか。

            「そうしていれば、見られなくもないですのにね」

            　ティーカップをソーサーに戻すと、クレア様はちらりと一瞬だけこちらに視線をくれた。

            「服を貸して頂いてありがとうございます」

            　国王に謁見するのに、いつもの格好というわけにはさすがにいかない。私はクレア様からスーツを一着借りて着ているのである。学生であれば制服も許されるかと思いきや、それは地球だけに許されるルールらしい。学院の制服で参加するつもりだった私に慌てたクレア様が、超特急で仕立ててくれたものがこのスーツである。

            　肌の露出を極力抑えたもので、袖は長袖だしボトムスもスカートではなくパンツである。色は正礼装の色である黒。これらは全てドレスコードで決まっている。

            　クレア様はといえば、実に優美なドレス姿である。ドレスといってもイブニングドレスのようなものではなく、こちらも肌の露出を極力抑えたデイドレスである。ドレープをふんだんに使ったワンピースで、スカート部分はくるぶしまである長いものだ。服に着られているような私とは違い、クレア様の着こなしは完璧である。当たり前と言えば当たり前なのだが、こういう服を着ていると、クレア様が上流階級のご令嬢なのだということがよく分かる。

            「別にあなたのためじゃありませんわ。一緒に拝謁するわたくしの常識まで疑われては敵わないと思っただけですわ」

            「またまたそんなこと言って。愛でしょ、愛」

            「……本当に黙っていればいいですのに」

            　呆れ顔のクレア様である。

            「クレア＝フランソワ、レイ＝テイラー。国王陛下より拝謁を賜る」

            　しばらく待っていると、侍従とおぼしき人が呼び出しに来た。いよいよ謁見である。赤絨毯を踏みしめて王宮の廊下を歩く。足下が柔らかすぎて少し歩きづらい。クレア様はあんな裾の長いドレスにハイヒールだというのに、全く問題なく楚々と歩いている。この辺りは経験の差だろう。

            　そうこうしているうちに、謁見の間とおぼしき部屋の前にやってきた。

            「クレア＝フランソワとレイ＝テイラーにございます」

            　侍従が高らかに私たちの名前を読み上げると、優美で複雑な意匠の施された扉が開かれた。

            「……」

            　一礼してからクレア様とともに謁見の間へ足を踏み入れた。両脇には近衛兵とおぼしき兵士がずらりとならび、続く玉座には国王であるロセイユ陛下と王妃のリーシェ様が座っている。

            　玉座の前まで進み出ると、膝を突いて臣下の礼を取った。この辺りは直前までクレア様にみっちりしごかれている。レイの礼。もういいか。

            「面おもてを上げよ」

            　陛下の重々しい声が響き、私たちは陛下と王妃の顔を見ることを許された。

            　ロセイユ陛下は黒目黒髪で、どこかロッド様に似ている。さすがにロッド様ほど快活な雰囲気ではなく、一国の王にふさわしい貫禄を備えてはいるが。トランプのキングを想起させるような服装だが、実物を見ると非常に美しい。頭上の冠がきらりと光を弾いた。

            　王妃のリーシェ様は金髪碧眼で、どことなくユー様に似ている。長い髪を結い、頭上には銀色のティアラがまぶしく輝いていた。扇で口元を隠しているので、表情は読めない。

            「王立学院にて起きた一連の事件を解決に導いたと聞いている。ご苦労であった」

            　ねぎらいの言葉に、再び顔を伏せる。

            「また、我が息子セインの命を救ってくれたとも聞いている。大義である」

            　顔を伏せたまま再びのねぎらいを受ける。

            「特一級の褒美を与えるものとする。望みを申すがいい」

            　そこまで聞いてから、再び顔を上げる。

            「クレア＝フランソワとレイ＝テイラーにございます。本日は拝謁の栄誉を賜り、まことに恐悦至極に存じます」

            　クレア様が口を開いた。ここからのやりとりは、クレア様に任せている。いかに褒美を貰えるとは言え、平民が国王陛下と直に言葉を交わすのはまずいらしい。

            「うむ」

            　陛下は鷹揚に頷いて先を促した。

            「頂く褒美として、陛下に一つお願いがございます」

            「申してみよ」

            「はい」

            　ここからが正念場だ。頼むよ、クレア様。

            「オルソー家の助命嘆願をさせて頂きたく存じます」

            　クレア様が望みを口にすると、謁見の間にどよめきが広がった。まあ、そうだよね。

            「静まれ」

            　しかし、陛下のよく通る声が響くと、謁見の間は再び静まりかえった。沈黙がしばし続いた。

            「オルソー家はこたびの騒動の主犯であると聞いている。そのオルソー家に減刑を求めるというのか？」

            「はい。陛下の恩赦を賜りますよう、なにとぞお願い申し上げます」

            　心中の読めない平坦な陛下の声に、クレア様は重ねて請願を口にした。

            「サーラス、どうか？」

            　国王の問いかけに、玉座の横に控えていた宰相が一歩進み出た。宰相の名はサーラス＝リリウム様。銀髪赤目の美男子である。

            「難しいでしょう。信賞必罰が法理の原則。オルソー家には減刑をする理由がございません」

            　冷たい声でそう告げるサーラス様。やはり、難しいか。

            「オルソー家はこれまで、国のために尽くしてきました。特に魔法石に関する事業において、その貢献は小さくないものと考えます。今一度、どうか減刑の恩赦をお考え下さい」

            　必死で食い下がるクレア様。レーネとランバート様の命を救えるかどうかは、今このときにかかっている。

            「確かにオルソー家はこれまで国に尽くしてきた。その功績を持って減刑するということは無理か、サーラス？」

            「功績で相殺するには、犯した罪が大きすぎます。外患誘致に王族と貴族の殺人未遂です。お家断絶は免れないものと思われます」

            　サーラス様はやはり冷たくそう言った。

            「ということだ。別の望みを申せ」

            　やはりダメなのか。クレア様も顔面蒼白になって拳を握りしめている。

            　その時――。

            「……陛下、どうかその者たちの望み、かなえて頂けないでしょうか」

            　聞き慣れた声が謁見の間に響いた。

            「セインか」

            　声の主はセイン様だった。謁見の間横にある扉から歩み出て、クレア様の横に並んだ。

            「……こたびの騒ぎの土台には、貴族たちへの平民の不満がありました。学院での暴動の一因となった中庭事件の沙汰も、貴族寄りに過ぎるという批判があります」

            　セイン様は朗々と語った。私はセイン様がこんなに喋るのを初めて聞いた。

            「……オルソー家の者が犯人と分かり、平民運動は一旦落ち着いています。ですが、王室が平民を軽んじていないということを示さなければ、同じ事はまた起きましょう」

            「オルソー家の助命が、その一助になると申すか？」

            「……そうです」

            「お言葉ですが、陛下、セイン様」

            　二人の会話を遮ったのはサーラス様だった。

            「そもそも平民運動を煽ったのも、オルソー家の者という疑いが出ております。王室は平民を軽んじてはいませんが、オルソー家を助命すれば多くの子女が危険にさらされた貴族たちが黙っておりません」

            　それはその通りなのだ。元々、あの黒仮面の狙いは貴族の子女を殺害することだった。もしあのまま魔物が学院内に放たれていれば、実際に殺された者もいただろう。

            「……バランスの問題です。今は貴族側に天秤が傾いています。魔法の重要性を考えれば、これから重要視しなければならないのは平民なのは明らか。陛下の能力重視政策を空文化しないためにも、なにとぞご再考を」

            　言いたいことは言ったとばかりに、セイン様は口を閉じた。

            「双方の言い分は分かった」

            　陛下はそう言った後、少し考え込んだようだった。しばし時間が流れる。実際にはそれほど長い時間ではなかったのだろうが、私にはいやに長く感じられた。

            「オルソー家の処分は、国外追放処分とする」

            　陛下の沙汰は追放だった。お家断絶は免れた。クレア様と顔を見合わせる。クレア様もほっとした顔をしていた。

            「陛下、お言葉ですが――」

            「サーラス、反論は許さぬ」

            「……御意」

            　サーラス様は異論を唱えようとしたようだが、干渉を拒絶する陛下の声の強い響きにしぶしぶといった様子で引き下がった。

            「追って、処分の詳細を下知するものとする。クレア＝フランソワ、レイ＝テイラー。下がるがよい」

            「はい」

            「セインは残れ。話がある」

            「……はい」

            　クレア様と私は謁見の間を辞した。王宮を出ても私たちはしばらく無言だった。でも、宮殿の門を出たところで、我慢の限界だった。

            「やりましたわ！」

            「やったー！」

            　クレア様と私は示しを会わせたわけでもないのに、同時にガッツポーズをした。クレア様がはっと我に返った顔をして、慌ててポーズを解いた。

            「ふ、ふん！　真似しないで下さる？」

            「以心伝心ってやつですよ。ほらほら、嬉しいことなんですから、素直に喜びましょうよ」

            「別にあなたと喜び合う必要はないでしょう？」

            「じゃあ、愛し合いましょう」

            「何を言ってますの!?」

            　普段の私たちに戻ってしまったようだが、クレア様はいつもよりも口数が多かった。私たちはいつも以上にぎゃーぎゃー言いながら、学院への帰路についた。

            　

            　

            　　　　　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　オルソー家が追放処分になる日、私はクレア様についてアパラチアとの国境にある関所の近くに来ていた。レーネたちが王国を離れる際に通るこの関所は、王都からはかなり離れている。クレア様と私はフランソワ家の馬車でここまでやってきた。もちろん、レーネを見送るためだ。

            　オルソー家は家財のほとんどを没収され、最低限の物品だけを持ち親戚を頼ってアパラチアに移り住むことになった。アパラチアはバウアー王国と古くから国交のある友好国で、肥沃な国土を持つ農業国である。国情は安定していて、裕福とは言わないまでもそこそこの国力を持っている。一からやり直すには丁度いい国と言えるだろう。

            　とはいえ、レーネが去ってしまうのはやはり寂しい。国をまたいで移動するのはそう簡単なことではない。会えるのはきっと今日が最後になるだろう。

            　憂鬱な気持ちとは裏腹に、雲一つ無い青空が広がっている。気分が晴れないのはクレア様も同じようで、畳んだ日傘で所在なく地面をつついていた。

            「いい天気ですね」

            「そうですわね」

            　どうでもいいことを言う私に、クレア様は気のない返事をした。その瞳は関所をじっと見ている。

            　私たちは関所を囲む鉄柵の外から、オルソー家の一団を見つめている。関所はアパラチアとバウアー王国を繋ぐ、一番大きな街道に設置された砦のような建物である。建物には巨大で頑強な門があり、有事にはここを閉めて敵の侵入を防ぐ。

            　関所には検問を行う場所があり、オルソー家の人々が今ちょうどそれを受けている。王国において魔法石の採掘と流通で商いをしていたオルソー家だが、その技術を国外に持ち出すことは禁じられている。軍事技術にも繋がる魔法に関わる事柄なので、検問も厳重だ。もちろん、人の頭の中までどうこうすることは出来ないから、物品や書類の類いしか調べることは出来ない。だからといってオルソー家の者が魔法石の知識を武器にアパラチアで商いを出来るか、と言えばそれはかなり難しい。王国を刺激したくないアパラチア政府が許さないからだ。結果、オルソー家は魔法石以外の部分で生業を探さなければならない。

            「オルソー家は、アパラチアでやっていけるでしょうか」

            「どうかしらね。当主のバートレーは有能な者だと聞いていますわ。王国での地位ほどを望むのは難しくても、日々の糧を稼ぐくらいはどうにかするんじゃないんですの？」

            　つらつらとクレア様は答えてくれるが、やはり言葉にハリがない。心ここにあらず、といった感じだ。

            「レーネとランバート様はもっと厳しいでしょうね」

            「……そうですわね」

            　二人は許されない恋の結果として、一族郎党をあわや皆殺しの憂き目に遭わせるところだった。当然、報いを受けなければならない。アパラチアに移住後、オルソー家はレーネとランバート様を放逐するという。二人は家に頼ることなく、新しい国で生きていかなければならない。ほとんどの人間が家業を継いで生きるこの世界において、その意味するところは途方もなく重い。

            「それでも、生きていくしかないんですわ。生きてさえいれば、なんとかなりますもの」

            　まるで自分に言い聞かせるかのように、クレア様は言った。そうあって欲しい、というかのように。

            「検問が終わったようです」

            「……」

            　オルソー家の人々が門の方へと移動していく。その総人数は、オルソー家を知る者が想像するそれより驚くほど少ない。使用人のほとんどを解雇したため、ここにいるのはほぼ血縁者だけなのだ。数にして二十人にも満たない。

            　その中に、レーネとランバート様がいた。

            「レーネ！」

            　私は鉄柵に駆け寄って、声を張り上げた。レーネも気がついてこちらに近づいて来た。

            「レイちゃん……。それにクレア様も」

            「お別れを言いたいってクレア様が」

            「そんなこと言ってませんわ。あなたがどうしても連れいて行けと駄々をこねたんじゃないんですの」

            「あはは……。しばらくぶりだけど相変わらずみたいで安心したよ」

            　レーネは小さく笑った。力のない笑いだった。無理もない。

            　少しの間があった。

            「レーネ。わたくしのことを恨んでいまして？」

            「!?　とんでもありません！」

            　おずおずと尋ねたクレア様に、レーネは、慌てたように言った。

            「オルソー家は本来取り潰しになっていてもおかしくありませんでした。家族が今もこうして命を繋いでいるのは、クレア様たちの助命嘆願のおかげです」

            「それでも、あなたたちを追い詰めたのはわたくしですわ」

            　ほんの少しの自嘲がにじませて、クレア様は言う。クレア様は悔いているのだろうか。間違ったことは何一つしていない、と私は思うけど。

            「いえ。私たちの暴挙をとめて頂いたことにも感謝しています」

            「妹も私も、ようやく目が覚めたのです」

            　重ねて言うレーネに、ランバート様もやって来て言い添えた。

            「恋は盲目と言いますが、私たちはあまりにもお互いのことしか見えていなかった。許されない恋を嘆くあまり、視野が狭まっていました」

            　その結果がこのありさまです、とランバート様は苦渋をにじませた表情で言った。

            「実の妹を愛しているという禁じられた思いを、誰かに肯定されたかった。そこをあの男につけこまれたのです。本当に痛恨の過ちです」

            　血を吐くように言ったランバート様の言葉に、レーネも頷いた。

            「レイちゃん、気をつけてね。あなたもクレア様を思う気持ちを、誰かに利用されないように」

            「うん」

            「ランバート、レーネ。移動だ。行くぞ」

            　オルソー家の誰かがレーネたちを呼んでいる。いよいよ出発のようだ。

            「レーネ、これを持って行って」

            　私は鉄柵の間から羊皮紙の束をレーネに渡した。

            「これは……！」

            「新しいレシピ。マヨネーズも向こうで使って」

            「いいの？」

            「うん。少しくらいはお金の種になると思うから」

            　私にはこれくらいしか出来ない。ありがとう、とレーネは言った。

            「それではお別れです。クレア様、レイちゃん、お世話になりました」

            「じゃあね、レーネ」

            「……」

            　深々と頭を下げる二人に私は別れを告げた。クレア様は何も言わなかった。それに対して、レーネは寂しそうに微笑んでから振り返って歩いて行った。

            　二人の姿が遠ざかっていく。

            「クレア様。いいんですか、お別れを言わなくて」

            「……」

            　クレア様は複雑な表情をしていた。さまざまな感情が交ざり合っているように見える。単純な頭の悪役令嬢の姿は、そこにはかけらもなかった。

            「レーネ！」

            　ふいに、去りゆくレーネをクレア様が大きな声で呼び止めた。レーネは驚いたように振り向いた。そのまなじりに、光るものが見えた気がした。

            「さよならは言いませんわ！　いつかまた会いましょう！　その日まで、どうか健やかで！」

            　その言葉はもう門をくぐろうとしているレーネに届いたのだろうか。レーネが笑ったように見えたが、もしかしたらそれは私の願望だったのかもしれない。レーネたちの姿はやがて完全に見えなくなった。

            「行っちゃいましたね」

            「……」

            　クレア様は泣いていなかった。泣きそうなほど悲しい顔をしているが、涙はこぼさなかった。

            「クレア様」

            「なんですの？」

            「抱きしめていいですか？」

            「いいわけないでしょう。帰りますわよ」

            　そう言うと、きびすを返してすたすたと先に行ってしまった。

            「こんな時まで強情なんだから」

            　泣きたいときに泣けないなんて、困った人だと思う。でも、人間は小説が描くよりもずっと複雑なのだ。そして、私はそういう不器用な人間が大好きだ。

            「クーレーアーさーま！」

            「きゃあ!?　なにするんですの！　はーなーしーなーさい！」

            「離しませんけど、代わりに話します」

            「わけの分からないことを言うんじゃありませんわよ！」

            　もっと私を罵って、クレア様。いつもの元気なクレア様に戻って。でも、それすら難しいなら――。

            「泣いたっていいんですよ？」

            「！　ば、馬鹿じゃないんですの？　たかがメイドが一人いなくなっただけですわよ？　そんなことでどうしてわたくしが――」

            「クレア様、私は今クレア様の背中側にいます。なので、クレア様の顔は見えません」

            「だから、わたくしは！」

            　ぎゅうっと強く抱きしめながら、私は言った。


        






        





            　

            「レーネとお別れしたくないですね」

            　ぽたり、と前に回した手にしずくが落ちるのを感じた。

            「本当に、世の中ままなりませんね。恋愛一つ、自由に出来やしない」

            　しずくはみるみる数を増して、私の手を濡らした。私たちは、その場にしばらくたたずんでいた。

            「……平民のくせに本当に生意気ですわね、あなた」

            　落ち着いたのか、クレア様が憎まれ口を叩いた。

            「はい、生意気なのでお仕置きして下さい」

            「嫌ですわよ。どうせあなたのことですから、ご褒美に脳内変換するのでしょう？」

            「クレア様が私への理解を深めて下さった。これはもう結婚するしかありませんね！」

            「しませんわよ！」

            　今度こそこれでいつも通り。私はクレア様の悪態を喜んで受けながら隣に並んだ。

            「また、会いたいですね」

            　関所の方を一度だけ振り返って呟いた。

            「会えますわ、きっと」

            　クレア様の声に、もう曇りはなかった。まるでこの青空のような、晴れやかな声色が静かに響いた。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            ――私の推しは悪役令嬢。１　――了


        



            　巻末書き下ろし　我が主、クレア＝フランソワ

            　

            　

            「レーネ。もう、いいのか？」

            　レイちゃんやクレア様とのお別れを済ませた私に、お兄様がそう言葉をかけてくれた。

            「はい。あまり言葉を交わしすぎても、離れがたくなってしまいますし」

            　そう言いながらも、私はクレア様に謝罪の言葉を口に出来なかったことを密かに後悔していた。あえて口にしなかったのは、私たち兄妹が犯した罪は許されていい物ではないと思ったからだ。謝罪の言葉を言うことすらおこがましい、と私は考えていた。もちろん、謝罪には被害者の気持ちを静めるという意味合いもあるのだろうが……。

            　罪の意識があまりに強すぎて、結局、クレア様とはきちんとお別れが言えなかった。そのことが、私の心に暗い影を落としていた。涙が、にじむ。

            　その時――。

            「レーネ！」

            　聞き間違えようのない、我が主の声が風に乗って届いた。私は思わず振り返った。

            「さよならは言いませんわ！　いつかまた会いましょう！　その日まで、どうか健やかで！」

            　その言葉を受け取った時の私の気持ちは、きっと誰にも……愛するお兄様ですら分からないに違いない。私はただの使用人だ。クレア様からすれば、たくさんいるお側仕えの中の一人でしかない。そんな私に、酷い裏切り行為をしてしまった私に、あの方はあんなにも温かいお言葉をかけて下さるのだ。私はクレア様の情け深い心に、焦がれるような深い感謝を覚えた。

            「……いい主だったんだな」

            　お兄様が優しく微笑みかけてくれた。でも、私は首を振ってその言葉を否定した。

            「だった、じゃありません。今も……これからもずっと、クレア様は私の生涯の主です」

            　涙を拭いて、私は言った。お兄様は「そうか」とだけ言って、頭を撫でてくれた。

            　お互いが幼い頃から常に側に仕えさせて頂いたクレア様。二人で歩んだ十年近くの記憶が胸にこみ上げる。そういえば、クレア様との関係は、最初から良好だった訳ではなかったな、と私は思った。クレア様の姿を何度も振り返りながら、私は初めてクレア様にお目に掛かった時の事を思い出していた。

            　

            　

            「これが本日より新しくクレア様のおそば仕えとなる、レーネ＝オルソーです。レーネ、ご挨拶を」

            　メイド長に促されて、私はこれから仕える主人――クレア＝フランソワ様の前に歩み出た。私の名前はレーネ＝オルソー。今日からこのフランソワ家でメイドをすることになっている。

            「レーネ＝オルソーと申します。よろしくお願いします」

            「ふん。名前なんてどうでもいいですわ。どうせ一週間と持たずに辞めるんでしょうから」

            　縦ロールの巻き毛を揺らしながら、七歳の私よりも二、三歳は年下であろう可愛らしい声で、クレア様は言った。歳の割に大人のような口調の少女は、不機嫌そうな顔で私を見ている。笑ったらさぞかし可愛いだろう美貌の少女だが、その表情と物言いが全てを台無しにしてしまっている。

            「こちらがあなたが仕えるクレア＝フランソワ様です。失礼のないように」

            「はい、メイド長」

            「では、クレア様。後はレーネに任せます。私はこれで失礼しますね」

            　そう言うと、メイド長は足早に部屋を出て行った。後から聞いた話なのだが、この時のメイド長はクレア様が苦手だったらしい。メイド長だけではない。フランソワ家に仕えるメイドのほとんどが、クレア様を嫌っていた。私自身も、初対面の印象はあまりいいものではなかった。

            「平民」

            「レーネと申します。クレア様」

            「だから名前なんてどうでもいいですわよ。平民、馬になりなさい」

            「……？　馬、ですか？」

            　クレア様は口にするのも汚らわしいと言った様子だった。前言撤回。初対面の印象は最悪である。

            　クレア様の言うとおり、私は確かに平民だ。魔法石を取り扱うオルソー商会の長女である。主な取引先が王室であるオルソー商会は、平民とは言え豪商である。実際、下手な下級貴族なら生活水準で上回るほどの資産がある。私は別にそのことを鼻に掛けるつもりはなかったが、こうあからさまに平民と馬鹿にされると反発心が起きないはずもない。奉公初日から、私は暗あん澹たんたる気持ちになった。

            　この奉公は商会とフランソワ家の結びつきを強めるため、とお父様から言い含められている。取り入ると言っても、私に出来ることなんてたかが知れていると思うのだが、父の命令には逆らえない。私が上手く仕事をこなせば、お兄様のお役にたてるかもしれない訳だし。

            　私のお兄様――ランバート＝オルソーは非常に優秀な人だ。幼くして魔法の才能に恵まれ、今度平民にも門戸を開くという王立学院から誘いがくる程である。私はお兄様を深く敬愛している。お兄様のお役に立てるなら、ワガママお嬢様のご機嫌の一つや二つ取って見せようじゃありませんか。

            「馬も知りませんの？　全く、これだから平民は……」

            「いえ、馬くらいは存じていますが、どうして馬に？」

            「わたくしが乗りたいからに決まってますでしょ。いいから四つん這いになりなさい」

            　愚図ですわね、とクレア様が数センチ低いところから私を見上げるようにねめつけてくる。平民の側仕え相手とは言え、初対面の者にこれだけのことを言うとは、なかなかのワガママさである。ここで膝を折るのは簡単だが、それをしてしまうとこの先こういった要求は際限なくエスカレートするような気がする。

            「クレア様。馬になるのはお許し下さい」

            「……なんですって？」

            　クレア様の声がさらに不機嫌さを増した。見上げてくる瞳に険が混じる。

            「わたくしの命令が聞けないっていうんですの？」

            「はい」

            「この――！」

            　クレア様が癇癪を起こそうとしているのを見て取って、私はすかさず言った。

            「私のような下賎の者の背中に、クレア様のような高貴な方をお乗せする訳には参りません」

            　私はとりあえずおだてる方向に出てみた。へりくだって見せることでクレア様のご機嫌を取り、同時にこちらの思惑も通す。貴族を相手にすることもある商家に育った私には、これくらいの芸当は朝飯前だった。

            「！　……ふん、平民にしては弁えているじゃありませんの」

            　クレア様はひとまず私の答えに満足したようだった。ひねくれているようで意外と単純だな、と私は密かに思った。これならこのワガママお嬢様を「乗りこなす」のは、そう難しいことでもないかもしれない。

            「あなたは意外と見込みがあるかもしれませんわ。いいでしょう。わたくしの側付きとして仕えることを、ひとまず許します。せいぜい励みなさいな」

            「恐れ入ります」

            　これが私とクレア様の出会いだった。

            　それからしばらくはクレア様の操縦に慣れる日々が続いた。クレア様は本当に典型的なワガママ令嬢で、奉公にやってくる真面目なメイドたちの頭痛の種となっていた。そんな中で彼女を上手に乗りこなす私は重宝され、すぐに側仕えとしてそこそこの待遇を獲得することが出来た。メイドとしては破格の給金とクレア様からのある程度の信頼を、私は手にしていた。

            　その中で、クレア様とフランソワ家について分かったことがいくつかある。クレア様のご両親――ドル様とミリア様は、家を空けていることが多い。財務大臣であるドル様は当然として、ミリア様も家にはほとんど帰ってこないのだ。ミリア様は大変な社交家で、その政治力はドル様に匹敵するとも言われている。社交界の華として権力争いを裏から支配するミリア様は、まさにドル様の片腕と言っていいだろう。

            　滅多に家にいない二人なので、帰宅したときはそれはもうめっためたにクレア様を甘やかす。ドル様もミリア様も、クレア様を溺愛していた。それがどれくらい酷いかというと、クレア様がいちごが好きだと言ったら、いちご農家の流通網と氷室を抑えて、年中クレア様の為にいちごが手に入るようにするくらいである。ミリア様はそれに輪を掛けた溺愛っぷりで、クレア様のためにいちごの新レシピを公募するほどであった。そんな訳なので、自然とクレア様に苦言を呈する者がいなくなり、クレア様はワガママ放題のご令嬢となっていた。

            　

            　

            　私がクレア様のお側仕えになってしばらくしてからのこと。側仕えたちはクレア様が四歳になる誕生日のパーティーを控え、慌ただしく準備に追われていた。招待状の送付、献立の作成、部屋の飾り付けなどなど、やらなければならないことは目白押しだった。そんな中で私はといえば、さしたる仕事もなく、クレア様の側に侍っているだけだった。この頃、側仕えの間ではすでに、クレア様の操縦はあいつ（＝私）に任せておけ、という暗黙の了解が出来上がっていた。

            　それゆえに、私がクレア様の買い物にお供するのはごく自然な流れだった。クレア様が出歩かなくても、彼女が望めばほとんどのものはお部屋に届けられる。しかし、クレア様は時々ご自分の足で商店に赴いて買い物をすることを好む嗜好があった。今日もクレア様は馴染みのブティックへと足を運んで服を見繕っている。もちろん、クレア様のではない。なんと私の、である。

            「あの、クレア様。私は使用人着で結構ですので……」

            「ダメよ。わたくしに仕える者が、ドレスの一着も持っていないなんて許せませんもの」

            　そう言うと、クレア様は店員に指示し、次から次へと服を持ってこさせた。私も実家ではドレスを持っていたが、それでもやはり平民が着るもの。初めて見るようなきらびやかなドレスに、私の心はすっかり浮き足立っていた。

            　だからだろう。私は自分が場違いな場所にいるということを、失念していたのだ。

            「おイ、どうしテこんナところニ平民ガいル？」

            　クレア様が店員と一緒に新しい服を選びに奥へ入ってしまったそのタイミングで、私は背後から声を掛けられた。振り返ると、異国の装いをした貴族とおぼしき男性が私を訝しげに見ていた。

            「ここハ貴族しカ入れン店ダ。平民ノ来ルところでハなイ。さっさト出て行ケ」

            　周辺国の共通語に慣れていないのか、異国の貴族は片言の言葉で言うと、大きな手が私を突き飛ばした。

            「きゃあ！」

            　大人と子どもの体格差もあって、私はなすすべもなく尻餅をついた。その拍子に体が洋服棚に当たり、飾ってあった服が何着も地面に落ちた。汚れたその服一着で、私のお給金の何倍もするはずだ。原因は異国の貴族だが、そんなことが言い出せる雰囲気ではない。私は恐ろしくなって縮こまってしまった。

            「これはこれはダルセル殿下。いらしていたとは気づきませんで」

            「店主、こノ目障りナ平民ヲどこかニ捨てヨ。目障りダ」

            「いえ……、この者はバウアー王国の貴族ゆかりの者でして……」

            「二度ハ言わぬゾ。目障りダ」

            　傲岸不遜なダルセル様とやらは、飽くまで私を外に追い出したいらしい。殿下ということは単なる貴族ではなく、王族だったのか。これではたとえクレア様が戻ってきても、助けにはならないだろう。まして、ワガママ令嬢にこの事態が収拾できるとは到底思えない。私は一旦、店外に出てしまおうと思った。

            　しかし――。

            「（我が家の者が何か無礼を働きましたか、ダルセル＝ロロ殿下？）」

            　流ちょうな外国語を話しながら、クレア様が戻ってきた。クレア様はその場の様子を見ると、何が起きたかを察したようだった。

            「（そなたはロロ語が話せるのか。その歳で素晴らしい教養だな）」

            「（恐縮です、殿下。わたくしはクレア＝フランソワ。バウアー王国財務大臣、ドル＝バウアーが息女にございます」

            「（ドルの娘か。なるほど、頷ける所作と振る舞いである）」

            「（ありがとうございます）」

            　クレア様は自分の何倍も生きているような大人の王族相手に、一切の気後れを見せずに会話している。私はその様子を呆然と見ていた。

            「（しかし、クレア。平民をこの店に連れてくるのは、愚かであるぞ。この店は我がロロが出資する貴族専用の店。平民が立ち入ることはまかりならん）」

            　さっさと出て行け、とばかりに店の外を指さすダルセル様。

            「（懸命なるダルセル様。ダルセル様は現バウアー国王――ロセイユ陛下がこの度打ち出す新政策についてご存じでしょうか？）」

            「（なんだと？　知らぬな）」

            　クレア様の話題変換に、ダルセル様は首をひねった。

            「（ロセイユ陛下は、平民重視の政策を打ち出す予定でおります。ダルセル様のこの店も、貴族一辺倒の商いでは流行に乗り遅れてしまうかと）」

            「（なんと……バウアー王国は平民にもその恩寵を分け与える選択をするのか）」

            「（左様でございます）」

            　これは事実である。まだ公になってはいないが、一部の上級貴族と王室だけが知っていることだ。

            「（不肖このクレアは、王国の選択がどのようなものとなるのか、身を以て実践している所にございます。この者は、そのテストケースですわ）」

            「（ふむ……そうだったのか。バウアーがそのような選択をするというのであれば、ロロも無視は出来ぬ。この者のことは水に流すものとする）」

            「（ありがとうございます、殿下）」

            　どうやら事は穏便に済みそうだった。

            「行きますわよ、レーネ」

            「え？　あの……もういいんですか？」

            「いいですわよ。こんな店、二度と来ませんわ」

            　最後は私にだけ聞こえるように言って、私たちは馬車に戻った。

            「あの……クレア様、申し訳ございませんでした。私が不甲斐ないばかりに――」

            「あー！　あの馬鹿王族、ホントあったま来ますわね！」

            　私の謝罪の言葉は、クレア様の暴言に遮られた。

            「あ、あの……クレア様？」

            「ロロ公国なんて、過去の国ですわ。バウアーがなければ立ちゆかなくなる程度のゴミですわ、ゴミ」

            「ご……ゴミ……!?」

            「そんなゴミがわたくしのものを貶めようなど無礼千万。お父様たちのメンツが掛かっていなかったら、あの場で平手打ちにでもしてやるところでしたわよ」

            　思い返すのも腹立たしいといった様子で、クレア様は不満を隠さなかった。その時、私はクレア様が私について言っていたことに遅れて気がついた。

            「クレア様のものというのは？」

            「はあ？　レーネのことに決まってるじゃありませんの。あなたはわたくしのものでしょう？　わたくしのものであるからには、ゴミ王族なんかに好きなようにはさせませんわ」

            　そう言うと、クレア様はひたと私を見つめた。

            「いいですこと、レーネ？　あなたはわたくしの……クレア＝フランソワの使用人です。であるからには、この国で最高の平民ですのよ？　プライドをお持ちなさい」

            　その言葉は不思議と私の胸に響いた。この国で最高の平民――それは思ってもいなかった言葉だった。

            「あなたは平民ですわ。でも、最も貴族に近い平民でもありますの。わたくしの側仕えとして恥ずかしくない、最高の平民、最高の使用人にあなたはなりなさい」

            　窮地を救われたこともあるだろう。ワガママ令嬢の思いがけない一面を見たこともあるだろう。けど私は、何よりもこのクレア＝フランソワという一人の貴族のあり方が、とても美しいと思った。

            　クレア様は確かにワガママなご令嬢だ。でも、それだけではない。一度身内と見定めた相手はとことん守ろうとする。そういういい意味での貴族らしさを持った方なのだ。

            　私は、この方についていこうと思った。

            「私、レーネ＝オルソーは、クレア様の名に恥じない、立派な使用人になることを誓います」

            「結構。励みなさいな」

            　こうして、私とクレア様の関係は少し変化していった。

            　

            　

            　クレア様のお誕生日パーティー当日の朝、屋敷の食堂で一悶着があった。

            「ごめんなさいね、クレア。お母さんたち、今日はどうしても外せない用事が出来てしまったのよ」

            　心底残念そうにそう言ったのは、クレア様の母であるミリア様だった。ミリア様とドル様はこの日のために珍しく前日から家に泊まり込み、娘の誕生日パーティーに万難を排していた。ところが、当日になって無視できない貴族から呼び出しがかかってしまったのである。

            「イヤですわ！　お父様とお母様はわたくしと一緒にいますの！　今日はわたくしの誕生日ですのよ!?」

            　両親と久しぶりにゆっくり過ごせると思っていたクレア様は、当然のごとく駄々をこねた。いや、今回ばかりはただの駄々っ子と言えないかも知れない。なにしろ数ヶ月ぶりの家族団らんのはずだったのだ。

            「クレア、ミリアを困らせるんじゃない。貴族たるもの、責務が優先されるのは当然のことだろう」

            　ドル様は言い含めるが、流石に今回はばつが悪そうにしている。

            「わたくし、普段はお父様とお母様がいなくても我慢していますのに……。お誕生日の席もご一緒出来ませんの……？」

            　涙ながらに言うクレア様は、その声色に寂しさが溢れていて、聞いている私まで胸が締め付けられるようだった。

            「本当にごめんなさいね。この埋め合わせは必ずするから。そうだ！　お誕生日プレゼントを買ってきてあげる。クレアの好きなものをなんでも。何がいいかしら？」

            　名案を思いついた、という表情のミリア様だったが、私は心中でそれは悪手だと思った。

            「プレゼントなんかいらない！　お母様なんて大っ嫌い！」

            　そう叫ぶと、クレア様は自室に引っ込んでしまった。

            「クレア……」

            　その後ろ姿を悲しそうに見送るミリア様。肩を落とすミリア様をドル様がなだめた。

            「クレアもそのうち理解してくれるだろう。貴族は義務がなにより優先される。それは身内のことであっても例外はない」

            「……ええ、分かっていますわ。でも、時々思ってしまいますの。あの子は貴族に生まれなかった方が幸せだったんじゃないかって」

            　力なく呟くミリア様は、先ほどのクレア様に負けないくらい悲しい声だった。

            「レーネ。クレアのことをお願いね。なんとかご機嫌を取ってちょうだい」

            「かしこまりました。行ってらっしゃいませ、奥様、旦那様」

            　二人を見送ってから、私はクレア様の部屋に向かった。三つノックしてから扉を開ける。思っていたとおり、鍵は掛かっていなかった。

            「クレア様……」

            「お父様とお母様は行ってしまったのね……」

            　また寂しさに溢れた声だった。私はクレア様に駆け寄って抱きしめて差し上げたかったが、身分の差はそれを許さない。

            　クレア様は鍵を開けずに待っていたのだ。両親が自分の後を追いかけてきてくれるのを。もちろんそれは子どもっぽいワガママではあるのだろう。それでも、私はクレア様がこと両親と過ごす時間に置いて、その欲求が満たされた所を見たことがない。これでは、あまりにもクレア様が可哀想ではないか。

            「クレア様。旦那様も奥様も、本当はクレア様と一緒にいたいとお考えですよ」

            　それでも、私はそう言った。私の仕事はクレア様の気持ちにより添うことだが、それだけではいけないと思っている。クレア様が極端な感情に走らないよう、制御することが必要だった。

            「……どうかしら。お父様もお母様も本当は男の子が欲しかったんじゃないのかしら」

            「！」

            　その言葉を聞いて初めて、私はクレア様が抱える不安に気づいた。クレア様は自分が嫡男でないことを気に病んでいたのだ。その悩みは、四歳の誕生日を迎えたばかりの幼子にはおよそ似つかわしくないもの。クレア様はすでに、貴族の世界の価値観を身につけている。

            「そんなことはありません。旦那様も奥様も、生まれてきたお子様がクレア様であることを、本当に喜んでいらっしゃいます」

            「なら、どうして二人とも私の誕生日を一緒に祝ってはくれないの？」

            　その無垢な質問に、私は返す言葉がなかった。貴族の義務について語ることは簡単だ。でも、クレア様が今欲している言葉はそんなことではないだろう。クレア様は貴族のロジックではない、心の部分の欲求を訴えているのだから。

            「……下がって。　一人になりたいの」

            　私が答えられずにいると、クレア様はぽつりとそう言った。癇癪すら起こさない、本当に傷ついた時の反応だった。私は何も出来ず、ただ部屋を辞去することしか出来なかった。

            　

            　

            　夜になって誕生日パーティーが始まった。パーティーの主役たるクレア様は、朝の様子が嘘のような笑顔を浮かべて側仕えたちの苦労をねぎらった。

            「皆、ありがとうございますわ。わたくしのためにこんな素敵なパーティーを準備して下さって、心より御礼申し上げます」

            　それは側仕えたちのために作った笑顔だった。未だにクレア様を嫌う使用人は多いが、私はこういう気配りの出来る主人が決して嫌いではなかった。四歳といえばワガママ盛りの年齢だ。世界の中心は自分で、全てが自分の思うとおりにならないと気が済まない年頃。そんな年齢で、これほど自分を殺して他人を思いやれる子どもが、この世界に一体何人いるだろうか。

            「クレア様、お誕生日おめでとうございます。これはお側仕え一同からです」

            　私は側仕えたちを代表してクレア様にプレゼントを差し上げた。

            「まあ！　なにかしら？　開けてもよくて？」

            　私が頷くと、クレア様は嬉しそうに包みを解いた。

            「まあ、素敵なブラシ！」

            　私たちがクレア様に送ったのは、豚毛で作った高級ブラシだった。

            「でも、少し大きいですわね？」

            「クレア様がこれから大きくなられたら丁度良くなりますよ。それまでは――」

            　私は続きを言うかどうか一瞬迷った。

            「それまでは？」

            「それまでは、奥様の髪の毛を梳かして差し上げてはどうでしょうか？」

            「！」

            　クレア様の顔が一瞬はっとした顔になった。言外ににじませた、仲直りなさったらどうかというこちらの意図を、クレア様は正確に読み取ったようだった。そして、

            「そうですわね。そうしますわ」

            　そう言ってにっこりと笑ったのだった。私はこれならもうクレア様は大丈夫だな、と思った。

            　その時までは。

            「大変です、お嬢様！」

            　一人の使用人が血相を変えてパーティー会場に駆け入ってきた。確かあの人はミリア様付きのお側仕えだったはず。

            「何事ですか、騒々しい！　報告ならきちんとなさい」

            「旦那様と奥様が馬車の事故に遭われました！」

            　メイド長の一喝に負けないくらいの大声で、その使用人は事態を告げた。

            「お父様とお母様が!?」

            「落ち着いて下さい、クレア様」

            　色めき立つクレア様をなんとか抑え、私は使用人に続きを促した。彼女の話はこうだ。ドル様とミリア様が呼ばれたのは、対立する大貴族の主催するパーティーだったらしい。突然の招きに困惑しつつも、相手が無視できない大貴族だったために二人はパーティーに出席した。パーティーでは気味が悪いほど歓待され、二人は困惑の内に宴を後にしたが、その帰り道で平民の馬車と衝突し事故に遭ったということだった。

            「お父様とお母様にお怪我はないのですか……？」

            「旦那様の方は怪我こそなさいましたが、命に別状はないようです。ただ、奥様の方が……」

            「お母様が!?　どうなったというのです!?」

            「……非常に危険な状態ということです。今、聖霊教会の術者が全力で治療に当たっています」

            「なんてこと……」

            　席に崩れ落ちるクレア様を私は慌てて支えた。

            「レーネ……」

            「きっと大丈夫です。奥様がクレア様を置いていかれるはずがありません。精霊のご加護を信じましょう」

            　自分でも私自身に言い聞かせるような声色だなと思ったが、私がクレア様にかけて上げられる言葉はそれしかなかった。クレア様の誕生日会は、最悪の形で幕を下ろした。

            　

            　

            　結局、ミリア様は助からなかった。遺体の損傷も酷く、クレア様は葬儀の時にも顔を見ることは叶わなかった。以来、クレア様はずっと塞ぎ込んでいる。以前のワガママぶりが嘘のように聞き分けが良く、まるで別人のような大人しさだ。

            「……」

            　クレア様は近頃、ずっと自室にこもって窓の外を見ていることが多い。その時はどんな言葉をかけても上の空で、心ここにあらずといった感じだ。私は、クレア様は帰らぬ人となった奥様をずっと待っているのだろうと思っている。

            　たださえ辛いだろうクレア様に追い打ちをかけるようなことが決まっている。ミリア様が亡くなった後、片腕を失い勢力を失いつつあるドル様が一派をまとめるために忙しくなり、クレア様は遠縁の親戚の元に預けられることになっているのだ。母親を失った上に父親からも離れなければならないクレア様なのだが、そう告げられたときも駄々をこねることもなく、こくりと頷いただけだった。

            　そういえば、もう随分とクレア様の声を聞いていない気がする。クレア様は極端に口数が減ってしまった。側仕えたちの中には、クレア様がようやく落ち着いてくれたという者もいるが、冗談ではない。こんな状態が正常なものであってたまるものか。

            「クレア様。いちごはいかがですか？　朝食もあまり召し上がらなかったでしょう？　お腹がすいていらっしゃいませんか？」

            　私はクレア様が大好物のいちごのかごを示したが、クレア様は窓から視線を移さず静かに首を振るのみだった。

            「クレア様……。お気持ちは分かる……などとは口が裂けても申しませんが、あまり召し上がらないとお身体に障ります」

            　なおも言いつのる私だったが、クレア様は無言で首を振った。どうしたら、この傷ついた少女を救ってやれるのだろうか、と私は悩んでいる。

            「……死んだら、お母様に謝りに行けるかしら」

            　ふと、独り言のようにクレア様が呟いた。きっと誰に言うでもない、うわごとのようなものだったのだろう。ただ、その内容には無視できないほど物騒なものが含まれていた。

            「お辛いでしょうけれど、死んだら、などと仰いませんように。それこそ、奥様が悲しまれますよ」

            　いちごのかごを机に置くと、私はクレア様のすぐ側に侍った。今、クレア様を一人にするのは危険だと思ったのだ。クレア様は私の存在など気がつかないかのようにじっと窓の外を見つめていたが、やがて口を開いた。

            「わたくし……お母様に嫌いと言ってしまいましたわ」

            「それは……」

            　ああ、これはダメだ。この傷は、私には塞げない。

            「わたくし、お母様とケンカしたまま、お別れになってしまいましたわ……。ごめんなさいが言えませんわ……」

            　クレア様は涙こそ流していなかったが、そこには紛れもない慟哭があった。私は非礼を承知でクレア様を抱きしめた。たとえ無礼打ちになっても構わない。今、クレア様を離したら、この方はきっといなくなってしまう。そう思った。

            （誰か……誰かこの方を助けて下さい……。この人一倍繊細な魂をどうかお救い下さい）

            　奥様をクレア様に返してくれなかった精霊教会の神には祈らず、私は誰とも知れない何かに祈った。

            　

            　

            「レーネ、レーネ！　私、王子様に出会いましたの！」

            　幸いなことに、クレア様はそれからしばらくして元気を取り戻した。クレア様が引き取られた先で「王子様」に出会ったからだ。その詳細なやり取りは知らないが、私はクレア様が明るさを取り戻したことに胸をなで下ろした。

            「それはようございました。それで、その運命の方のお名前はなんと仰るのですか？」

            　私はクレア様を救ってくれた恩人の名前を尋ねた。なんとしてもお礼を言いたかったからだ。この頃になると、私はクレア様のことを実の妹のように大切に思っていた。

            「マナリア様と仰るのよ！　とっても素敵な方ですの！」

            　しかし、私はクレア様の答えに頭を抱えた。マナリア様とは、ミリア様のご実家であるラーナック家のご息女である。つまり女性であって王子様では決してない。マナリア様は髪も短くしていらっしゃるし、男の子のように活発の方なので勘違いするのは無理もないのだが。

            「そうですか。ぜひマナリア様のことをもっと伺ってもいいですか？」

            「もちろんですわ。マナリア様は背がすらっとしていて、お顔立ちが美しくて――」

            　しかし、この時私はあえて性別のことを明らかにせず、クレア様が誤解するに任せた。　今のクレア様には、何か夢中になることが必要だ。　

            　痛み止めでは根本的な治療にはならない、と訳知り顔で言う人もいるだろう。けれど私は、痛み止めに頼らなければならないくらい、そして根本治療を待てないくらいに痛む傷はあると思っている。今は痛み止めでいい。クレア様がマナリア様の真実を知れば、誤解は自ずと解けるだろう。

            　でも、いつか。

            　いつかクレア様の前に本物の王子様が現れることを私は心から祈った。マナリア様に負けないくらい素敵な殿方が、クレア様の心を射止めることを切に願う。

            　このとき、私は予想もしていなかった。クレア様を本当の意味で救ってくれる存在が、王子様などでは決してない、おかしな平民の少女であることを。傷を抱えた少女は、やがて運命に導かれ、真の伴侶と巡り会うことになる。

            　でもそれは、また別の話である。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            ――　了　――


        



            あとがき

            　

            　「私の推しは悪役令嬢。」をご購入頂きありがとうございます。作者の「いのり。」と申します。本巻は小説投稿サイト「小説家になろう」様に投稿した同名作品の第一章から第三章に当たるエピソードを加筆修正し、読み切りを加えたものとなっております。お楽しみ頂けましたでしょうか。

            　自分の小説を本にするというのは幼い頃からの夢でして、それがこのような形で実現したことはまるで夢のようです。こうして後書きを書いていても、まだどこかふわふわとした気持ちでおりまして、実感を持つにはもう少し時間がかかりそうです。せっかく出版させて頂いたからには、Ｗｅｂ連載からの読者様にも、そして本作を書籍で初めて知ったという読者様にも、楽しんで頂けたらいいなと切に思います。ご意見ご感想などを頂けますと、作者としてはとても励みになります。

            　最後に謝辞を述べさせて下さい。

            　まず、本作出版に当たって最大の尽力を下さったＧＬ文庫編集部の中村様。出版初心者マークの私に根気よく付き合って下さりありがとうございました。

            　素敵なイラストをつけて下さった花ヶ田様。花ヶ田様のイラストのお陰で、レイやクレアたちが受肉したと言っても過言ではありません。本当にありがとうございます。

            　我がパートナーである秋さん。あなたの存在がなければ、そもそもこの本は生まれませんでした。この本をあなたに捧げます。

            　そして誰より、この本をお手にとって下さった読者の皆様。皆様に、何より一番の深い深い感謝を申し上げます。

            　もし出すことが出来ましたなら、２巻でお目に掛かりたいと思います。それでは失礼させて頂きます。

            　

            　二〇一九年一月三十一日　いのり。拝
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            イラストラフスケッチ集
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